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序章







　あり得べからざる奇き妙みような──否いや、異常な光景だった。

　薄うす曇ぐもりの空の下、平原を横切る街かい道どうの終点に石造りの防ぼう壁へきに囲まれた街がある。高い建築物と言えるのは鐘しよう楼ろうだけだ。市壁に積み上げられている石の色合いは斑まだら──風雨で変色し、磨すり減へったものと切り出だしたばかりの真新しいものが混ざっている。修復の痕こん跡せきは即すなわち、この壁が今も外敵と戦う役目を果たしている証明だった。

　明らかに近代以前の──しかし都市である。繋つながる街道も幅はば広ひろく整備されているが、路面に残る轍わだちは荷車か馬車の細い跡あとだけ。

　市壁の前に居い座すわっているのは、合理と洗練を極きわめてなお無骨な鋼鉄の塊かたまり。七メートルに余る車体に載のったドームから長大な砲ほう身しんが槍やりのように伸のび、並んだ鉄の車輪は履帯で覆おおわれている。本来なら砂さ漠ばく迷めい彩さいであるサンドベージュも周囲の緑とは不調和だ。

　主砲口径八八ミリ、平地での最高時速は三八キロ、全面装そう甲こう一八〇ミリ。ナチスドイツが生み出した第二次大戦最強の陸戦兵器。ティーガーＢ型あるいはティーガーⅡという名めい称しようより、異称でこの鉄の猛もう獣じゆうを知る者も多いだろう。

　即ち──　王者の虎ケーニヒス・テイーガー。

　それが僚機もなく、随ずい伴はん歩兵もなく、一両きりで砲口を道の彼方かなたへと向けている。

　注意深く観察する者ならばもうひとつの違い和わ感かん──不条理に気づいたはずだ。無舗装の路面にある跡は、細い車輪のもののみ。七〇トンの重量が無限軌き道どうで刻む二条の爪つめ痕あとは、僅わずかな長さだけで途と切ぎれている。あたかも戦せん車しやが虚こ空くうからいきなり現出したかのように。

　砲塔のハッチから上半身を出している若い男は黒くろい髪かみと瞳ひとみ。肌はだの色も骨格も全すべてアジア人のそれだ。ナチスドイツの軍服が滑こつ稽けいなほど似合っていない。

　むしろ市壁の物見から期待と不安の入り混じった視線を戦車に向けている人々の方が白い肌と通った鼻筋のせいで風景に見合った欧おう州しゆう人じんのようにも見える。青や緑、紫むらさきという奇妙な髪の色を別にすれば、だが。

　砲口が睨にらむ道の先から、武装した一団がやって来る。数は十数人。武装と言っても簡素な革かわ鎧よろいに剣けんや槍という程度だ。

　ひとり、先導する少女だけが武器を持っていない。

　彼かの女じよもまた違和感の源泉。長い黒髪を微び風ふうになびかせる少女の身体を包つつんでいるのは、黒いセーラー服だった。日本の学校の、ありふれた女子制服。

「〈嵐テンペスト〉とかって言うのは、てめえか？」

　戦車の男が大声で問いかけた──日本語で。

「ええ」

〈嵐〉と呼ばれた少女も同じ言語で短く答える。

「あんたにゃ恨うらみはないが、こっちも仕事なんでな。死んでもらうぜ」

「どうぞ。殺せるのなら」

　どこか上うわ擦ずった声で挑ちよう発はつする男の笑いに〈嵐〉は無感情なソプラノを返した。

「お……俺おれは警告したからな！」

　男の姿が車中に消える。ハッチが金属音を立てて閉じられる。キリキリと砲塔が角度を変え、八八ミリ砲が〈嵐〉を正面に捉とらえる。だが、少女は態度を変えない。端たん正せいな顔には怯おびえも焦あせりもなく、ひとりゆっくりとケーニヒス・ティーガーに向かって歩いていく。

　砲口から轟ごう音おんと煙けむりが噴ふき出す。

　榴りゆう弾だんが少女に命中し、炸さく裂れつする。

　激しい爆ばく発はつが起こり、砲弾外がい殻かくの砕くだけた金属片が爆風と共にまき散らされる。

「ひっ！」

〈嵐〉から距きよ離りを取っていた仲間──配下たちにも鉄てつ片ぺんが届いた。

　ある者は飛とび退のいて避よけ、またある者は腕うでの鎧で顔を庇かばう。

「はははーっ！　どうだぁっ！」

　昂こう揚ようした男が再びハッチを開けた。

　もうもうと立ちこめた爆煙が風で少しずつ吹ふき払はらわれるが、それでもなお濃こい土煙の中から歩み出てくる姿があった。

〈嵐〉だった。

「ば……馬ば鹿かな！」

　戦車の男が叫さけぶ。

　戦車砲は確かに直ちよく撃げきした。彼女が立っていた場所は丸く抉えぐられている。従う男たちも確かに爆風や破片を避けた。それなのに〈嵐〉自身は全くの無傷。肌に傷ひとつ無いのは勿もち論ろん、服にも、長い髪にも乱れたところはない。僅かに土つち埃ぼこりが付着しているだけだ。

「ひ……ひいっ！」

　雄お叫たけびでなく悲鳴を上げ、砲塔に潜もぐる。ハッチが硬こう質しつな音を立てて乱暴に閉じられる。

　今度は車体前方の七・九二ミリ機き関かん銃じゆうが火を噴いた。

　唸うなるような響ひびきと共に放たれる鉛なまり弾だまの列も〈嵐〉への有効打とはならない。

　直撃した弾だん丸がんは少女の身体を穿うがつ事なく、空むなしく跳はね返かえって地に落ちる。

　横よこ殴なぐりで降り注ぐ銃じゆう弾だんの雨を意に介かいする事もなく、〈嵐〉はただゆっくり、ゆっくりと重戦車へと近づいていく。

「……ウーティシオで……」

〈嵐〉の口くち唇びるが開き、奇妙な単語がこぼれ落ちる。

「ウーティシオで強いモノがそのまま強く、見た目に弱い者はその通り弱いと思っているのなら……貴方はガルムガクスで生きていくのは無理ね」

　白く細い指がケーニヒス・ティーガーの砲身に触ふれた。

　めき。

　めきめぎめきめぎ。

　カーテンを払うような自然な動きでありながら、たおやかな右手で鋼鉄の砲身が「く」の字にねじ曲げられていく。主砲を失った戦車のエンジンが咆ほう哮こうを上げる。自らの重量を武器に、華きや奢しやな少女を蹂じゆう躙りんすべく巨きよ体たいを駆く動どうさせる。

　しかし〈嵐〉はそのたおやかな手で敵の前進を阻はばむ。キャタピラは空しく土を削けずり続けるだけだ。七〇トンに及およぶ鋼鉄の塊とたったひとりの少女が拮きつ抗こうしているのだ。

　その均きん衡こうも、長くは続かない。

〈嵐〉の指が、装甲板に食いこみ、撓たわませる。更さらにそのまま持ち上げる。

　虫を追おい払うのにも似た軽いスナップで、鉄てつ塊かいが放ほうり投なげられた。先刻の着弾に匹ひつ敵てきする轟音を立てて、ティーガーが市壁に叩たたきつけられる。強固に組み上げられた石材がもうもうと土煙を立てて崩くずれ、腹を見せた戦車の上に石の欠片かけらがぱらぱらと降り注ぐ。

　キャタピラを空転させていた戦車が幻まぼろしのように消失した。一いつ瞬しゆん、不格好な姿勢で宙に浮ういていたさっきの男が瓦が礫れきの中に頭から落ちる。乗っていたのはひとりだけ。本来必要な乗員は五人のはずなのに。

「ひ……っ！」

　崩れた壁の残ざん骸がいから転げ落ちた男が、喉のどを引きつらせながら顔を上げる。〈嵐〉は静かに佇たたずみ、セーラー服の肩かたに落ちた白い石粉を鬱うつ陶とうしそうに払い落とす。

「……ま、待ってくれ……！」

　少女の形をした脅きよう威いを見上げながら、戦車の男が声を震ふるわせる。立ち上がらないのは降こう伏ふくと恭きよう順じゆんを示すためではない。腰こしが立たず、動けないからだ。

「い、言っただろ？　お、俺は別にあんたに恨みとかはないんだよ。こっち来たばっかで詳くわしい事はよくわかんなくてさ。用心棒やったら一生面めん倒どう見てくれるって言うし……」

　必死に笑え顔がおを作ろうとしているのだろうが、ずれたヘルメットの下の歪ゆがみきった顔から窺うかがえるのはただ恐きよう怖ふだけだ。

〈嵐〉は黙だまれ、とも死ね、とも言わない。

　命令も宣告もなく、ただ実行する。

　少女の手がそっと男の頭へと伸び、一瞬閃ひらめく。

　頭が弾はじかれて飛び、草の上に転がる。瞬時に断たち切きられた顔に苦く悶もんはない。強者への媚び態たいと怯えが入り混じった醜しゆう悪あくな表情が焼きついているだけ。

　当たり前の黒い制服は喪も装であり死神の長衣ローブでもあった。

　戦車とは違ちがい、首を失った死体は消失しない。

　崩ほう壊かいした壁の陰かげから、市民たちが〈嵐〉を眺ながめている。その視線が帯びる色は単なる恐怖を越こえた驚きよう愕がくだった。

「はっはーっ！　見たかよ、俺たちの力を！」

　ティーガーがいる間は後方に控ひかえていた一団からひとりが駆かけ寄より、崩壊した瓦礫を槍の石いし突づきで更に崩す。先刻、榴弾の破片から逃にげた男だ。大おお柄がらでスキンヘッド、簡素な鎧の下はくたびれた黒いレザージャケットだった。それも本物の皮ひ革かくではなく合成繊維。

「市長出てこいや！　シャムリーの用心棒雇やとって俺たちを迎むかえ撃とうたぁ、面おも白しろい事やってくれるじゃねえか、ああン？」

　怒ど声せいに応こたえるように、青白い髭ひげを蓄たくわえた老人が壁の内側から歩み出る。

　奇妙な色は体毛だけではない。右が黒く、左は緑。左右の瞳の色が異なっている。長の老人だけではない。不安げに身を寄せる市民全員が配色こそ異なれ金銀妖瞳ヘテロクロミアだ。

「我々は街を守るために当然の事をしたまでです。自衛の権利はある」

「うるせえっ！　口答えすんなっ！」

　スキンヘッドは槍の石突きで市長を殴なぐりつけた。痩やせた身体は抗あらがえず、簡単に転がされてしまう。〈嵐〉は制止もしないし、囃はやして笑いもしない。ただ仲間が老人に暴力を振ふるう姿を、無感情に眺めるだけだ。

「敗れた以上、抵てい抗こうはしない。そちらの要求は潔いさぎよく受け入れよう。金も食料も、必要なだけ差し出そう。ただし、市民の命だけは……」

　口くちの端はから流れる赤い血を拭ぬぐい、市長は立ち上がる。老いた、枯かれたが如き華奢な身体だが、左右の瞳には怯えの中にも毅き然ぜんとした意志がある。

「要求できる立場かぁっ？　お前らが暢のん気きに生きていられた時代は終わりなんだよ。俺たちが──シャムリーが現れた事でな！　今は力こそが正義だ！　お前らみたいなガルムガクスの人間はおとなしく従ってりゃいいんだよ！」

　老人を足あし蹴げにして、スキンヘッドは高笑いする。

　だが、その笑いが不意に中断した。背後から〈嵐〉が男の頭を掴つかんだのだ。鋼鉄の装甲に食いこむ指で、戦車を放り投げる手で。

「あなた。今、何て言ったの？」

　感情の窺えない、柔やわらかな声が問いかける。

「え……。その……今は俺たちシャムリーの時代だと……」

「その後よ」

　男の顔が汗あせで濡ぬれる。懸けん命めいに、己おのれが口にした事を正確に思い出そうとする。

「えっと……力こそが正義……」

　さっきの言葉が反復された瞬間、〈嵐〉の片眉まゆがぴくりと動いた。

「力は正義なんかじゃない。もちろん悪でもない。ただの力。力が正義というのなら、こうしてあなたの命を握にぎっているわたしの手は正義？」

〈嵐〉の問いに男は答えない。

　歯ががちがち鳴るだけで、口も舌も言葉を紡つむぐだけの制せい御ぎよを失っているのだ。

「正義なんていう裏付けなしに、わたしはただ強いから奪うばう。善や悪という規き範はんとは無関係に、好きに行動するのは力ある者の特権。それなのにあなたは、わたしの純じゆん粋すいな力に正義なんていう安っぽいブリキの勲くん章しようを貼はりつけたいの？」

　顔を覆う汗どころではない。下半身は失禁し、異い臭しゆうを伴ともなう湯気を立てていた。

「力が正義というのがあなたの主張なら、その正しさで生き延びてみなさい。より大きな力に刃は向むかってでも」

〈嵐〉の手が僅かに緩ゆるんだ。

「ひ……ひぃうゎあああああっ！」

　スキンヘッドが振り返る。引きつった悲鳴が雄叫びとも絶ぜつ叫きようともつかないものに変わる。

　彼かれが伸ばした腕から、奇き術じゆつのように蛇へびが出現した。胸の部分が広がったコブラだ。体長二メートル近い毒どく蛇へびが存在し得るのだとすれば、だが。

　蛇が〈嵐〉の首筋に毒どく牙がを突つき立たてる。しかし、その牙きばは白い皮ひ膚ふに阻まれ砕け折れる。

「ひ……っ！」

「力が足りない。己の我を通す力が。正義なら誇ほこるほどあったのだけど、残念ね」

　宣告すると〈嵐〉は再び手に力を込める。

　ぐしゃり──男の頭が卵のようにたやすく潰つぶれた。大きな脳が血に落ちて潰れ、血と肉にく片へん、そして砕けた白い骨がぶちまけられる。

「興が削そがれたわ」

　右手を動かして〈嵐〉はさっきまで配下だった汚お物ぶつを振り払い、くるりと踵きびすを返した。己を理解しない無ぶ粋すいな男の痕跡から一刻も早く遠ざかりたいとでも言いたげに。
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「い……いいんですか？　せっかくここまで来たのに何も奪とらないなんて……」

「いつでも拾えるものを、がつがつかき集める必要はない」

　善も悪も、欲さえもない。圧あつ倒とう的てきな力を有する者にとっては奪うのも見過ごすのも単に気分の問題でしかなかった。

　立ち去る彼女の後を、手下たちも目配せしながらついて行く。〈嵐〉の不興を買えば蛇の男と同じ運命が待ち受けているのが明らかだから。

　残されたのは、崩れた壁と呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす市長。そして首のない死体だけ。







第一章　　亀裂の日







　春と初夏の間の、眩まぶしくもどこか柔らかな日差しがグラウンドに降り注ぐ。

　九回表。二死。スコアは一対〇。エラーと盗とう塁るいで進んだ俊しゆん足そくのランナーが二塁。リードを大きく取ってしきりにバッテリーを牽けん制せいしているが、マウンド上の投手は落ち着いた態度で打者を睨んでいる。

　ここで相手は代打を送りこんできた。一年生だが、中学時代に好成績を上げて兵庫から東京まで野球留学してきたスラッガーだ。監かん督とくのサインは敬遠。長打が出れば確実に同点。それよりは一塁を埋うめた方がアウトを取りやすいというのは、常識的な判断ではある。

　だが、真新しいユニフォームを纏まとった投手は笑ってそれに首を振る。キャッチャーも相棒に頷うなずき、ストライクゾーンに構える。

　予期せぬ反逆に監督の腰が浮き上あがるのより早く、セットポジションの左さ腕わんから放たれた一球目は内角高めに突き刺ささった。八回三分の二を投げた後とは思えない球きゆう威いが高らかにミットを鳴らす。打者の額に汗が浮かんだのは、陽気のせいばかりではない。二球目は外角低め。教科書通りの対角線ピッチング。バッターが大きく空から振ぶりする隙すきにランナーが三塁に走る。しかし、キャッチャーは反応しない。無む警けい戒かいではなく明確な放置だ。

　ツーストライクからピッチャーは振りかぶった。最後の一球はど真ん中。力ちから一いつ杯ぱいスイングされたバットは空を切り、ボールは捕ほ手しゆのミットに吸いこまれた。審しん判ぱんがストライク、アウト、ゲームセットを続けてコールし、七人の野手はそれぞれに歓かん喜きの声を上げる。

　マウンドの上で、ピッチャーは高らかと左拳こぶしを天に突き上げ、キャッチャーはマスクを上げてサムアップする。

　勝利で終わったにも拘かかわらず、壮そう年ねんの監督は不ふ機き嫌げんそうな顔で選手をベンチ前に集めた。

「何な故ぜ敬遠しなかった？　練習試合と言っても許せるもんじゃないぞ！　中学で都大会優勝バッテリーだからっていい気になってんのか？」

　監督は座すわったまま、直立不動のバッテリー──神かみ和わ住ずみ大たい駕がと舘たて征まさ臣おみを睨みつけた。

「それは、俺が勝負したかったからです」

　投手──大駕はきっぱりと答えた。

　両手を腰の後ろで組み、真まっ直すぐに背筋を伸ばして胸を張った姿勢、そして自信に満ちた態度は、元々の肩かた幅はばのある筋肉質の長身を更に大きく見せる。

　この春に入学したばかりの一年だが、居並ぶ部員の中でも一、二を争あらそう体格だ。

「俺にとっては高校で最初の対外戦です。九回まで〇点だし、最後も真っ向勝負するべきです。逃げたらかっこ悪いし、腕試だめししなきゃ練習試合の意味がないじゃないですか」

　短めの髪に彫ほりの深い顔立ち。元気でやんちゃな野球少年が成長した典型像──というよりは理想像だ。

　ただし、監督を真っ直ぐに見下ろす瞳には、萎い縮しゆくや従順さとは無む縁えんの強い意志の光が宿っている。幼よう稚ちな反はん抗こう心しんでも虚きよ勢せいでもない。誇り高たかく、己を頼たのみ、いかなる時も屈くつせず、胸を張る事に慣れたエースピッチャーの目だ。

「そんな理由でベンチの命令に背そむいたのか？　お前は──」

「配球に関する最終責任はキャッチャーの僕ぼくにあります」

　監督の尖とがった言葉を、征臣が遮さえぎって一歩踏ふみ出だす。

　プロテクターの下は大駕とは好こう一いつ対ついの引ひき締しまった細身だ。スポーツよりも絵筆でも握っている方が似合いの端正な顔だちも相まって、捕手としては多少頼たよりなくも見える。

　それ以上に対たい照しよう的てきなのは、瞳に浮かぶ輝かがやき。大駕が眩しい太陽だとすれば、征臣のそれは闇やみの中にあって隠かくれたものを浮かび上がらせる冴さえざえとした月光だった。

「いや、実際投げたのは俺だからさ。お前だけの責任じゃないって」

「リードしたのは僕です」

　ふたりが交こう互ごにお互たがいの肩を押おしのけて前に出ようとする。責任を逃のがれるためではない。まるっきり正反対で、率そつ先せんして叱しつ責せきを受けようというのだ。大駕は恐おそれを知らぬ陽気な笑顔。征臣は感情を見せない冷静な真顔。

「監督っ！」

　それまで心配顔を左右に振っていたこの場でたったひとりの女子・水みず沢さわ真ま羽うがいきなり右手を挙げた。元々の小こ柄がらが緊きん張ちようのせいでますます小さく見えるが、大きな瞳はしっかりと開かれ、真っ直ぐに不機嫌顔の監督を見み据すえている。

「たい……神和住君と舘君は小学校時代からのバッテリーです。だから阿あ吽うんの呼吸っていうか、ふたりの間でしか通じない呼吸があるんです。確かにベンチの指示には従わなかったかも知れません。けど、試合はやっぱり選手のものだと思うんです。マネージャーのわたしが言うのも変ですけど……」

「マネージャーごときが口出しするんじゃないっ！」

「監督！　それは言い過ぎじゃないすか？」

　大駕が一歩歩み出て、怒ど鳴なる監督と真羽の間に割って入る。

「選手じゃなくても真羽……水沢もチームの仲間です。監督だからって今の暴言は我が慢まんできません。取り消してください！」

「うるさい、黙れ！　お前らは俺の命令に従ってればいいんだ！」

　監督は声を荒あらげ、帽ぼう子しを足元に叩きつける。

「違います！　試合はグラウンドに立つ俺たちのものです。マネージャーが今言った通り、高校野球は高校生が主役でしょう」

　怒いかりも露あらわに立ち上がった監督を、大駕は澄すんだ瞳ひとみで真っ直ぐに見据える。

「お、俺は監督だぞ！」

「俺は──俺たちが選手です！」

「落ち着け、大駕」

　言い合いの間に、征臣が割って入る。

「監督。指示に背いた事が問題というのなら、まず僕の話を聞いていただけますか？」

「……何だ？　言ってみろ」

　表面上は穏おだやかで丁てい寧ねいな征臣の態度に、監督は腕を組んでまた腰を下ろす。

「あの代打の中学時代の通算打率は四割、長打率も高い」

「そうだ。だからこそ安全策をとった訳だ。当然の判断だろう」

　敬遠の判断を肯こう定ていするかのような征臣の釈しやく明めいに、監督は口元を緩めつつじろりと大駕を睨にらむ。

「その割に得とく点てん圏けん打率や打点は低い事にお気づきでしたか？　メンタル面が弱く、スコアリングポジションにランナーがいると緊張して打てなくなるタイプなのは推測できます」

　しかし続く言葉は、監督の精神的優位を足あし下もとから突き崩した。

「推測？　その程度の根こん拠きよでお前は監督に逆らうのか！」

「彼の中学時代のチームメイトに確かく認にんしました。ネットを使って三、四人も紹しよう介かいを挟はさめばコンタクトを取るのは難しくないですからね。地元ではその弱点が知しれ渡わたっていたから、記録上は派手な数字があるのに東京の新興校からしかスカウトがなかったんです」

「お、お前は相手チームの全部員について、そうやって調べてるとでも言うのか！　作戦を考えるのは監督の仕事だ！　余計な事をするな、一年風ふ情ぜいが！」

「さすがに全員の性格まで無理ですね。二年と三年については全員チェックしましたが、一年生は中学時代に目立った成績がある者だけです。これを余計な事というのなら、監督はどれだけデータを収集していましたか？　より詳しよう細さいで精密な資料があるのでしたら、確かに差し出がましい事をしたとも言えますが」

　それはつまり、まず篩ふるいにかけるために全員の記録を調査したという意味だった。

　こめかみに血管を浮き立たせる監督には構わず、冷静に言葉を続ける。説明というより、愚おろかな子供を懇こん々こんと諭さとす教師の態度だ。実際には征臣の方が生徒で、年ねん齢れいは半分にも届かないのだが。

「期待の新戦力だからこそ実力を確かめるため、場数を踏ませるために最後のチャンスで代打に出されたんでしょう。ここで敬遠すれば打者を調子づかせてしまう。それより正面からねじ伏ふせ、大駕への苦手意識を持たせるべきです。練習試合ひとつの勝敗より、ささやかでも精神的優位を獲かく得とくすべきだと判断しました。コストゼロで打てる長期的布石です。同じ地区で同じ一年、これから三年間ずっとつき合う敵ですからね」

　それまでバッテリーと監督の対立に戸と惑まどっていた部員たちから、感かん嘆たんの声が漏もれる。ただひとり真羽だけが半ば不安半ばは呆あきれた表情でふたりを見つめている。

「お、おま……っ！　お前は……っ！」

　興奮した監督はまともに言葉を紡げない。顔どころか首筋まで真っ赤に上気している。

「僕からも確認したい事があります。監督はどういう考えで敬遠を指示したんですか？　スポーツを通じ僕たちを育成する指導者なのか。それとも甲こう子し園えんを目指して戦略を立てるマネジメントのプロなのか。あるいは単にたかが練習試合の目先の一勝にガツガツするだけの人間なのか？　立場を明確にしていただけますか？　相手の監督は長期的なチーム育成を視野に入れていたからこそ、最後に代打を出した訳ですが」

　磨みがいた鋼のような眼まな差ざしが、真っ直ぐに監督を射い貫ぬく。

「だ、黙れ！　勝てたからいいが、勝負して打たれてたらお前はどう責任を取る！」

「俺おれは、打たれません」

　征臣への罵ば倒とうを、大駕が横から受け止める。

「打たれる事考えながらマウンドに立つピッチャーなんていません。打たせて取るってのは別の話ですけどね。考えても仕方ない事を考えるんじゃなく、そうならないように全力を尽くすために、俺たちはグラウンドに立ってるんです。責任って話なら、負けをしっかり受け止めるのが選手の責任じゃないですか。なあ、みんな！」

　振り返かえった大駕の笑顔に、仲間の頬ほおが自然に緩む。

「俺は相手の代打を打ち取る自信がありました。それに征臣も信じています。こいつが敬遠しない以上、充じゆう分ぶん勝算があるって事です。こいつの判断に、間ま違ちがいはありません」

　何の衒てらいもない相棒からの賞賛を受けて、征臣の口元が微かすかに緩んだ。

「……俺の敬遠策は、舘よりも信用できないのか！　小こ僧ぞうがっ！」

「そうです」

　激げき昂こうする監督から視線を逸そらさず、大駕は断言する。

「ひょっとしたら打たれたかも知れない。けど、今日は練習試合でしょ？　俺は落ちこんだりしないで、いい経験した、次こそ抑おさえてやるってやる気出しますよ」

「本番の大会なら、僕も必要に応じて敬遠を選せん択たくします。しかし経験を積みデータを収集すべき局面で目先の一勝に固こ執しつして逃げを命じる指揮官を、僕は評価しません」

　まだ一五歳さいの少年ふたりに己を根本から否定された監督の顔色は、怒りの赤から血の気の失うせた青へと変わっていった。

　もういい。勝手にしろ──そう宣告した監督が席を立ち、そのままミーティングは終わった。部員たちの自発的な整理体操と反省会の後で、その日は解散になった。

「征臣君。あれはちょっと言い過ぎだったんじゃないの？」

　帰宅するバスの中、訊たずねたのは真羽だ。

　部活中は結んであるセミロングの髪かみを解き、大きなスポーツバッグを制服の胸に抱だきかかえている。目鼻立ちは整っているのだが、背が低く華きや奢しやな体格のせいもあり、美人というよりはまだかわいらしいという形容が似合う。

「全部計算で言った事だよ。今年から野球部に力を入れる高校というのは良かったけど、新監督があの程度とは予想できなかった。奴やつが幅はばを利きかせる前に鼻っ柱を挫くじいて、練習でも試合でも部員が仕切れる形に持っていかないと。できれば解任させたい」

　最さい後こう尾びの長い席、窓まど枠わくに肘ひじを乗せて頬ほお杖づえを突き、真羽の方を見ずに征臣は答える。

「場合によっては、あの監督よりも相手チームの方が長いつき合いになる。そっちへの対応を重視するのは当然さ。敵と縁えんを切る方が難しい」

「お前らしいな。確かに敵と別れる方が面めん倒どうくせえもんな」

　僅わずかに拗すねたような響ひびきを帯びた征臣の言葉に、大駕も同意する。

「大駕君までそんな事言って。あの監督のせいで征臣君の立場が悪くなったら……」

「真羽ちゃんの方が心配だよ。あんな風に口出しして。僕が憎にくまれるのは構わないけれど、真羽ちゃんまで監督に嫌きらわれる必要はない」

「余計だった？」

「感謝はしてるよ。ありがとう」

　覗のぞきこむ真羽から顔を背けるように、征臣は流れる車窓の景色に視線を移した。

「しかしさすが征臣。あんな事まで考えてガチ勝負だったのかよ」

　ため息を零こぼす真羽に対して、大駕の方は屈くつ託たくのない笑顔だ。ほぼシートの中央に大柄な身体を預けている。ふたりが制服に着き替がえているのに、彼だけはユニフォームのままだ。

　最後のバッターを敬遠しなかったのは強打者だからこそ力比べしたいという気持ちと、打たれないという自信があったからだ。監督に言った通りの話で、征臣のように先の先までを見据えての事ではない。

「勝つためなら、相手の性格や心理も利用する。当然だろ？　あの監督は、その程度の事も理解していない。僕たちにとっては邪じや魔まな存在だ」

　もちろん監督の実績や性格についての情報も収集済だ。一試合レベルの戦術指揮官としてはそれなりの能力はある。ただし、逆に定じよう石せきに拘こだわりすぎて柔じゆう軟なん性せいを欠く上に選手を思い通りに動く駒こま扱あつかいしようとする。指導者としては間違っても仰あおぎたくないタイプ。

「監督が馬ば鹿かでも、お前がひとりで喧けん嘩か売る必要はねえんだ。すぐ命令命令ってよ。あのボンクラ相手なら、俺も一いつ緒しよに戦うぜ」

　土曜午後の半はん端ぱな時間帯のせいか、乗客は彼らだけなので大駕の声は大きい。

「大駕はエースとしてみんなの信しん頼らいを集め、まとめて欲ほしい。刃向かって監督を煽あおり、ミスを引き出すのは目をつけられても構わない僕がやる。そっちまで火種になったら中学時代の再来だ。あんな遠回りはもうしたくない」

「何言ってんだよ。俺はあれを回り道とか無む駄だとか思ってねえぞ。今でも、間違った事はやってないって胸張って言える」

「そうじゃない。効率の問題さ。やっぱり人から好かれるのは大駕の方だからね。僕が前に前に出すぎるより、大駕が皆みなの中心になって、僕はその大駕が信頼するキャッチャーという形で陰かげからチームをコントロールする方がいい」

「相変わらず悪党だなぁ、お前は」

「大駕君っ！」

「真羽ちゃん、怒おこらなくてもいいよ。大駕の冗じよう談だんだっていうのはわかってるから。この場合の悪党は褒ほめ言こと葉ばだ」

「それでもやっぱり言い方ってあるでしょ」

　真羽の頬が膨ふくらむ。

　気心の知れた幼なじみ同士でも礼節の一線は守るというのが、彼かの女じよの性しよう分ぶんだ。

「俺もお前のそういうところには助けられてるけどな。いつもひとりで抱かかえこんで泥どろ被かぶる事考えんなよ。ちょっとは馬鹿になるっていうか、羽目外したって罰ばちは当たんねえぞ」

「生あい憎にくだけど僕は神も仏も信じないからね。罰とか言われても怖こわくない」

「じゃあ神でも仏でもなく俺がグーで罰当ててやる。もっと俺たち以外の人間にも腹割ってみせろ。理り屈くつじゃなくて、素す直なおな気持ちに従え。いいな？」

「大駕にそう言われたら考えてしまうな。神より怖い」

「もう……ふたりとも」

　ふたりのやり取りを聞いて首を右に左に振ふっていた真羽も、ようやく苦く笑しようする。

　三人は家も近い幼なじみだ。幼よう稚ち園えんの頃ころから今に至るまで学校も同じ。

　だから、古い傷も共有している。

　いや、共有ではない。自分たちが感じた悲しみや苦しみとは比べ物にならないほど、あの事件で征臣が深く傷ついていた事を、大駕も真羽も知っている。

「行こうぜ、甲子園。俺と、お前のバッテリーで」

　坂の多い高台でバスを降りると、大駕は手の甲こうで征臣の胸を叩たたいた。

「僕たちだけじゃない。他のチームメイトや、マネージャーの力も必要だよ」

　応こたえて征臣も同じ動きを返す。

　その姿を、真羽は素直に微ほほ笑えましいと感じた。

　きっと大だい丈じよう夫ぶ。あの痛みが完全に癒いえる事なんてないのかも知れない。それでも、こんな風に笑って夢を語り合える日は来た。

　だから、いつか──。

　静かな祈いのりにも似たささやかな願いを破ったのは、ありふれたエンジン音だった。

　黒いセダンがガードレールにボディを擦こすりながら、減速せずに坂道を下ってくる。

　野球選手ふたりの動体視力は、ドライバーが意識を失って突っ伏ぷしているのを捉とらえた。

　反応したのはほぼ同時。距きよ離りは近くスピードは速い。間に合うかどうか。

　大駕は他のふたりよりも前に飛び出して庇かばおうとする。

　自動車を支えられるはずもない。理性よりも感情──それ以前の反射だ。

　だが、ほぼ同時に征臣が真羽を大駕の方へ突つき飛とばした。

　彼女を抱き留とめた大駕の足が一いつ瞬しゆん止まり、すぐに横っ飛びする。

　反動を利用して征臣も逆方向へ跳とぶ。

　別れた二組の間を暴走車がすり抜ぬけ、コンクリートの塀へいに激げき突とつする。

「無事か！　征臣？」

　震ふるえる真羽を抱きしめ、路上に転がったまま大駕が叫さけぶ。

「僕は平気だ。それより真羽ちゃんは？」

「大丈夫だ！　三人とも助かったぜ」

　確信を込めて答えた大駕の言葉は正しい。

　この時点では。

　次の一秒は、事故車が爆ばく炎えんを噴ふき上げる時間だった。

　膨ぼう張ちようした熱と、光と、轟ごう音おんとに包みこまれて、三人はこの世界から消えた。




　目や耳の回復よりも、触しよつ覚かくの方が早くて確かだった。

　大駕の腕うでと胸は未いまだに真羽の重さと温ぬくもりを捉えていた。

「……ん……？」

　瞼まぶたの裏で緑色の光が踊おどっている。大駕は静かに目を開けた。

「無事……か？」

　ついさっき叫んだ問いを、腕の中の真羽に繰くり返す。抱きしめた真羽が微かに動いたが、爆音の残ざん響きようか耳の奥おくがじんじん鳴って返事が聞こえない。瞼に力を込め、しっかりと目を見開く。とりあえず真羽は無事だ。ショックで震えているが、それも生きている証あかしだ。

　何か叫び声ごえのような音が聞こえるのは残響だろうか。

　暴走車の爆発に遭ったのは間違いない。閃せん光こうの残像や耳鳴りだけではなく、自分の身体から微かにガソリンと煤すすの匂においがする。

「……大駕……君？　征臣君は……？」

　真羽がようやく小さな声を上げる。

「まだわかんねえ。確かめないと……」

　あの時、大駕はふたりを庇おうと前に飛び出した。冷静に考えれば身体ひとつで自動車を食い止められるはずはないのに。だが征臣が真羽を突き飛ばしたお陰で、彼女の安全を最優先にするべく意識が動いた。だから、大駕自身も助かった。

　常に征臣は大駕よりもひとつ高い視点と広い視野を持ち、最良のために行動する。

　目の前の真羽から視線を外し、周囲を見回して──己おのれの目を疑う。

　疑問の言葉をつぶやく余よ裕ゆうさえなかった。眼前に広がるのは、見知らぬ光景だった。見慣れたバス停の風景とは違ちがっていた。何もかもが。

　外灯がない。舗ほ装そう路ろがない。ただ、荒あれ地ちに廃はい屋おくが散在しているだけ。それも大駕たちにとって見慣れた家屋やビルではない。コンクリートや新建材の残ざん骸がいはなく、木や石材の小さな平屋ばかりだ。崩くずれかけた柱や壁かべには焦こげ跡あとが見えるが、匂いも熱も残っていない古いものだった。大駕たちが巻きこまれた自動車事故と無関係なのは明白だ。

　その中の崩れかけた一軒けんに、大駕と真羽は横たわっていたのだ。

「何なの……これ……？」

「俺にもわかんねえよ。これじゃまるで……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく真羽に答える大駕も言いかけた声を飲みこんだ。漫まん画がやゲームでは目にするありふれた状じよう況きようでも、我わが身みに降りかかるとはっきり言葉にするのは恐ろしい。

「まず征臣を捜さがそうぜ。あいつならきっと何かわかるかも」

「う、うん……。そうだね……」

　とにかく今は征臣だ。一方的に頼るためではない。まず彼かれの無事を確認し、それから力を合わせる。物心ついた時からの親友。一〇年近く組んできた相棒。

　奴の知ち恵えと、俺の意志。ふたつを合わせれば、どんな苦境だって乗のり越こえられる。

　たとえ九回裏ツーアウト満まん塁るいでいきなり相手チームが全員メジャーリーガーにすり替かわるようなインチキでも、逃にげたり諦あきらめたりはしない。

　大駕は真羽から腕を解いて立ち上がって欠けた壁の陰から顔を出し、目もく撃げきする。

　二〇〇メートルほど離はなれたなだらかな丘きゆう陵りように、見知らぬ建築物が存在してた。高さは三階建て程度、石造りの城じよう塞さいの上部だけが、周囲を守る防ぼう壁へきから飛び出して見える。更さらにその外周に巡らされているのは組んだ丸太と積み上げた石材を組み合わせた柵さく。

　それが崩され、戦いが起きていた。

　ここは戦場だった。耳鳴りかと思えたのは飛び交かう怒ど号ごうと悲鳴だったのだ。

「……何、あれ……？」

　真羽の小声が震える。

　戦いくさと言っても銃じゆう声せいが響き、戦車や戦せん闘とう機きが行き交う訳ではない。西洋風の鎧よろいに剣けんで武装した人間同士の衝しよう突とつ。炸さく薬やくと燃料と機関ではなく、刃やいばと血と肉が互いを削けずり合う戦いだった。

　ひとりの兵士の腹に槍やりが突き刺さり、倒たおれるのが遠目にも見て取れた。

　真羽が青ざめた顔で、口元を押さえる。その肩かたを支えながら、大駕は戦せん況きようを凝ぎよう視しする。

　単に兵と兵が戦っているだけではない。白い装束の兵士たちは、真しん紅くの鎧の一団から城塞の街を守っているのだ。目に見える攻せめ手の数は一〇〇人程ほどで防ぼう御ぎよ側の半分以下だが、練度に差があるのか防御側を圧あつ倒とうしている。

　赤の兵士たちははっきりと二つのグループに分かれていた。

　金属製の防具を装備し勝手気ままに手近な民家から略りやく奪だつを働いている者と、一段落ちる革鎧で陣じんを組み、その周囲を守っている者たちだ。士官と兵士の違いだろうか。防御側も革鎧の兵士が長ちよう剣けんをかざして斬きりかかるが、ひとりずつの散発的な攻こう撃げきは赤の兵士の陣に阻はばまれ、返り討うちに遭あうだけだ。

　唯ゆい一いつ、目立って奮戦している白の戦士もいるが赤の兵を数名引きつけて凌しのいでいるだけ。劣れつ勢せいを覆くつがえすには至っていない。

　気ままに暴れる赤の士官によって家の中に隠れていた女性が長い銀ぎん髪ぱつを掴つかまれ、引きずり出される。赤あか子ごを抱いている。彼女を守ろうと真っ直ぐ飛びかかった戦士の胸があっさりと剣に貫かれるのが、遠目に辛かろうじて判別できた。

　泣なき叫ぶ女性を強ごう引いんに引きずり出し、腕から赤ん坊ぼうを引きはがし、放ほうり捨てる。

「くっ！」

　大駕の胸の芯しんに、熱いものがこみ上げてくる。いつの間にか拳こぶしを強く握にぎりしめていた。

　駆かけ出そうとした肩が、不意に後ろから掴まれる。

　拳を固めたまま振り返り、そのまま相手に肘を──叩きつけようとして止める。

「脅おどかすな、征臣。お前、どこ行ってたんだよ？」

　背後に立っていたのは、見慣れた征臣の顔だった。怪け我がらしい怪我も見あたらない。いつもの通りの姿だった。

　いつもの通り、冷静な──。

「先に目が覚めて、ふたりにも外傷がないようだったからね。まず周囲の状況を確かめてきた。接近できないから遠くから観察しただけだが、ここは山間の土地であの砦とりでの街以外に人はいないみたいだ。後は、ここと同じような破は壊かいされた廃はい墟きよばかりだった」

「よし。わかった」

　征臣の言葉に、大駕は左拳で右の掌てのひらを打った。

「何をする気だ、大駕？」

「決まってんだろ！　あの街を助けに行く」

　手て頃ごろな木の棒を見つけて掴む。長さは丁度バットほどだが、頼りないほど軽い。

「僕たちが行って、どうにかなるのか？　あれだけの人数の中に、ひとりやふたりで」

　制止する征臣の眼差しは鋭するどい。

「だからって放っておくのか？　目の前であんな事やられてんのに!?」

「僕たちは全く状況を把は握あくできていない。ここがどこで、あいつらが何者なのか。どちらが善でどちらが悪か──そもそも善悪があるのかすら知らない。出て行ったところでコミュニケーションできるかも不明なんだ。危険な状況に飛び込んでいくべきじゃない」

　言葉が通じない可能性を征臣は指し摘てきした。それは、この状況に対する把握と推測が大駕と共通しているという意味でもある。

「善とか悪とかって話じゃねえ！　目の前でああいう事やられて、お前はそれでいいの
か!?」

「いいはずがないだろう！」

「……お前……」

　叫びに大駕は言葉を詰つまらせる。

　征臣がこの決断を安易に下したはずはない。助けたい、奪うばわれる命を救いたいというのは大駕には単なる倫りん理りと率そつ直ちよくな感情の問題だ。同じ事が征臣にとっては己の過去に根ざし、深く刻まれた聖痕なのだから。

「それでも……今は僕ぼくたち三人の命を最優先にするしかない。お前がここで飛び出していったら……真羽ちゃんはどうなる？」

「お前が守ってくれ！」
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「それじゃ駄だ目めだ！」

　当たり前の感情だからこそ、理性で抑えつけるのは難しい。大駕の手には棒が握られたまま。征臣の手は大駕の襟えり首くびを掴んでいる。

　それが振りほどかれる。荒あら々あらしい力任せではない。加減を心得た、信頼の手つきだった。

「安心しろ。俺だって無理はしない。あの街の全員が無理ならひとりでもふたりでも助けられるだけ助けて、ヤバいと思ったらすぐに逃げるさ。連中、馬とか持ってないみたいだし、連れん携けいも取れてねえ。俺の脚あしなら逃げられるって」

「逃げるって、どこへだ？　確かにあの連中は組織的な行動はしてないけれど、武装した人間が一〇〇人近くいるんだぞ！　いや、守る側が味方という保証はないから三〇〇人だ！　出向いたって無駄になる！」

「ンな事わかってる！　だからってあれを放っておいたら、絶対後こう悔かいする！」

　この口論こそが全く無意味な時間の浪ろう費ひだった。

「何だ、お前ら？」

　赤鎧の男がひとり、いつの間にか三人に近づいていたのだ。統制が取れていないからこそ目についた獲え物ものに飛びつく者がいる。胸甲などは金属製。上級の、恐おそらくは士官だ。

「日本語？」

　耳で聞いただけではない。征臣は相手の口くち唇びるも見て確かめた。頭の中に直接伝わったのでも自動的に翻ほん訳やくされている訳でもない。間違いなくこの男は日本語を口にしている。

　皮ひ膚ふや瞳、体毛の色も自分たちと同じ日本人に見える。髪や髭ひげの整え方も征臣たちの見慣れたもの。よく見れば鎧の下もＴシャツにデニムという当たり前の服装だ。

「その格好……あっちの人間だな？」

　大駕は即そく答とうしようとしたが、征臣は声を出ださず手の動きだけで制する。

　虐ぎやく殺さつと略奪を目にした以上、この連中を信頼するつもりはない。迂う闊かつな事を口にすれば『こちらが一いつ切さい状じよう況きようを把握していない』事を向こうに知られて不利になる。どうにかして相手から少しでも情報を引き出すべきだ。

　征臣が沈ちん黙もくしながら情報戦に挑いどんでいるのは大駕も理解している。だから、余計な口出しはせず、ただじっと反応を待った。

　しかし、その状況は数秒と続かなかった。

　男が、大駕に寄より添そう真羽に手を伸のばしたからだ。

「シャムリーでもねえのなら男はどうでもいいか。もう頭数は足りてるしな」

「きゃっ！」

　不意の行動に大駕も征臣も庇うのが遅おくれた。強引に引き寄せられた真羽が、男の左ひだり腕うでに抱き取とられる。

「いやぁあああっ！　助けて！　大駕君っ！」

「何しやがる！　離せっ！」

　大駕が手にした棒で殴なぐりかかる。男が右手で空を薙なぐ。

「なっ？」

　鈍にぶい手て応ごたえと共に振り下おろした棒が受け止められた。さっきまで素す手でだった男の手に、刀が握られていたのだ。大駕の棒はあっさり半ばから切り落とされる。

　切り口は真新しく、白い。

「ありかよ……。何だよ、あれ……」

　大駕も、言葉を飲むしかなかった。

　現出したのはただの刀ではない。形状は鍔つばや鎬しのぎの拵こしらえまで含ふくめて日本刀だが、並のそれよりも遙はるかに長大で、幅はば広ひろで、肉厚だった。刀身は人の背せ丈たけほどもある。隠かくし持もつのは不可能なサイズ。史上に実在したものではなく誇こ張ちようされた凶きよう器き。

　腕わん力りよくには自信がある大駕でも易やす々やすとは振るえそうもない異形の大た刀ちを、決して体格に恵めぐまれているとは言えない男が片手で自在に操あやつっている。

「大駕君っ！」

　絡からめ取られた真羽が藻も掻がくが、逃げられない。刀が振るわれ追いすがる大駕の鼻先を掠める。咄とつ嗟さに上体だけを引き躱かわし、もう一度飛びかかろうとする。だが、返す刀の切きっ先が右の前腕を撫なでた。

　意識ではなく、反射が大駕を飛び退のかせる。

　腕だけではない。切っ先の軌き跡せきは大きく胸を横切っていた。

　袖そでに切り口が開き、傷が露ろ出しゆつする。流血が白いユニフォームを赤く染め、痛みと熱さが混じった感覚が広がっていく。

　胴どうの方は肌はだには届いていないが、それでも真一文字の切り裂さかれた部分からアンダーシャツが覗いていた。

　あり得ぬ世界で幻まぼろしの如く現れた刀は、確かに実在して大駕の肉体を害したのだ。

「ケツまくって逃げろよ。俺は他の奴と違ってまだ人殺しが楽しいって程じゃないからな。逃げたら追わねえぜ」

　薄うすい口くち唇びるを曲げて笑いながら、男は刀を振り回まわして大駕と征臣を威い嚇かくする。

「そう言われて……はい、ありがとうございますって答えるとでも思ったかよ！」

　短くなった棒を投げ捨て、大駕はもう一度飛びかかる。しかし、男の刀は容よう赦しやがない。切っ先をかわそうとしたが避さけきれず、今度は左の太ふと股ももに傷が刻まれる。

「くぅっ！」

　痛みと、流れ出る血の熱さに大駕は呻うめく。

「だからとっとと逃げろって。運が良けりゃシャムリーじゃなくても兵隊の口くらいは見つかるから生きていけるって」

「訳わかんねえ事……言ってんじゃねえっ！」

　耳慣れぬ単語が混じった挑ちよう発はつとも哀あわれみともつかない提案は、大駕の闘とう志しをかき立てるだけだ。雄お叫たけびを上げ、再度男へと飛びかかる。その陰から、身を低く屈かがめた征臣が続く。敵が大駕に気を取られた隙すきに、タックルで足あし下もとを崩すためだ。

　だが、その大駕の足が不意に浮ういた。

「うぉあっ？」

　翼つばさが生えていた。

　いや。それはほんの一瞬の錯さつ覚かく。

　確かに大駕を浮かせたのは純白の翼だが、彼自身から生えたものではない。

　両りよう脚あしの間からいきなり出現した天てん馬まが、神話の獣けものが彼を持ち上げたのだ。

　鞍くら、鐙あぶみ、手た綱づな。必要な馬具を完かん璧ぺきに揃そろえていた。それも大駕に誂あつらえたような寸法で。

　予期せぬ──どころか想像を絶する出来事だ。乗馬の経験もない。

　それでも大駕は咄嗟にバランスを取って目の前に現れた手綱を右手一本で掴む。騎き手しゆの行こう為いに歓かん喜きしたのか。白い天馬ペガサスが高らかに嘶いななく。

　利き腕である左手には、別の重さを感じていた。

　掌の中心から滲にじみ出した感かん触しよくに導かれ、指が自然に握りしめられる。

　次の瞬しゆん間かん、長大な剣を大駕は手にしていた。

　銀色にまばゆく輝かがやく刃に、鍔や柄つかは精せい緻ちな彫ちよう刻こくで飾かざられた西洋風の拵え。幅は並だが、刃は渡わたりは二メートル近い。それでいて手に余る程の重さはない。愛用しているバットのように──いや、それ以上に手に馴な染じむ。

「馬？　天馬ペガサス？　貴様、シャムリーだったのかよっ？」

　刀の男が、反射的に宙の大駕を見上げる。

　今だ──征臣は飛び出し、腕を伸ばす。

　大駕と同じ現象が彼にも起きた。

　しかし現れたのは天馬ペガサスでも剣でもない。腕に重なる影かげとして滲み、虚こ空くうに像を結んだのは長い首から繋つながった竜ドラゴンの頭部だった。

　糸引く唾だ液えきを滴したたらせながら、黒い頭が顎あごを開く。

　思わず征臣は腕を引く。意に反して竜は止まらない。鎧の男は咄嗟に刀を返して怪かい物ぶつの首に斬りつけようとするが、鈍く光る鱗うろこが刃を滑すべらせた。広げた掌よりもふた回り大きな口が男の脇わき腹ばらに牙きばを突き立たて、噛かみ砕くだく。

　同時に、上空からの天馬ペガサスの蹄ひづめが男の頭を蹴けり抜く。

　断だん末まつ魔まの叫びさえ上げずに倒れた男には、どちらが致ち命めい傷しようだったのか。

　腹から飛び散った血が、真羽の制服を汚よごす。

　彼女は悲鳴を上げない。ただ青ざめた顔でその場に座すわりこんだだけだ。真羽の膝ひざが折れるのを待っていたかのように、絶息した男が大の字に倒れる。開かれた手から零れた刀が虚空に滲んで消しよう滅めつする。

　割れた頭ず蓋がいから脳が、裂かれた腹からは腸が、血に塗まみれて零れた。

「殺した……？　僕が……こいつを……？」

　名も知らぬ兵士の亡なき骸がらを、征臣は呆然と見下ろす。

　その傍かたわらには、人を乗せられるほどの巨きよ体たいを持つ竜が完全に実体を得て、羽根を畳たたんで寄り添っていた。否。厳密にはそれは竜ではない。蝙蝠こうもりに似た翼を有するが脚は後ろの一いつ対ついだけ。飛竜ワイバーンと呼ばれる魔ま獣じゆうだった。角を持つ頭を天に向け、甲かん高だかい鳴き声を上げる。

　それは、獣よりも鳥の声に似ていた。

「……僕が僕が僕が！　人を！　人を殺した！　この僕が！」

　がくりと膝を突き、倒れた遺い骸がいの傷口に指を伸ばす。まだ温もりを残すぬめりが、魔物の潜ひそむ沼ぬまのように征臣の手を飲みこむ。ずぶずぶと指先が沈しずんでいく。

「う……わぁあああああああっ！」

「しっかりしろ、征臣っ！」

　天馬ペガサスから飛び降りた大駕が、征臣の腕を死体から引きはがす。

「お前だけじゃねえ！　俺おれもだ！　俺たちが生きるため、真羽を守るために戦うしかなかった！　俺もお前も、こんな力があるとか知らなかっただろ！　体当たりするつもりだっただけで、手からドラゴン出るとか、あり得ねえじゃねえか！」

　震える征臣の手を握りしめる大駕の眉み間けんにも、深い苦く悩のうの谷が刻まれている。

　あの村を助けに行くと宣言した時、全く覚かく悟ごしなかった訳ではない。奪い、殺す敵の中に飛びこむのは、自らを血で汚すのを厭いとわないという事だ。しかし、事前に決意する事と事実を前にして納なつ得とくする事の間には、深く広い峡きよう谷こくが存在する。

　それでも大駕はこう言うしかなかった。

　己を許すためではなく、征臣の心を救うために。

　敵がもっと下げ劣れつで、こちらへの殺意を剥むき出しにしていたらもっと割り切りやすかった。殺されないためには、殺すしかなかったと。

　しかし相手は真羽を攫さらおうとしたが、大駕と征臣は手に掛かけず追おい払はらおうとしたのだ。殺すのは好きじゃないとはっきり口にして。

「落ち着け！　お前はあいつとは違う！　佳か織おりさんの時とは違う！　俺もお前も、守るために戦ったんだ！　何にも悪い事した訳じゃねえ！」

　理性や計算ではなく、ただ迸ほとばしる感情が禁断の名を口にさせる。

「……あ、ああ……わかってる。わかってるよ。わかってるんだ……。違うんだ……」

　その名前が、ようやく征臣の冷静さを呼よび戻もどす。

「大駕くん、征臣くんっ！」

　ようやく正気を取り戻した真羽が叫ぶ。手は、バッグから救急箱を取り出しかけたところで止まっている。

　気がつくと、白の軍勢が遠巻きに三人を取り囲んでいた。守る側の兵士たちだ。いつの間にか赤の軍勢は姿を消している。

　さっきの男とは人種が違う。肌の色や体格などはコーカソイドに近く、全員が細身だ。何よりも大きな相そう違い点てんは体毛だった。薄い青や緑など、大駕たちの知る限り自然には存在しない色ばかり。更に全員が左右色いろ違ちがいの瞳ひとみだった。

　数は三、四〇人。それぞれ手に両りよう刃ばの長剣や槍を持ち、ぐるりと三人を包囲している。

　好転したとは言い難がたい状況だった。

「あいつらと戦ってたんだから俺たちの味方……って、単純に考えちゃいけねえよな」

「それより言葉が通じるかどうかが問題だ」

　さっきの男とは言葉が通じたが、白の兵たちはその敵だ。見るからに人種も民族も違う。最悪、日本語を使う者は敵と判断される恐れもある。

「……もう嫌いや……っ！　何なの、これ！　お家に帰りたい……帰してよ！」

　耳を塞ふさぎ、目を閉じ、真羽が大駕の足元にうずくまる。

「いざとなったら真羽ちゃんを乗せて逃げろ。連中に飛び道具はない」

「お前のドラゴンの方がでかいだろ。そっちがふたり乗りの方がいい」

　征臣の小声に、大駕が答える。

「ドラゴンじゃない。いや……それはどうでもいい。僕のは本当に飛べるかどうかわからない。大駕のは実証済だ」

「恐れずともよい。ウーティシオの客人よ！」

　輪の中からひとりの男が進み出て、大駕と征臣の不安を打ち消す。赤の兵とは違う、多少イントネーションに不自然なところはあるが、紛まぎれもない日本語だった。

　年ねん齢れいは二〇代の半ばだろうか。長身なだけでなく、鍛きたえられた筋肉のせいで他の兵士よりひと回り大きく見える。鮮あざやかな濃のう紺こんの長ちよう髪はつを後ろに撫でつけ、無造作に縛しばっている。装そう飾しよくと言えるものは、両耳に光るピアスと思おぼしき小さな宝ほう珠じゆだった。

　大駕には覚えがあった。守備側の中で、最も奮戦していた男だ。革鎧はあちこちに新しい傷が刻まれている。

「自分は剣つるぎを以もつてラウフラムに奉ほうずる者で、名をフィルゲンと申す。お三さん方かたのお陰でイミズの軍は逃とう走そうした。まずはその事に御おん礼れい申し上げる」

　古めかしい言い回しの後、フィルゲンと名乗った男は剣を鞘さやに収めて深々と頭を下げた。

「……言葉、通じるみてえだな」

「仕草もまるっきり違うという訳じゃないらしい」

　ふたりの肩から力が抜ける。

「真羽、大丈夫だ。この人たちは、とりあえず味方らしいぜ」

「……本当？」

　大駕に肩を叩かれて上げた真羽の顔には、まだ不安の色が残っている。

「見たところ、お三方は異世界からこちらに来たばかりとお見受けいたしました。右も左もわからぬでしょう。差さし支つかえなければ、我らの招待をお受けいただけませぬか？　何かと知りたき事もあるでしょう」

　こちら。異世界──大駕や征臣が避けた言葉を、フィルゲンはあっさりと言葉にした。

「つまり、俺たちみたいな奴やつが何人もいるって事だな」

　大駕の耳打ちに征臣が頷うなずく。異なる世界からの来訪者が珍めずらしくないから、言葉も通じるし対応にも慣れているという事だ。さっきの士官もそのひとりか。

「やれやれ。世界を救うたったひとりの勇者様とか、そういう美お味いしい話じゃないみたいだな。どうするよ、おい。ここはいっちょ、乗ってみるしかないか？」

　敢あえて大声で笑い、大駕は征臣と真羽の肩をぽんぽんと叩いた。

　自分はエースだ。単にいちばん勝てる投手ではなく、精神的な支柱である事を求められる存在。苦境でも──苦境だからこそ、こいつがいるから大だい丈じよう夫ぶとチームに希望を与あたえられる者こそがエースと呼ばれる。

　大きな亀き裂れつを超こえてしまったが、自分たちはまだ生きている。

　だったら顔を上げて前に進まなければならない。

「そうだな……。僕も、今はそれが最良だと思う。他に手もない」

　征臣も微かすかに笑い、大駕の背中を強く叩く──血で汚れたままの手で。真羽も右手に救急箱をぶら下げたまま、無言で肯うなずいた。

「よし。わかったぜ。フィルゲンさんって言ったか。あんたの提案を受ける。いろいろと教えて貰もらいたい事もあるしな」

　分ぶん析せきや検討は征臣が得意でも、決断を下して皆みなを引っ張るのは大駕の役割だ。

「おお、かたじけない」

「で、まず最初に訊たずねたいんだけどさ。これ、どうすりゃいいんだ？」

　苦く笑しようしながら大駕が親指で差したのは、ずっと三人の側に控ひかえている天馬ペガサスと飛竜ワイバーン、そして左手に握ったままの剣だった。

　落ち着いて改めて観察すると、ゲームや漫画で目にした事がある天馬ペガサスそのものだ。純白の毛並みには一点の曇くもりもなく、首を撫でてやると嬉うれしそうに鼻を鳴らすのは、普ふ通つうの馬と変わらない。同時に、天馬ペガサス自身が感じている心ここ地ちよさが大駕にも伝わってくる。

　やはりこれは自分と一心同体の存在らしい。

「なるほど。初めてでは消し方もわかりませぬか。シャムリーの〈武具〉は出すのも消すのも念じればよいはずです」

「シャムリー？　武器なのか？　この馬が？」

「武器ではなく〈武具〉です」

　未知の言葉に大駕は首を傾かしげた。剣はまだしも、天馬ペガサスや飛竜ワイバーンには〈武器〉や武具という呼び方は似つかわしくない。

「待て、大駕。まず僕がやってみる」

　自分の飛竜ワイバーンを振ふり返かえった征臣の眉間に浅い皺しわが寄る。同時に、確かにそこに存在していた怪物が風景にオーバーラップするように消えて──再び現れた。

「その人の言っている事は確かみたいだ。信じていい」

　征臣はやはり慎しん重ちようだ。事あれば天馬ペガサスと飛竜ワイバーンは自分たちの重要な戦力となる。それを一度に消失させ再び発現出来ない愚ぐを犯おかさぬために、まず自分ひとりで試ためしてみたのだ。

「……そうだな。それでこそお前だよ」

　微び笑しようを浮かべ、大駕も己の天馬ペガサスに意識を集中する。

　順番にひとつずつ消そうとしたのだが、剣も同時に消失した。

　エースが揺ゆるぎない自信でチームを導く旗手ならば、キャッチャーは守備位置が示す通りの要だ。ただひとり仲間とは逆の方向を向き、全体を俯ふ瞰かんする能力が必要になる。

　人を殺してしまったのだ。即そく座ざに──完全に立ち直る事などあり得ない。それは大駕自身も同じだ。それでも自分が見落としかけていたポイントを征臣が冷静に突いたのは、ささやかな安心材料だった。

　自分たちは最高のバッテリーだ。力を合わせれば、この苦境だって乗り越えられる。

　この時の大駕は、そう信じていた。







第二章　　神話のない怪物







　ラウフラムというのは首都である小さな城塞都市の名であり、同時に現在はそれがこの「国」の全すべてである。かつては都市を中心にして三重の同心円を描えがく形で防壁を巡めぐらせて周囲の村々を守っていたのだが、隣りん国ごくの侵しん略りやくによって国土を蹂じゆう躙りんされ、今は首都城塞に撤てつ退たいする事で何とか守っている──フィルゲンが三人にしてくれた説明はこれだけだった。

　三人が目覚めた廃屋も、戦で破壊されたラウフラム領の村落の跡あと地ちである。

「後は我が主にお訊ねください」と告げて彼は三人を城塞の奥おく、会見の間へと案内した。名前の印象に反し、五メートル四方ほどの小部屋だ。古めかしく装そう飾しよく的てきなデザインの椅い子すとテーブルが用意されていた。そして木の盆ぼんに盛られた菓か子しと、陶とう器きのカップに入った茶の類たぐいと思しき温かい液体が人数分。

「ここの人たちって、みんなピアスしてるんだね」

　真ま羽うはドアを振り返る。扉とびらの外には、フィルゲンともうひとりの兵士が控えているはず。声が抑おさえ気ぎ味みなのは、彼らに聞かれたくないからだ。

　最初に三人を取り囲んだ兵士たち、そして砦に入ってから見かけた者。全員の共通点は左右の瞳が色違いである事と、両の耳じ朶だに小さな宝珠を付けている事だった。加えて、青や緑、紫むらさきなど真羽の常識には無い彩いろどりの体毛。

「習慣か何かなのかな？」

　答える大たい駕がの腕と足には、包帯が巻かれている。野球部のマネージャーとして救急箱を持ち歩いていたのが思いがけず役に立った。

「ピアスじゃなくて、身体の一部かも知れない。左右の色がそれぞれ瞳と同じで、表面の質感も鉱物って感じじゃなかった」

　彼かの女じよが指摘した事に、征まさ臣おみはとっくに気づいていた。

　髪かみや目だけではない。異世界──結局こう言うしかない──の人間は自分たちと全く同じ生物ではなく、見た目が似ているだけで生理機能その他は異なる可能性がある。大駕の怪我を目にしたフィルゲンが治ち療りようを申し出た際に、征臣が断った理由のひとつがそれだ。

　目の前の菓子は干果や木の実を入れたクッキーに見えるが、茶の方は緑茶とも紅茶とも違う奇き妙みような香かおりを立てていた。強しいて近い匂においを探せば生しよう姜がだ。

「ここに来る途と中ちゆう、階段を上る時に感じなかったか？」

　征臣は声を絞しぼらない。自分が勘かんづいた程度の事実は、自分たちと同じ世界から来た者と戦っているこちらの人間ならとっくに認にん識しきしているだろうから。

「そういや少し身体が軽かったような気がしたな」

　必要以上に弾はずむような感じがして、いつもと同じ調子ではなく押さえつけるように歩かなければならなかった。大駕は未知の事象と出会った興奮のせいだと思っていたが。

「正確な数値はわからないけど重力なんかが違うんだろう。大駕があの……あの男の剣を受けた木の棒があっさり切れたのも、密度の差が原因かも知れない」

「征臣、大丈夫か？」

　意図せずとも手にかけてしまった相手の記き憶おくが、征臣の口調を微かに濁にごらせた。いつのまにか、開いた右手をじっと見つめてしまっている。

　血の汚れはない。砦に入った後で水を貰って洗い流した。

　だが、完全に清められた訳ではない。記憶は容易には洗せん浄じようできないのだから。

「ああ……大丈夫だ。まず考えなければならない問題がある。その方が気が楽だ」

　その右手で目元を軽く押さえた後、ポケットにねじ込む。

「頭使うのはお前の領分だけど、無理はすんなよ。煮に詰つまった時は素す直なおに休め」

「そうだよ、征臣君。大駕君だっているんだし……わたしじゃ頼たよりないだろうけど」

「ありがとう」

　苦笑しながら、征臣は眉まゆの上の汗あせを拭ぬぐった。

「ま、くよくよ悩なやんだって始まらねえさ。俺たちは知らない場所に飛ばされた。そこでは何だか戦争やってるみたいだ──今のところわかってんのはこれだけだからな。とりあえずはこの国の連中から事情を聞いて、今後の事を考える。それだけだ」

　大駕が、盆の菓子をつまんで口中に放りこむ。

「お、おい！　口にしない方がいい！」

「わざわざ招いといて毒って事はねえだろ？　それに言葉だって通じてるんだから、俺たちみたいな人間をもてなすのも慣れてるはずだ。疑ってたらキリがねえって。うん、普通に小麦粉焼いてんのかな？」

　大駕には大駕なりの合理的判断がある。仮に征臣が言う通り異なる生物だとしても、彼らにとってこれが初めての接せつ触しよくではないのだ。それに、出されたものを食べるのは、こちらが相手を信しん頼らいしているというサインにもなる。

「美味しい……」

　真羽もカップに口を付ける。ほのかな甘あまみと、やはり生姜に似た微かな刺し激げきが温ぬくもりとともに舌の上に広がっていく。

　ひとり征臣だけが、手を出そうとしない。

「あ、あの……お待たせいたしました」

　若い女性が部屋に入ってきた。

「防壁再建の指示を先に済ませなきゃいけなかったんです。あ、駄目ですね、わたしったら。お客様に言い訳しちゃって……」

　三人より少し年上で、すらりとした体型に穏おだやかな顔立ち。腰こしまで届く髪も左右の瞳も、黒い。日本人だ。ただし服装だけは化学繊せん維いやファスナーなどが使用されていない、ゆったりとした「こちら風」のものだった。

「わたし、齊いつき彩あや芽めと言います。えっと……皆さんと同じ日本人っていうか、ウーティシオの人間で、このガルムガクスに来ちゃったっていうか、迷ったっていうか……」

　辛かろうじて聞き取れるくらいの小さな声で、彩芽はつかえつかえ喋しやべる。判明したのは彼女の名と、この世界がガルムガクス、元の世界をウーティシオと呼ぶらしいという事だけだ。一国の主という立場から予想したイメージとの隔へだたりに、三人は顔を見合わせる。

　まるで生徒を前にして初めての挨あい拶さつでパニックを起こしかけている、あがり症しようの教育実習生だ。

「あんたが、この国のリーダーなのか？」

「は、はい。その……前はガルムガクスの人の王様がいたんです。わたしはシャムリーとしてそれに仕えていて……。けど、その方が半年前に戦死してしまって……仕方なくわたしが代わりにみんなをまとめてイミズと戦ってるんです。あ、先にお礼言わなくちゃいけなかったですね。ありがとうございます。知らないシャムリーがふたり現れたのを見て、イミズ軍が浮き足あしだったところをフィルゲンさんが頑がん張ばってくれて、撃げき退たいしたんです」

　彩芽の頼りなさが状じよう況きように似つかわしくなくて真羽はむしろ安あん堵どしたが、たどたどしく要領を得ない説明に大駕は頭を掻かく。

「そのイミズってのが赤い鎧の軍隊だとして、シャムリーとかってのは何なんだ？」

「あっちの世界──ウーティシオから来訪した人間のうち、天馬ペガサスや刀などを出現させる能力を持っている者。そうですね？」

　大駕の疑問に答えたのは、彩芽ではなく征臣だった。

「は、はい。そうです。あ、でも、ウーティシオから来た人が全部シャムリーじゃないんです。何か戦うための力──〈武具〉って言われてますけど、それを出せる人がいて、そういう人を特別にシャムリーって言うんです」

　つまり大駕と正臣はシャムリーだが、真羽は違ちがうという事だ。

　少なくとも現時点において。

「ひとつ訊きいていいか？　あんたもシャムリーって事は〈武具〉を出せるって事だよな？　しかも国のまとめ役だ。だったら、何でさっきの戦いの時にはいなかったんだ？」

「大駕君！」

　真まっ直すぐすぎる質問に、真羽が慌あわてて大駕の肩を押さえた。今は何の事情もわからず、ここに身を寄せている状態だ。相手の不興を買うような行為は避けたいというのが、彼女の率そつ直ちよくな気持ちだ。

「最初にこれをはっきりさせないとな。人の善意はありがたく受けたいけどよ。征臣だって気になるだろ？」

「え、えっと……その……」

　大駕の問いかけに泣きそうな顔になる彩芽を、征臣は無言で冷静に見つめている。

「わたしの〈武具〉は特別で……。ちょっと待ってください。今、出しますから」

　その言葉に、同時にふたりが反応した。

　征臣は立ち上がって真羽を庇かばうように腕うでを広げ、大駕は振り回して武器にすべく椅子に手を掛ける。狭せまい室内だ。飛竜ワイバーンや天馬ペガサスを出現させるだけの空間はないし、剣も長すぎて不利になる。そのためにこの部屋に誘さそいこんだのか。

「ま、待ってくださいっ！　待ってって言いましたよね？　わたしのは特別っていうのも！　怖こわくないんです！　怖くありませんからっ！」

　彩芽があたふたと両りよう腕うでを振り回した後、右の手だけをテーブルの上に差し伸べる。

　ポン、ポポポンっ！

　軽い破は裂れつ音おんが続き、四体の小さな縫ぬいぐるみが卓たく上じように出現した。二頭身に擬ぎ人じん化かされた軍服姿の虎とら、兎うさぎ、狐きつね、熊くま──ただしどれも顔が普通ではない。きちんと造形されているのはそれぞれ扇おうぎ形がたになった四分の一だけで、残りはただの黒い塊かたまりだ。

『僕たちが彼女の〈武具〉だよ』

　かわいらしい声で兎が告げる。

「はぁ……？」

「……かわいい……」

　予想外のモノに、男ふたりが変な声を上げた。ひとり違う反応をしたのは真羽だ。

　確かに出現の仕方は大駕の天馬ペガサスや征臣の飛竜ワイバーンと同じだった。しかし、片手でつかめる程度のぬいぐるみ人形が「戦う力」だとは思えない。

『普通シャムリーの〈武具〉ってのは文字通りの武器なんだよ。剣けんとか、銃じゆうとかな。まあ俺たちみたいなのは珍しいんだぜ』

『報告は受けている。君たちのも天馬ペガサスや飛竜ワイバーンという生き物の形をしてるんだろう？　私たちもそれと同じようなものだと考えてくれたまえ』

　威い勢せいがいいのは虎。気取った態度は狐だ。

　珍しいというのは、自立して喋るだけではない。通常〈武具〉はひとりにひとつであり、このように複数に分かれたものがワンセットになっているのも例外的だと狐は付け加えた。

「じゃあ俺はどうなるんだ？　天馬ペガサスと剣、ふたつ持ってるぞ」

「それもセットっていう事なんだろう。消す時もひとつずつは無理だったんだろ？」

　大駕の疑問に答えたのは、縫いぐるみではなく征臣だ。

『彩芽嬢じようちゃんは本を沢たく山さん読んでいての。知識はたっぷり蓄たくわえとるんじゃが、それを意識的に考えに出すのが苦手なんじゃ。そこでわしらが代わりを務めるって訳じゃな』

　最後に、温おん厚こうで頼りがいがありそうな熊が説明する。

『僕たちは彼女の無意識から生まれたんだ。みんなで相談して作戦とかを考えるの』

『つまり、私たちはこの国の〈参謀本部ヘツドクオーター〉という訳だね』

　きょとんとしている大駕と真羽の隣となりで、征臣だけが苦笑した。「頭四分の一ヘツドクオーター」という駄だ洒落じやれをすぐ理解したのは彼かれだけなのだ。

「あ、あの……触さわってみても、いいですか？」

　そっと伸ばした真羽の指先が兎の耳に触ふれ、それから掌てのひらが全体を撫でる。ふわふわ柔やわらかい感触は普通の縫いぐるみと変わらない。
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「なるほど。これじゃ前線で戦うって訳にはいかないな。納得した」

『こらっ！　いきなり掴つかむな！　下ろしやがれっ！』

　大駕に持ち上げられた虎は短い手足をばたばた振り回す。力の方も見た目相応だ。触り心ごこ地ちも縫いぐるみそのもの。片手で掴めば何の抵てい抗こうもできないレベル。これでは実際に戦せん闘とうするのは無理だ。

『シャムリーの〈武具〉というのは目に見え、触れられる形を取る。例えば切れ味鋭するどい刀が発現する事はあっても、触れただけで対象を切断する能力にはならない』

　一方、征臣が手にした狐は落おち着つき払った様子で説明を続けている。

　ひとりにひとつ、あるいは一組。発動後に変へん更こうされる事はない。

　必ず戦いに役立つ能力であり、目に見える実体を有する。

　そして、ガルムガクスに来て即座に発現するとは限らない。

　狐はシャムリー能力に関して判明している原則を説明した。例えば彩芽の〈参謀本部ヘツドクオーター〉もこちらの世界に来てから十日ほどしてから現れたのだという。

『ガルムガクスは現在、大小様々な国が覇はを競きそう戦乱の最中にある』

　兎は、更さらに世界全体の現状について語った。

　辺境の小国であるラウフラムは比ひ較かく的てき平へい穏おんだったが、それでも周囲から身を守らねばならない。偶ぐう然ぜんこの地に降り立った彩芽は〈参謀本部ヘツドクオーター〉の力を用い、防ぼう塞さいの設計や治水の改良などで王を助け、国を守ってきたのである。

「つまり君たちは、いろんな計画を考えたり、記憶の底にある知識を思い出したり、第三者的な意見を参照し合うという能力が、具体的な形となって現れたものという訳か」

『その通り。なかなか飲みこみが早いね。もっとも君たちもそうだろうが、シャムリーになるかならないかを含ふくめ、自らの能力を選ぶ事はできない。自身の本質、願望、あるいは無意識──そういうものが形となって現れるんじゃないかとは言われているがね』

「……本質か」

　そこまで解説するのを聞き、征臣は狐を静かに卓上に戻す。

「本質ねぇ。じゃあ、俺が天馬ペガサスで征臣が竜って訳か。よくわかんねえけど」

「竜じゃない。飛竜ワイバーンだよ」

「その手の細かい違いって、俺はよくわかんねえんだよなぁ。で、齊さんでも縫いぐるみの皆さんでもいいけどよ」

　頭によじ上った虎が短い手でぽかぽか殴り続けるに任せ、大駕は訊ねる。

「シャムリーってのがどういうものなのかは一応わかった。後はガルムガクスって言ったか？　この世界がそもそも何なのか。この国の現状と、イミズ軍とかって連中についても、ひと通り教えてもらえないかな？」

「あ、はい。ご、ごめんなさい。そっちが先でしたね。わたしったら……」

『その事を説明するのなら、ここよりは執しつ務む室しつの方がいいじゃろう』

　卓上の熊がぴょんと跳はねたのを、彩芽が受け止める。兎と狐もそれぞれ肩かたや腕にしがみつくが、虎だけは大駕の頭に乗っかったままだ。

　彩芽と、彼女に寄り添そうフィルゲンに導かれ、三人は石造りの廊ろう下かを進んでいく。

「この世界──ガルムガクスが何なのかって言われてもよくわからないんです。漫まん画がとかにあるような異世界としか……。わたしも二年前に迷いこんで、フィルゲンさんたちに助けられてこの国に身を寄せただけで……」

『見ての通り、文明の水準は概おおむね中世後期のヨーロッパ程度と考えて差し支えない。細かいところはずいぶん違うし、物理定数も異なるようだ。まあ精密な測定をしていないから数値の差まではわからないし、社会体制についても全容を把は握あくしてる訳じゃない』

　肩に乗った狐が彩芽の言葉を補う。

　四〇〇年ほど昔、ガルムガクスは群ぐん雄ゆう割かつ拠きよする戦乱の極きわみにあったという。そこへウーティシオから最初のシャムリーが現れ、武勇によって世を平定したと歴史には残っている。

　統一を果たしたシャムリーは、自ら王とはならなかった。ただ彼が最初に現れた国である東方の大国メルクアルラムが盟主となり、ガルムガクスにある全ての国々は同どう胞ほうとして和すよう定めたのだ。

「ラウフラムにメルクアルラム……ラム、というのが国って意味かな」

　征臣が確かく認にんするようにつぶやく。

「これが、最初のシャムリー──〈統一者〉の肖しよう像ぞうです。多分、見るとびっくりすると思うんですけど……」

　彩芽が案内した場所は教室ほどの部屋だった。中央には精緻な彫刻が施ほどこされた長いテーブルと数脚きやくの椅子。左右の壁かべには古くて分厚い書物をぎっしりと収めた棚たな。そして正面にはふたつの額が飾られていた。

「これが〈統一者〉？」

　大駕が目を丸くする。

　右側──ほぼ等身大の肖像に描かれているのは、質素な和服で髷まげを結ゆい、腰に大小を下げた武士の姿だったからだ。西洋風の緻ち密みつで写実的な画風で描かれた侍さむらいというのは、それだけでどこか奇妙な印象だった。年齢は二〇歳さいをいくらも超えていないだろう。

　その隣は龍に騎き乗じようして空を行く同じ侍の姿だ。征臣の飛竜ワイバーンとは違う。細長い蛇じや体たいで翼つばさはなく、長い髭ひげと豊かな鬣たてがみを持った東洋風の龍だった。

「普通〈武具〉は剣とか槍やりとか、そういうわかりやすい武器なんです。わたしみたいな変わり種もいますけど、お話に出てくるような飛竜ワイバーンとか天馬ペガサスっていうのは本当に珍しいんです。ですからおふたりの話をフィルゲンさんから聞いた時、〈統一者〉の再来かもなんて思っちゃいました」

　自分が知っているのはあくまでラウフラム近きん隣りんの現状だけで、遠い地には怪物や幻げん獣じゆうを操あやつるシャムリーがいるのかも知れないけれど──彩芽が付け加える。

「なるほど。侍さむらいが訛なまってシャムリーという訳か。時間の流れが同じと仮定すると、徳川時代初期の人間という事になるか……」

　ひとり納得し、征臣が頷く。

　恐おそらくはウーティシオというのも〈統一者〉が口にした「現うつし世よ」が変化したのだろうと推測する。異世界の存在を前提にしているのでもない限り、世界を呼び分ける固有名詞などあるはずもないからだ。ガルムガクスというのも何か由来があるのかも知れないが、すぐには思い当たらなかった。

『長い歴史の中で幾いく度どか盟約は破られ、ガルムガクス全体が再度の戦火に包まれそうになった。しかしその度に新たなシャムリーが来訪し、武ぶ威いによって勝利とその後の平和をもたらしてきたそうじゃ』

『後のシャムリーもみんな日本人だったらしい。そのせいもあって、ガルムガクスでは日本語が基き礎そ教養のひとつになっているという訳だね』

　必要な時に現れてくれる英えい雄ゆうと円えん滑かつなコミュニケーションを取るには、相手にガルムガクスの言葉を覚えてもらうより、為い政せい者しやや軍人が日本語を習得しておいた方が早くて確実だ。また国や地域ごとに異なる固有の言語とは別に、どこに起源を持つのでもない日本語を「国際的共通語」にするのは公平でもある。

「技術文明のレベルは中世並みでも、ずいぶん合理的な思考法なんだな」

　征臣は素直に感心した。

　シャムリーの影えい響きようは言葉だけではなく、価値観や道徳にも及およんでいるのだろう。フィルゲンの態度の端はし々ばしには〈統一者〉の名残なごりと思しきものが窺うかがえる。

「ちょっと待てよ。それまでシャムリーってのは戦争が起きた時とかに、ひとりずつ現れてたんだろ？　でも今は違う。俺たちは三人一いつ緒しよだし、あんたもいる。イミズ軍とかいう連中もいる。これはどういう事だ？」

『原因や理由は──ううん、何か理由があるのかどうかさえわからないよ。ただはっきりしているのは五、六年くらい前からいきなり何百人もの人間が次々にウーティシオから来ているって事。シャムリーも、そうでないのも引っくるめて』

　大駕に答える兎の声は怯おびえていた。

　シャムリーは何者かが召しよう喚かんするのではない。まるでそれが自然の摂せつ理りであるかのように、必要な時に現れる。それがガルムガクスにおけるこれまでの常識だった。しかし、これまで何の根こん拠きよもなく法則だと思っていたものは、理由も前まえ触ぶれも示さずに崩くずれた。

　それこそが、現在の戦乱の原因。

　元々国々の間に緊きん張ちようや小こ競ぜり合あいは存在していたが、そこにシャムリーが降臨したのだ。これまでなら唯ゆい一いつのシャムリーが中心となって争いは治められていたのだが、複数のウーティシオ人の出現は混乱と不和を加速した。

　シャムリーを自国に迎むかえ入いれ、正当性の証あかしとした国があった。別のシャムリーを立ててそれに対たい抗こうした国もあった。自らの力に物を言わせて国を奪うばったシャムリーもいる。

　彩芽にしてもガルムガクスの状況を完全に把握している訳ではない。辺境のラウフラムから離はなれた大陸中央部での勢力争いがどのようになっているのか、探さぐる手段も余よ裕ゆうもないのが現状だ。

「あの……」

　それまで黙だまって聞いていた真羽が、厳しい教師に質問するようにおずおずと挙手した。

「それで……ガルムガクスからウーティシオへ……元の世界へ帰る方法は？」

「可能性はあります」

　彩芽の言葉に、それまで不安に曇っていた真羽の表情が一気に晴れる。

「最初のシャムリー──〈統一者〉は年老いてから、元の世界に帰ったっていう説があります。確実なものじゃありませんけど」

「それだけ、ですか？」

「はい。戻ったかも知れない例が、ひとつだけですけどあるんですよ」

　彩芽の回答は、むしろ真羽を落らく胆たんさせた。四〇〇年も前に一例だけ。しかもそれが事実だったという確証さえない。むしろ現状では帰り道がない事を補強しているようなものだ。

「わたしも、自分なりに調べたんです。古い文ぶん献けんとか、他に迷いこんで来た人から話を訊いたり。でも、何の手がかりも見つからなくて……」

　何者かが呼び寄せたのであれば、その者に帰き還かんの術を訊ねる事もできるだろう。だが、シャムリーの出現には人の意志が介かい在ざいしていない。

「……そんな……」

　蒼そう白はくな顔で、真羽は膝ひざを突つく。その肩に、大駕がそっと手を乗せる。

「なぁに。何とかなるって。俺がついてる。それに征臣だっているんだ。きっと帰れるさ。な、そうだろ？」

「最大限の努力はする。だけど、保証はできない」

　問われた征臣の言葉は、いつも通り冷れい淡たんだ。

「こういう時は、とりあえず元気づけるような事を何か言うもんだろ？」

「帰るための手がかりは何もないんだ。まずはここで生きていく事を考えよう」

「そりゃまあ、俺も同感だけどよ」

　彩芽が答える前から、予想していた結論だった。帰き還かん者しやの前例があるなら、それはガルムガクスの事を知っている人間が「あちらの世界」に現れるという事だ。征臣が知る限り、そういう事実はない。

「それならこの国に留とどまってくれませんか？　いえ。留まってください。お願いしますっ！　はっきり言っちゃいますけど、おふたりの力をお借りしたいんです。この国を守る手助けをしてください！」

　当面の敵はイミズ軍だが、危難はひとつだけではない。他にも覇は業ぎようを目もく論ろむ国はあるし、どこの国にも属ぞくさないはぐれシャムリーの野盗も存在する。

　食事などの面めん倒どうは見るし、この世界について必要な情報も教える。当面行動の束そく縛ばくもしない。ずっとラウフラムの一員として戦うかどうかの結論はまだ出ださなくていい──彩芽の提案は、破格とも言える好条件だった。

「だっておふたりの〈武具〉はどっちも飛べるんですよね？　だったら、無理に引き留めようとしても無意味ですし……。シャムリーが本気で戦ったら、うちの兵隊じゃ食い止められないでしょうし……。実力で拘こう束そくとかできないんですから、全部正直に話して、お願いした方がいいと思って……」

　縫いぐるみ任せにせず、自分の口で話すのも彩芽の誠意の現れだ。傍かたわらのフィルゲンが、僅わずかに羞しゆう恥ちの表情を浮うかべる。

「わかったぜ！」「考えさせてください」

　ふたりの声は、重ならない。

「お前なぁ。いろいろ教えてもらったし、メシも出る。他に当てもない。だったら当面はこの国に手ぇ貸す一択たくだろ？」

「現状、ここに身を寄せるのが一番安全だというのは、僕ぼくも同じ考えだ。だけど戦力として期待されている以上、安やす請うけ合いはできない」

「俺たちに戦える力があるっていうなら、やるべきだろ！　俺はイミズ軍って連中のやり方は気に入らねえ。真羽を連れ去ろうとしたり、赤あかん坊ぼうを殺したり──」

「殺すというのなら僕たちも──僕も、殺した」

　征臣は、己おのれの右手を見つめる。

「あれは仕方ないだろ！　自分たちの身を守るためだ！　子供を放ほうり捨てたりするような……そんなのとは違うんだ！」

　征臣の両りよう肩かたを分厚い掌で掴み、激しく揺さぶる。

「割り切れとは言わねえよ。そう簡単に忘れられる事じゃない。だけど、どっかで線を引かないと、自分が死ぬ事になるぞ！　今日明日に帰る方法がない以上はな！　この世界で生きる事を考えるって言ったのはお前だぞ！」

「わかってる……。離してくれ。少し……痛い」

「え？　ああ……すまなかった」

　手を離して、大駕が一歩後ずさる。

「僕も、完全に拒きよ否ひするという事じゃない。大駕がそう言うなら、従おう」

「じゃあ決まりだ。当面この国に世話になる。もちろん受けた恩は返す。俺にできる事があるのなら引き受ける」

　大駕が征臣と肩を組むのを見て、真羽はほっと胸を撫なで下おろした。彩芽が目に涙なみだを浮かべて何度も何度もお辞じ儀ぎする。

「まずイミズというのがどういう連中か教えてもらえますか？　戦力とか、目的とか」

　一時的にでもラウフラムに協力すると決めた以上、まず知らねばならないのはその事だ。いや。自分たちにその意志がなくても、敵兵をひとり殺してしまった以上、向こうから既すでに敵と見なされている危険性も考こう慮りよしなければならない。

「それは自分が。奴ら……イミズとのつき合いは、彩芽様より長いが故ゆえ」

　半歩進み出て、フィルゲンは重々しい口調で語り始めた。

　三年ほど前、ラウフラムの隣国で激しい内乱が繰くり広ひろげられていた。元々の統治者であるガルムガクス人の王を殺して国を奪ったシャムリーと、新たに降臨してその座を奪おうというもうひとりのシャムリーが争あらそっていたのである。

　そこへ更にシャムリーが現れた。

　その男こそが射い水みず元もと保やす。

「イミズって……射水元保だったのか？」

「知ってんのか？」

「総合格かく闘とう技ぎの新人で、将来を嘱しよく望ぼうされていたのに理由もわからないまま失しつ踪そうした選手が確かそんな名前だった。時期も三年前で一いつ致ちする。僕も詳くわしい訳じゃないが」

「確か本人もそんな風に言ってました。わたし、一度しか会った事ないんですけど」

　征臣の記憶を、彩芽の言葉が裏打ちする。

　射水は圧あつ倒とう的てきな力で争うふたりのシャムリーを打うち倒たおし、その地を治めた。特に国号を定めなかったため自然とイミズ、あるいはイミズラムが国の名として通用している。

「自分は射水殿どの──射水とは何度か顔を合わせております」

　フィルゲンは、口にした呼こ称しようをわざわざ改めた。

「シャムリー同士の権力争いで無む辜この民たみが傷つくのが許せなかったと言っていました。自分がガルムガクスに来たのを運命と考え、民草が幸せに暮らせる国を作りたいとも」

　事実、当初の射水はその言葉通りの政治を行っていた。

　力に任せただ暴れるだけしかなかったシャムリー。あるいはこちらの世界に溶とけこめず、かといって我が欲よくを押おし通とおすだけの力も持たない非シャムリーのウーティシオ人──そんな連中を積極的に迎え入れる事で無む秩ちつ序じよな暴挙を抑えたのである。ラウフラム王も協力要よう請せいを聞き入れ、国土を立て直すまでの間、食料を提供したりもしていたのだと言う。

「これをご覧ください。最近のものではありませぬが」

　フィルゲンがテーブルの上に広げた地図の内容を確かめるよりもまず、征臣は端はしに触れてみた。やや厚く表面は滑なめらかで、手て触ざわりはレンズを拭ふくドスキンに似ている。植物を漉すいた紙ではなく、動物の皮を薄うすく鞣なめしたものだ。現物に触れるのは初めてだが、恐らく羊皮紙というものだろう。

　地図と言っても、大駕たちが見慣れた正確な測量と衛星写真に基もとづいたものではない。等高線もなく、地形の高低も大おお雑ざつ把ぱに山形の記号で峰みねの並びが描かれているような代しろ物もの。歴史の教科書に小さく載のっている古地図のレベルだ。描かれているのは大陸か大きな島か、規模はわからないが一個の陸地だ。海岸線が全て描かれているのではなく、上と左は画面一いつ杯ぱいに広がって途と切ぎれている。

「これが我わが国くにです」

　フィルゲンが指差したのは地図の中央。内陸部で三方を山々に囲まれた小さな国だ。東西の幅はばは狭く、南北はその三倍ほどもある。

　記されている地名は全てガルムガクス独自の文字だ。地図の上をとことこ歩きながら、〈参謀本部ヘツドクオーター〉の四匹ひきが説明する。

『東西は険しい山脈で、北はそれよりはなだらかな山で細い峠とうげ道みちで隣国と繋つながっとる。唯一開けている南方は、イミズと接しておるんじゃ。元々こういう土と地ち柄がらじゃからな。ラウフラムは代々周囲を攻せめて広がるより、山の守りを活いかして籠こもって自国を守る事を是これとしてきたんじゃ』

『最初の頃ころのイミズはちっちぇえ国でよ。ラウフラムの半分くらいしかなかったって話だぜ。それが建国してから一年後──今から二年くらい前に南の平原の方に手を伸のばして、どんどんあっちの国を滅ほろぼしたって話だ』

『虎が言っているのは不正確な噂うわさ話ばなしでしかないがね。何しろ南方の動向はイミズ越ごしにしか伝わってこないからさ。相手から仕し掛かけられてやむなく受けて立ち、勝利して相手を併へい合ごうしたという情報もある』

『平原の向こうも沢山国があるよ。ラウフラムと同じくらいの小さい国もあるし、もっと広くて国力も高いところもあるんだって。どこも戦争やってるのは同じだけどね……』

「その後のイミズは戦争を繰り返し、とうとう我がラウフラムへも執しつ拗ように攻こう撃げきを仕掛けてくるようになったのです。我が国に近い場所に本ほん陣じんを立てて兵力を集め、イミズ自身もそちらに移っているとか」

　苦いものを吐はくような表情でフィルゲンが告げた。

　今日の襲しゆう撃げきは、敵軍のごく一部による威い力りよく偵てい察さつを兼かねた略りやく奪だつでしかない。

　主力は本国や他の国境に残している、ラウフラム攻こう略りやくに差し向けているだけでも二〇〇〇人近い兵力だという。

「何か心変わりするような事があったんだろうな。最初はいい奴やつだったんだろ？」

　大駕が首を傾かしげる。単に野心で領土を広げようというのなら、山に囲まれて袋ふくろ小こう路じになっているラウフラムを真っ先に攻め落とすはずだ。戦力としても特に恐れるほどのものはない。何より他の国と交戦中に後背から突かれる危険を無くせるのだから。

「彩芽さん、これの縮尺は？」

『残念ながら、正確なところは不明だよ。こちらの世界は測量技術が未熟だし、空からの観測もできないからね』

『でもまあラウフラムの東から西の端まで人の脚で三、四日ってトコだからな。ここに描かれている分だけでも結構な広さだぜ』

　狐の言葉に、虎が補足する。

　見ると、ラウフラムの小ささが実感できる。それでも本州の半分くらいの面積はあるのだろうが、地図全体で占しめる割合は四〇分の一ほどもない。

「不正確な情報ですが、現在のイミズはこのあたりまで進出していると言われています。ただ攻め滅ぼし、食料を奪い、人を攫さらう事はあっても統治している訳ではないので、勢力下に納めているという言い方はできませんが」

　フィルゲンの指が地図上で円を描く。元々の領地を最外縁えんに含み、面積は四倍以上になっている。ラウフラムに比べれば圧倒的な差だ。

「滅ぼすだけ？　何だよ、それ？　どういう理由で？」

「詳しい事はわかりかねます。乱心したとしか思えません」

「その射水元保という男がどういう〈武具〉を使うか教えてほしい」

「自分も一、二度ちらりと目もく撃げきしただけです。詳しい事は存じません」

　征臣の質問にも、やはりフィルゲンが答えた。自国を統一するために戦っている最中はラウフラムは積極的な干かん渉しようは控えていたし、戦争を仕掛けてきてからは本人はほとんど前線に現れないからだ。

「剣などでなく、お二方のような生き物でもありません。ウーティシオの……戦車と言いましたか。鉄張りで武装した車があの男の〈武具〉のようです」

「戦車だぁ？」

　大駕が驚おどろきの声を上げる。

「剣とか馬とかじゃなくて、そういうモンもあるのかよ？」

「金属製の人工物という点では日本刀と一緒だし、乗り物と考えれば僕たちのと同じだ。あり得ない話じゃないだろう。齊さん、具体的な型とかはわかりませんか？」

　征臣の質問に、彩芽は首を振る。

「ごめんなさい。わたし、直に見た事はないんです。話に聞いただけで」

『もし見てたなら、少しでも彩芽ちゃんの記憶に残っていれば、その情報を僕たちが引き出せるはずなんだけどね』

　残念そうに項うな垂だれたのは兎だ。

「しっかし戦車か……。かなりの強敵だよな。どうやって勝つ？」

　腕を組む大駕の口元には、微かすかな笑えみが浮かんでいた。

　勝てそうにない、ではない。どうしたら勝てる、でもない。

　どうやって勝つ──これが自らに課した命題だ。

　油断しているつもりはない。ただ目の前に困難が現れると怖おじ気けづいたり怯ひるんだりするより、胸の芯しんが熱く脈打つような興奮を抑えられない。

「本当の戦車だったら、かなりの難敵だな。近代的なＭＢＴ──主力戦車だとしたら剣や槍で向かっていくのは自殺行こう為いだ」

　口元を両手で覆おおったまま、征臣が呟つぶやく。

「お前のドラゴン。あれ、火とか出せないのか？　それなら戦車とでも戦えそうだ」

　神話や伝説に詳しい訳ではないが、竜といえば口から火を吐くというイメージはある。

「無理だね。そもそもドラゴンじゃないし」

「残念だな。俺おれのは結局のところ飛べるだけの馬だし」

　消去と発現を繰り返す過程で、己の〈武具〉が持つ能力は実感として把握できる。征臣の飛竜ワイバーンで武器となるのは牙きばと爪つめ、そして尾おの先せん端たんにある毒の棘とげだけだ。

　彩芽の話によればガルムガクスの生物相はあちらの世界と大差ない。厳密に分類すれば細かな種の違いなどはあるが『本物』の飛竜ワイバーンや天馬ペガサスのような現実離ばなれした怪かい物ぶつはいない
──少なくとも、確認はされていない。

「でもまあ、射水の戦車が本物の戦車とまるっきり同じ能力とは限らないよな。俺たちや彩芽さんみたいに『本物』が存在しない〈武具〉だってある。だったら見た目は戦車でも案外普ふ通つうに戦えたりしてな」

「相手に弱点がある事を期待するのは禁物だけど、大駕の言う事にも一理ある。現物の戦車と同じ性能というのなら戦いようはあるし、逆に実際にはない武器を持っているケースも想定しておいた方がいいかも知れない」

　天馬ペガサスや飛竜ワイバーンは伝承通りの姿や能力だが、彩芽の〈参謀本部ヘツドクオーター〉などは見本が存在しない。彼女自身の潜せん在ざい能力が「目に見える形」として現れているだけとも言える。シャムリーや〈武具〉、この世界そのものについての知識が不ふ充じゆう分ぶんなうちは予断は避さけた方がいい。

　敵軍に他に特筆すべきシャムリーがいないか征臣は訊たずねたが、大剣や槍などを顕けん現げんさせる者がほとんどで、射水本人以外に銃じゆう器きなどの飛び道具は少ないという答だった。

「むしろイミズ軍の恐ろしさはシャムリー以外の兵力が充じゆう実じつしている点でしょう」

　苦々しい面おも持もちでフィルゲンが呟く。

　国を建てて以来、彼はシャムリーでないウーティシオ人を多く集めていた。それが今では強力な軍団となってラウフラムを脅おびやかしているのだ。

「あっちの人間ってだけでそんなに強いのか？　シャムリーじゃないんだろ？」

「あ、あの……真羽さん。ちょっとフィルゲンと、腕うで相撲ずもうしてみてくれませんか？」

　大駕の疑問には答えず、彩芽は奇妙な指示を出した。

「え？　わかりましたけど……」

　首を傾げつつ、真羽はフィルゲンと右手を握にぎり合わせて卓たくに肘ひじを突いた。大きく骨張り、皮ひ膚ふは硬かたく乾かわいている。大駕や征臣で見慣れている、鍛きたえ続けている者の手だ。

「ん……っ！」

　意外な事に、力は拮きつ抗こうしている。フィルゲンがやや優勢ではあるが、一気に押し切きるほどではない。もちろん彼が手を抜ぬいているのでもなかった。眉み間けんには皺しわが寄り、手の甲こうには血管が浮かび上あがっている。組んだ腕はじりじりと傾かたむき、真羽が逆転を諦あきらめると一気に卓へと押しつけられる。

「……わたし、そんな力無いのに……？」

　解放された右手を呆ぼう然ぜんと見下ろす。健康だが、背は低いし筋力は人並みだ。屈くつ強きような男と腕わん力りよくを競えるはずがない。

「ガルムガクス人とウーティシオ人は、基本的には力がこれだけ違うんです」

　彩芽の説明に、フィルゲンが恥はずかしげに目を伏ふせた。鍛たん錬れんを怠おこたらぬラウフラム最強の剣けん士しでも、ウーティシオからの来訪者とは元々の資質が違いすぎるのだ。

『〈統一者〉によって、ウーティシオの刀とう剣けん作成技術の一いつ端たんがガルムガクスには伝わっておる。単に鋳い型がたに流して形を作るのではなく、何度も叩たたいて鋼の純度を高め、より強きよう靱じんにする技がな。その技法で作られた鎧よろいを身に着けておるのだ』

『それも体力にモノを言わせて重く分厚い奴をな。お陰かげでこっちの剣や槍はほとんど通じねえんだ！』

　熊と虎の言葉に、フィルゲンが口くち唇びるを噛かんだ。

「……〈統一者〉の降臨以来、ガルムガクスでも代々剣けん術じゆつ槍そう術じゆつは受うけ継つがれて参ります。シャムリーの出現に頼らずとも、ガルムガクス人が自らを鍛え、その手で祖国や家族を守る事が本道であると自分は考えておりました。しかし、現実はこの有様……っ！」

　大の男が拳こぶしを震ふるわせ、歯を噛み、それでも抑おさえきれない言葉が漏もれ出している。

　大駕はその姿を悲しいと思った。

　フィルゲンが身体を鍛え、技を磨みがいている事は体格や立ち居振ふる舞まいからもわかる。だが、そうして積み上げたものが文字通りの「世界の違い」の前には通じない。しかも昨今は国に属するだけでなく、野盗となって略奪を繰り返かえすシャムリーも現れているという。ガルムガクス人の軍では、それに抗あらがう事もままならないのだ。

「特に〈嵐テンペスト〉と呼ばれる女が率いる神しん出しゆつ鬼き没ぼつの一団は、人数は少ないものの一国の軍隊に匹ひつ敵てきする戦力だとも噂うわさされています。〈嵐〉ひとりで並のシャムリー一〇人にも匹敵するとか、不死身であるとかとも。幸い大陸の南方を荒あらし回まわっていて、この辺りには現れた事はありませぬが」

「だったらその女の話は後回しだ。目の前の敵──イミズの連中の事を考えないと」

「そうでした。失礼」

　大駕の何気ない一言にも、フィルゲンは仰ぎよう々ぎようしく頭を下げる。

「確かにイミズ軍は強敵だ。だが、こっちがつけいる隙すきはある」

　征臣の考えは大駕とは異なっていた。

　単に兵士の身体能力の高さにモノを言わせるだけなら簡単だ。しかし、体力の差に着目した上で、重く頑がん丈じような鎧をまとうというのは一歩進んだ発想と言える。強力な〈武具〉を持たない非シャムリーでも充じゆう分ぶんな戦力になる。

　あるいは格闘技の経験が「戦い」についての思考を磨いたのかも知れない。

　しかしその一方で、ウーティシオ人の士官たちは統とう率そつが取れていなかった。理り屈くつで考えれば重装そう甲こうの部隊をひと塊にして押し立たて、軽装のガルムガクス部隊は機動性を活かすべきなのに、実際には金属鎧の連中が勝手気ままに略奪や殺さつ戮りくを行い、防備の薄い者がそれを守るように動くという本ほん末まつ転てん倒とうな状態。トップの意向がどうあれ、現場は統率されず欲望と衝しよう動どうのままに暴れ回る連中でしかないという事だ。

　だからこそ、主力からはぐれた新参の士官が自分たちを見つけて──。

　思い出した瞬しゆん間かん、右手の表面に滑ぬめるような感かん触しよくが甦よみがえった。




　三人は砦とりでの上層に仮住まいを与あたえられた。ふた部屋が続つづき間まになっており、男女が別れて眠ねむれるようになっている。

「日本語通じるし、大昔に侍が来たとかいうけど、建物とかは洋風だよな。石造りだし、寝ね床どこもベッドだし」

　寝しん台だいに腰こし掛かけ、大駕は具合を確かめる。もちろんスプリングが内蔵されている訳はなく、敷しかれているのも柔らかい布ふ団とんではなく麦むぎ藁わらを編んだマットだ。

　切り裂さかれ、血で汚よごれたユニフォームは脱ぬぎ、バッグの中に入れていた制服に着き替がえている。彩芽から衣服を提供するとも言われたのだが、やはり着慣れたものの方が落ち着く。

「そのあたりは単に文化の問題じゃなく、気候や植生にも影響されるからね」

「漫画とかじゃ選ばれた勇者とかって言うんだろうけどな。百人も来てるってんなら、そんな訳でもないだろ。けど、神に選ばれたとか運命の救世主とかじゃないってのがかえって気に入った」

「どうして？」

　真羽が首を傾げた。

「何をするかは、俺たちが自分で決めていいって意味だからな。そうだろ、征臣？」

「冷静に状じよう況きようを判断しなきゃいけないけどね」

　強気な言葉に、征臣も微び笑しようで頷うなずく。

「そう言えば大駕君、確か高校決める時もそんな事言ってたよね」

　中三の時、都大会の優勝投手である大駕には多くの高校からスカウトが来た。しかし彼は誘いを断り、進学先を自分で決めたのである。『監かん督とくとか学校とか、他人が勝利するための道具として使われるのは面おも白しろくない。自分が勝ちたいから好きなように選んだチームで野球をする』と言って。

　理由はそれだけではない。ほとんどの学校は大駕だけが目当てで、征臣は不要と判断していた。キャッチャーとしての技術は水準以上だが、高校レベルの上う手まい選手に混ざると埋うもれる程度。打者としては凡ぼん庸ようでスコアブックに残る成績では目立ったものがない。だが、大駕にとって自分を最も理解し、能力を引き出してくれる長年の相棒と引ひき離されるのは我が慢まんできない提案だった。

「この国とかガルムガクス全体とか、どうなってるのかは征臣の言う通りもっといろいろこの目で確かめなきゃいけない。だけどイミズ軍の連中は許せねえ。これは運命とか導きとかじゃねえ。俺が、そう感じたって話だ」

　いつの間にか、大駕の拳は握りしめられていた。

「でも……こんな戦争してるところで、わたしたち本当に生きていけるの？」

「生きるために、できる事を全部やるって事さ。メシや寝床だって手に入れなきゃならないが、どうせなら自分が納なつ得とくできる──つか喜んでやれる手段の方がいいに決まってる。イミズ軍と戦いになっても、俺の天馬ペガサスと征臣のドラゴン見て相手がびびって降参してくれたら、それで万ばん事じ解決だしな」

　床ゆかの一角に手を突き、大駕は腕うで立たて伏せを始めた。さすがに走りこみは無理だが、こんな時だからこそ基本的な運動は欠かさない。

　ガルムガクスでの知識も人脈もない。水や食料を得る方法もわからない。確実に頼たよりになるのは肉体だけ。それならコンディションはできる限り整えるのが大駕のやり方だ。

「ドラゴンじゃない。飛竜ワイバーンだよ」

　征臣もストレッチしながら苦く笑しようする。

「お前、細かいところに拘こだわるんだな。前足がないのが違いだっけ？　その程度、ドラゴンはドラゴンでいいじゃねえか。牙とか爪とかあって、俺の天馬ペガサスより強そうだし」

「せっかくの天馬ペガサスを、そんな風に言うなよ。もったいない。あれは、勇者の乗り物だ」

「勇者だぁ？」

　仰々しくも型どおりの言葉に苦笑すると、征臣は穏おだやかな笑みのまま説明を続けた。

　騎き馬ばの利用により、人間は従来を遥はるかに上回る機動性を──武力を手に入れた。そして鳥のような翼を得て、大空を自在に飛びたいというのも人の自然な憧あこがれだった。だから世界各地に馬やそれに類する生き物に跨またがり、天空を駆かけ巡めぐる勇者の伝説がある。

「一番有名なのはギリシャ神話か。メデューサを倒したペルセウス、キマイラを討とう伐ばつしたベレロポーンが天馬ペガサスに騎乗している。そして、天馬ペガサスは乗り手が勇者に相応ふさわしくない振る舞いをした場合は彼を振ふり落とし、天の世界に帰るとも言われている。ベレロポーンも後に増長し、天馬ペガサスから落とされたそうだ」

「へえ」

「大駕の〈武具〉は例外的に天馬ペガサスと剣がセットになっているだろ？　多分あれは、単に天ペガ馬サスが出るんじゃない。大駕自身を『天馬ペガサスに乗った騎き士し』にする能力なんだろうな」

　史実において、間合いの短い剣は騎士ではなく歩兵の武器である。神話でベレロポーンがキマイラを倒したのも鉛なまりの槍を投げての攻撃だ。しかしその一方で、刀剣や英雄や王者のシンボルでもある。エクスカリバー然しかり、草くさ薙なぎの剣つるぎ然り。

「シャムリーの〈武具〉が本人の無意識や本質を象かたどって現れるというのなら、大駕自身が英雄を指向しているのかも知れない」

「よせよ。柄がらじゃねえって、そんなのは。俺はお前と、違ってそういう話に、詳しくないから、多分ゲームか漫画で、見たのが頭の隅すみっこに、残ってたんだろ。天馬ペガサス乗って剣けん持もって、なんてのは、ありがちだし」

　腹筋運動をしながらなので、大駕の声には奇妙なリズムがついていた。

「まあ、そんなところかな？」

　征臣の方は柔じゆう軟なんを終え、口元に手を当てて考えこんでいる。

「話を本題に戻もどすと、大駕が言うほど簡単に済むとは思えない。だけど今日の遭そう遇ぐうでイミズ軍が退たい却きやくしたように、目立つ〈武具〉を持つシャムリーふたりというのは無視できない戦力のはずだ。これを威い嚇かくに使って、交こう渉しようする余地くらいはある」

「でも……」

　真羽は不安が拭ぬぐえない。自分だけシャムリーではないという事もあるが、ふたりに比べると困難に立ち向かう気力が劣おとるように思えてしまう。仮に不思議な能力を授さずかったのが自分ひとりだとしても戸と惑まどう以外に何もできず、大駕と征臣のふたりに庇ひ護ごされるだけではないだろうか。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。大駕だって無む茶ちやはしないさ。真羽ちゃんの事を絶対に守ってくれる。一緒に帰るためにね。そうだろ？」

「まあな。帰った前例がないってのは、絶対に帰れないって決まってるって意味じゃない。〈統一者〉とやらが戻ったかもって話もあるんだしな。んで、戻る手段を探すためにも生きていく。そんで、生きてくってのはただ命があるってだけじゃなくて、自分である事に胸を張れなきゃな」

「……うん」

　真羽が頷く。

　常に気力に満ちている大駕だが、それは無む謀ぼうで無む思し慮りよな過信とは違う。チームを率いるエースとして項垂れるのは許されないのを自覚している故の言動だ。仲間が落ちこんでいる時、苦しい時、迷っている時こそ高く拳を突き上げ、前に進めと鼓こ舞ぶする。

　幼なじみの真羽は、その事をよく知っている。

　それなら自分にできるのは、そのまぶしさを受け止めて同調する事だ。

　一いつ瞬しゆん──一瞬だけちらりと征臣を振り返る。

「そうだな……。大駕の言う通りだと、僕も思う」

　征臣の呟きはありふれたものだが、全すべての単語が慎しん重ちように選ばれたものであるかのように真羽には聞こえた。

「ま、くよくよ考えたって始まらねえだろ。せっかくメシにも、屋根にも壁にもありつけたんだ。しっかり寝ねておこうぜ」

　軽い筋トレと柔軟を済ませ、大駕はベッドの上に身体を横たえた。トレーニングメニューを日課から大おお幅はばに縮小したのは走りこむだけの場所がないのもあるが、体力の温存を優先したからだ。大して時間を置かずに、低い鼾いびきが流れてくる。

「……さすがっていうか、すぐ寝られちゃうんだ」

　すぐに眠りに落ちた大駕の寝ね顔がおに微笑を向けた後、真羽は窓から外を眺ながめた。既に陽ひは落ち、赤い光の名残なごりが僅かに残っているだけだ。

「こっちの世界でも、日が沈しずむ方角が西なのかな……」

「というより、東西は太陽を基準に決めるんじゃないか？」

　隣となりに立った征臣は窓の縁に両りよう肘ひじを突いた。

「あ、そうか。そうだね」

　征臣の指し摘てきに、真羽は恥ずかしそうに頬ほおに手を当てた。

　ガルムガクスについての簡単な説明は彩芽から受けている。太陽も月もひとつずつで、日周などが極きよく端たんにウーティシオと異なる訳ではないから、時間感覚が特にずれるという事はないという話だった。

　見下ろす景色は暗く、静かだ。東京生まれで東京育ち、夜でも煌こう々こうと灯あかりを点ともす喧けん噪そうの都会を故郷とする真羽にとってはこの風景こそが不自然なものだった。不安で震えた肩に、そっと温かいものが触れる。征臣の手だった。

「大丈夫とは言わない。帰れる保証がないのは事実だから。だけど運良く──って言ったら変だけど、大駕と僕はシャムリーになった。この世界では価値ある強者だ。きっと真羽ちゃんを守り抜く。何があっても」

「う、うん」

「大駕はああいう奴だし、真羽ちゃんも真ま面じ目めで我慢するタイプだからね。だけど、今は普通じゃない状況だ。思い切って、言ってしまってもいいんじゃないか？」

「言うって……何を？」

　心臓がきゅっと縮む。平静を保とうと努めるけれど、夜の湖面のような、あるいは磨かれた鋼の表面のような征臣の目には全てが見み透すかされていると思えてしまう。

「真羽ちゃんの気持ち」

「き、き、気持ちって……わたしはそんな……」

「僕ぼく相手にごまかさなくてもいいよ。大駕はそっち方面にはまるっきり疎うといからなぁ」

　征臣が目を細めた。

「……うん……。でも、いい。まだ黙ってる」

　幼なじみとしての親密さや、子供時代からの延長である友情だけではない。大駕に特別な感情を抱いだいている自覚はある。

　ずっと埋まっていた感情の種子がいつ発芽したのか、それはわからない。ただ、幼なじみの三人がずっと一緒にいるのが当たり前だと思っていた。野球に夢中になるふたりを応おう援えんし、中学からは助けになれるようマネージャーにもなった。それがいつの間にか、大駕を特別な存在だと感じるようになっていた。

　ただ、自覚しているからこそ表には出せない。

　今までとは違ちがう感情が入りこむ事で三人の間に保たれている均きん衡こうが崩れるのを、真羽は恐れた。多分、大駕は恋れん愛あいの事など意識していない。今、彼の頭にあるのは野球の事、勝利の事だけだ。考えてもどうしようもない事は考えないのが大駕だから。

　それはガルムガクスに迷いこんでからも同じだ。殺し合いの戦いがある世界でも、大駕はただ三人が生き残る事だけを真まっ直すぐに見み据すえている。

「余計な事言って大駕君を混乱させたりしたら嫌いやだし、それに征臣君も言った通り、あいつはこういう事ちっともわかんないもん」

　彼が自分の気持ちを受け入れてくれる時まで──なんて思い上がりはしない。

　ただ、大駕がそういう話をするようになるまでは、こちらの胸に秘ひめておくだけでいい。

　その感情が、征臣には知られていたというのはちょっと恥ずかしいけれど。

「そうだね。それがいいと、僕も思うよ。大駕じゃ『今はそういう事考えてる場合じゃねえし』とか言いそうだからね。まあ、言いい換かえれば真羽ちゃんがあいつのそういう部分へいちばん乗りって事だから、焦あせる必要はないさ」

「うん。ほんと」

　惹ひかれるのは大駕だけれど、征臣の細やかな観察眼や気配りにはいつも助けられている。真っ直ぐで健すこやかな強さとは違う、悲劇に傷ついてなお立ち上がる強したたかさは彼の魅み力りよくだ。

「あ。そうだ。話は変わるんだけど、ちょっと訊きいていい？」

「何？」

「さっき大駕君の天馬ペガサスについてはいろいろ話してくれたけど、征臣君の飛竜ワイバーンって普通のドラゴンとはどう違うの？　ずいぶん拘ってたみたいだけど」

　今は封ふう印いんするしかない自分の恋愛の話題を続けるのも居い心ごこ地ちが悪く、気になっていた件を訊ねてみる。漫まん画がなどもそれなりに楽しむが、特にファンタジーに詳しい訳ではない。征臣から出現した魔ま物ものは、真羽にとっては竜としか呼びようのないものだ。

「外見の違いは前まえ肢あしがない事だけさ。ただ、ドラゴンと飛竜ワイバーンは根本的に由来が違う」

　視線を暮れた街に向けて、征臣は答えた。

「由来？」

「竜は、多くの神話や伝説で神と崇あがめられ、あるいは最強の怪物として恐れられた存在だ。だけど飛竜ワイバーンは違う。あれは中世にイギリスで考案──いや、デザインされたものなんだ」

　まるっきり予想外の答だった。てっきりあれも昔から伝わる怪物の一種だと、何の根拠もなく思いこんでいた。

「ウェールズの旗には赤い竜が描えがかれている。見た事ないかな？」

「えっと……はっきりどれってわかってる訳じゃないけど、多分どこかで見てると思う」

　真羽の頭に浮かんだのは、盾たての形を四分ぶん割かつして竜や剣を描いたマークだ。

「さっきも言った通り、竜は最強の怪物であり強さの象しよう徴ちようだ。だから王室がデザインに使った。そのうちに王家にあやかりたい貴族も出てきたけれど、竜そのものを使うのは不敬で不ふ遜そんという事になる。そこで、竜によく似ているけれど一枚格が落ちるものとして、前肢のない飛竜ワイバーンがデザインされたんだ。紋もん章しように描くためにね。紀元前から語られている本物のドラゴン、あるいは天馬ペガサスとは格が違う新参者だよ、飛竜ワイバーンなんて」

　東洋にも似た話はある。五爪の龍は中国の皇こう帝ていだけが使用できる図ず柄がらだったので、朝ちよう鮮せん半島や日本では指の数を減らしたというものだ。

「だから飛竜ワイバーンには神話も伝説もない。あれは蛇に翼つばさと足を加えた存在じゃなく、ドラゴンから前肢を引き算したものだ。だから口から炎ほのおも吐かない」

　竜が吐く炎の息は、蛇の毒が神話的に表現されたものであるとも言われている。だが、自然界にはあり得ない灼しやく熱ねつの業ごう火かはやがて竜自体の強さ、神こう々ごうしさ、特別さの証となっていった。だから劣るものとして創出された飛竜ワイバーンにその力は与えられなかった。尾の毒棘などは蛇への「先祖返り」というより、竜との違いを強調するために更に後代になってから設定されたものだ。より邪じや悪あくで忌いまわしい力として。

「西洋において、基本的にドラゴンやその眷けん属ぞくは悪だ。だけど同時に圧倒的で強大な力でもある。だから王家の紋章にも用いられる。飛竜ワイバーンの方は『強い敵意』のシンボルだから、さっき言ったような理由で貴族たちが掲かかげる他に軍旗などに描かれたりもした。天馬ペガサスの方は紋章学では『名声』を象徴する。何しろ神話の時代から英えい雄ゆうの乗り物だからね」

　対して東洋の龍りゆう──〈統一者〉の〈武具〉として現れたものは単なる怪物ではなく神だと征臣は語る。

「龍りゆう神じんなんて言葉もあるだろ？　元々は天候や大きな河を神格化し、鹿しかや獅し子しなど、いろんな獣けものの要素を足し合わせたのが龍。ガルムガクスの歴史に残る英雄が使うには相応ふさわしいかも知れないな」

「へえ……。やっぱり征臣君、物知りだね」

　淀よどみない説明に、真羽は感かん嘆たんの息を漏らすしかない。

「本で読んだだけだよ。実用的じゃない、無む駄だな知識さ」

「それだけ読んでるのがすごいんだってば」

「読書している時は……余計な事を考えずに済むからね」

　ずっと近くにいて、中学時代からはマネージャーとしての視線でも見ているからよく知っている。生来の資質では征臣は凡庸だ。反射神経や動体視力などは人並み以上だけど、数年にひとりの逸いつ材ざいと誰だれもが認める大駕とは比べ物にならない。

　それでも彼かれが優ゆう秀しゆうなキャッチャーなのは、知力と精神力が飛とび抜けているからだ。彼ひ我がの全選手のデータを頭に叩きこんでいるのはもちろん、優位で緩ゆるまず、苦境で諦めない。どんな時でも集中力を途切れさせずに大駕をリードする。

　その土台になっているのはジャンルを問わない膨ぼう大だいな知識と思し索さくだ。重さで負ふ荷かをかけて筋肉を鍛えるのと同じように、まるで頭脳に無む理り矢や理り力を加えているようにも見える。子供の頃から本好きなのは知っていたけれど「あの事件」以来、一層読書量が増えたように真羽には思えた。

　試験の成績は上の下か中の上程度だが、目立たぬように点数をセーブしているのだろう。

「そろそろ僕らも大駕を見習って眠ろう。いろんな事がありすぎた。体力もそうだけど、休んで気き疲づかれを回復しないとね」

「うん。じゃ、お休み」

　まるで日常の延長のような挨あい拶さつを交かわし、ふたりはそれぞれの部屋で床に就ついた。




　夢を見た。

　いや。夢の中で思い出したと言う方が正確か。欠落も歪わい曲きよくもない、中一の夏休み直後に起きた事そのままの反はん芻すう。

　グラウンドでの出来事だった。普通の運動場ではない。野球に力を入れている私立だから、設備の整った野球部専用の練習場だ。

　征臣は半月ぶりに練習に現れた。さぼったり、逃にげたりしていたのではない。確かに先せん輩ぱいたちと反りの合わないところはあるがそれが理由ではなく、家族に不幸があったから。

　姉が亡なくなったのだ。

　それも普通ではない死に方だったため、舘たて家が落ち着くまでは長い時間がかかった。今でも平へい穏おんな日常を取とり戻した訳ではない。いや、むしろ家の中はまだ凍こごえ、乾き、枯こ死ししようとしている。

「征臣君、大丈夫なの？」

「問題ないよ。僕の身に何かあった訳じゃない」

「でも顔色が……。あまり寝てないんじゃないの？」

　血色の悪い顔を真羽は覗のぞきこむ。目の充じゆう血けつと隈くまは睡すい眠みん不足の明らかな証だ。

「来たって事は本人が平気って判断したんだろうし、やりたいんだろうさ。だけど、無理はすんなよ」

　半年前は小学生だったとは思えない大きな手で、大駕が征臣の肩を叩く。

「ああ、ありがとう。僕も、レギュラー目指して頑がん張ばらないとな」

　その時、先に来ていた上級生五人が征臣たちに近づいてきた。

「おー、来た来た。おい、舘」

　笑っている。だが、好感の持てない表情だ。

「お前の姉ちゃんの話、アレ本当なんだよなぁ？」

「本当に決まってるだろ。あー、俺も流出画像見てえ～」

　下品な決めつけに征臣の眉まゆが強こわ張ばる。

　巷ちまたを騒さわがしたストーカー殺人の被ひ害がい者しやが征臣の姉の佳か織おりだ。ここしばらく舘家にはひっきりなしにマスコミが押し寄よせている。

　ワイドショーを盛り上げた理由はいくつもある。

　被害者が高三の美少女だった事。加害者が中二──未成年だった事。かつてふたりがごく短い間だったが家庭教師と教え子という間あいだ柄がらだった事。

　だが、日々起こる新たな事件に埋もれて収まりかけていた話題に再び油を注いだのは、ネットにアップされた被害者自身のヌード写真だった。

　フォトグラファー志望の佳織が撮さつ影えいしたセルフポートレイト。

　ごく親しい友人しか知らないもののはずのそれが、どういう経けい緯いでネットに流れたのかは知らない。ただ、その一枚は多くの邪じや推すいを産み落とした。

　曰いわく、被害者は淫みだらな女だった。曰く、一方的なストーカーではなく肉体関係があったのだ。曰く、年上の女が純情な少年を誘ゆう惑わくし弄もてあそんだ末の事件なのだ。

　いつの間にか被害者と加害者の性交を撮影した動画がアップされているという話が、ネットでは事実であるかのように語られもした。実際のそれは、雰ふん囲い気きがちょっと似ているだけで全く無関係なアダルトビデオなのだが。

「……」

　先輩たちの言葉に征臣は無言。視線も向けずに、用具の準備を始める。

「おい。返事しろよ、舘。お前の姉ちゃんの話してんだぞ！」

「賢かしこい舘君は俺たちとは口も利ききたくないってか？」

　元々征臣は上級生と折り合いが良くない。過か剰じような上下関係を強要する彼らに堂々と反対したからだ。それも上級生たちの言っている内容の誤りを逐ちく一いち理り詰づめで指摘しながら。特に今難なん癖くせをつけている連中は野球推すい薦せん枠わくで入学しているため、テストの成績は今ひとつだ。一年生主席の征臣には反感を抱いている。

　口答えが多く上級生受けが悪いという意味では大駕も同じだったが、既にチームで随ずい一いちの実力を示し、事実上のレギュラー投手である彼には強く当たれない。その分、征臣への風当たりが強くなっていた。

「何とか言えってんだよ、おい？」

「や……やめてくださいっ！」

　声を上げたのは征臣本人ではなく、真羽だった。

「いくら先輩でも、言っていい事と悪い事があるんじゃないですか？　征臣君はご家族を亡くしたばかりなんです。チームメイトなら少しは気き遣づかうべきです！」

「マネージャーは黙ってろよ。これは男同士の問題だぜ」

「そうそう。こいつのエロいお姉ちゃんの話だからさ……ごばっ！」

　にやにや笑いながら近づいてきた上級生が、いきなり吹ふっ飛んだ。

　大駕の拳が、顔面を殴なぐりつけたのだ。

「か、神かみ和わ住ずみっ！　てめえっ！　先輩に何しやがるっ！」

　出血する鼻を押さえ、倒れたままで叫さけぶ。

「先輩？　先輩って何すか？　たまたま先に生まれたってだけで、人間の屑くずを尊敬するつもりなんかないんすよね、俺は」

「やめろ！　僕のためにそんな事なんかするな！」

　征臣が大駕の右みぎ腕うでにしがみつく。

「お前のためだけじゃねえよ。佳織さんは、俺にとっても姉貴みたいな人だったからな。あんな事言われて、黙ってられっか！」

　真顔で、しかし口元に一瞬の笑みを浮かべると大駕は征臣を振りほどいてファイティングポーズを取った。

「監督に目ぇ掛かけられてるからって、いい気になるんじゃねえぞ！」

「また勘かん違ちがいしてる。確かに俺はあんたらより強えよ。けど、強いから殴ったんじゃねえ。あんたらが許せないから、喧けん嘩か売ってんだ！」

「うるせえっ！」

　飛びかかってきた上級生に、右のカウンターが命中する。殴り合あいに利き腕うでは使わない。

「仕方ないな……。真羽ちゃんは離はなれてて」

　諦めたように鼻を鳴らすと、征臣も上級生に飛びかかっていく。

　巻き起こった五対二の乱らん闘とうは、真羽に呼ばれて駆けつけた監督教師が強ごう引いんに終息させた。もっともその時には上級生たちはほとんど大駕と征臣にのされていたのだが。

　ふたりは上級生たちとは別々に監督と部長、校長の前で事情を説明する事になった。

「あの連中が親友の家族で、俺にとっても家族同然の人を侮ぶ辱じよくする発言をしました。だから我慢できずに殴った。それだけです」

　反はん撃げきでいくつかの痣あざができた顔を真っ直ぐに上げ、大駕は背筋を伸ばす。

「まあ、君たちの気持ちもわかるし、皆みなも反省しているそうだから……。今回の件は双そう方ほう反省文提出だけで内々に済ませたいと……」

　額に浮かんだ汗あせを拭いながら、部長が説明する。事情はどうあれ部員同士の暴力試合だ。表おもて沙ざ汰たになれば一定期間の対外試合禁止などの措そ置ちが下されるだろう。しかも件くだんのストーカー殺人が遠因になっているとなれば、悪い意味での話題性がある。

「嫌です。俺は間ま違ちがった事してません。どうして反省しなきゃいけないんですか？」

「まあ、問題をなるべく穏おん便びんに収めるためにだね……」

「道理を無視して丸く収めたいだけってんなら、俺を退部にでも何でもしてください」

「それは困る。私は君を買ってるんだ。一年でこの体格、あの球きゆう威い。こんなダイヤの原石を手放す気はないよ。もちろん他の選手もだ」

　殴られた五人のうち四人はレギュラーとして優ゆう遇ぐうされている。それが彼らの傲ごう慢まんの原因でもあるのだが。

「選手としての俺の力と今回の件は無関係です。部長先生は、もし俺が大した事ない選手だったら退部にするって言いたいんですか？　最初に酷ひどい事言ったのは先輩たちなのに。強い奴なら勝手が通るなんて事、教師が言う事じゃないでしょ！」

「しかし大事になると我が校こうの名めい誉よがだな……」

　校長が不ふ愉ゆ快かいそうに呟く。

　強力打線に加え、投とう手しゆ陣じんの弱さを大駕が補えば都大会優勝も夢ではないと期待されていたのだ。だから監督や校長は上級生と大駕の摩ま擦さつも、暴力事件が知られるのも避けたい。

　彼らが期待している事は単純だ。

　大駕は部に留とどまり、根本の原因である征臣が自分から退部を申し出る事。そうすれば上級生たちの溜りゆう飲いんもある程度下がり、円満な手打ちの可能性も生まれる。野球部の貴重な戦力も失わずに済む。今のところは、征臣自身にプレイヤーとしての大きな価値はない。

　恐おそらくは納得する者が最も多い、最大多数の最大幸福を導く方法。

　だが、それは不正に屈くつする事だ。

　口くち唇びるを引き締しめ考えこんでいる征臣の肩かたを、大駕がいきなり引き寄せた。

「今回の件に処分が必要って言うなら、それを堂々と受けりゃいいじゃないですか。こそこそしないで責任をきちんととるのが名誉ってもんでしょ！」

　主張は大駕らしい。だが、その事といきなり自分と肩を組んだ事の繋がりが理解できず、征臣は目を丸くするだけ。

「その上であの連中が出てった後、来年か再来年、俺と征臣のバッテリーで優勝してみせます。そしたら名誉のお釣つりが来ますって。な、征臣！」

「う、うん……じゃない。はい！」

　勢いよく肩を叩かれ、思わずらしくない返答をしてしまう。

　結局校長たちもすぐに結論を出す事を避け、その日大駕と征臣はそのまま帰宅する事になった。帰り道は、ずっと待っていた真羽も一いつ緒しよだ。夕ゆう陽ひの朱しゆ色いろに照らされた川沿いの長い道を並んで歩いていく。事情が事情の舘家へは事実関係を伝えるだけに留め、監督は大駕の家族に迎むかえに来てもらおうとしたのだが、母親が「息子むすこの行いは間違っていないのでわざわざ出向く事はない」と言い放ったのである。

「退部処分とかにならないといいけど……」

「部活が駄だ目めでもシニアにでも行くさ。野球は学校でしかできないモンじゃねえし」

「大駕は軽けい率そつだ。怪け我がとかしたらどうする？　プレイにも支障出たかも知れない」

「あの先輩五人程度で俺が負けるかよ。喧嘩したって殺される訳じゃない」

　征臣と真羽はそれぞれの不安を口にするが、大駕は屈くつ託たく無く笑う。

「それ言うなら、征臣こそ参戦しなくてもよかったんだぜ」

「……元々は僕の……僕の姉さんの問題だからね」

「でも、殴ったのは俺。お前が我慢してたのにな。あれ、まずかったか？」

　上級生たちにあんな事を言われても征臣は動かなかった。最初に手を出したのは、あくまで大駕だ。

「ううん。大駕君は正しいよ！　もし大駕君がやってなかったら、わたしが先輩を叩いちゃったかも……！」

「真羽ちゃんには無理だよ」

　征臣の口元に薄うすい苦笑が浮かぶ。真羽は正義感は強いけれど控ひかえめで争い事を好まないタイプだ。言葉での抗こう議ぎはともかく、手を出しての喧嘩というのは似合わない。

「……僕ぼくは、日本中を殴りにはいけないからね」

「何だ、そりゃ？」

「姉さんに関していい加減な事を言ってる奴は先輩たちだけじゃない。日本中に、いや、ひょっとしたら外国にだっているかも知れない。ネットで面白おかしく書き立てられたからね。先輩たちよりももっと酷い事を書いている奴だっているよ。それなのにたまたま目の前にいる人だけを憎にくんでいいのか……って考えちゃってさ」

「何だよ、そりゃ？」

　大駕は同じ言葉を繰くり返すしかなかった。理屈としては筋が通っているようにも思えるが、感情としては理解できない。

「……何より許せないのは、僕自身だ」

　声のトーンが落ちる。

「犯罪者の人権だけを守るのか。はっきり報道しろって連中はいっぱいいるよね。けどおかしいと思わないか？　誰も『被害者の顔や名前を報道するな』とは言わないんだ。被害者や遺族のためというのなら、そっちを先に主張しなきゃいけないはずなのに」

　佳織は、まだ一八になったばかりだった。彼かの女じよも未成年だ。そして先に公おおやけにされてしまった情報を今さらなかった事にはできない。

「考えればわかる事だ。それなのに僕は当事者になるまでそんな事にさえ気づかなかった。もしも被害者が姉さんでなければ、僕だってあの連中と一緒に興味本位でネットやテレビを面白がっていたに違いないんだ！」

「ンな事考えて意味があるのかよ？」

　大駕の手が、征臣の髪かみをくしゃくしゃにかき混ぜる。

「今までわかんなかった事が今わかったなら、これからの生き方に役立てりゃいい。他の奴がどうとかじゃなく、手が届く範はん囲いに許せない奴がいたらぶん殴る。落っこちそうな奴がいたら掴つかんでやる──それでいいじゃねえか。お前は頭いいけど、その分身みの丈たけに合わない事まで考えすぎてんだよ」

「だけど……」

「ま、征臣君っ」

　ずっと会話を聞いているだけの真羽が緊きん張ちようした声を出した。

「大駕君の言う通り、何でもかんでも全部自分で抱かかえこまなくてもいいと思う。それに酷い事を書きこんだりする人も沢たく山さんいるけど、そんなのを読んで怒おこったり叱しかったりする人だっているでしょ？　きっと征臣君の手が届かないところで、見ず知らずのいい人が見ず知らずの間違った人を、ちゃんと叩いてくれてるんだと思う！」

　幼なじみの三人と言っても、均等な関係ではない。

　男ふたりの間に入っていけない時も多いし、大駕の率そつ直ちよくな正義感や征臣の知性に並ぶようなものを真羽は持っていない。それでも自分なりに考えて言葉を放った。征臣の心に届くように。少しでも彼の助けになるようにと願って。

「わたしだって佳織ねえさんとは家族じゃない。征臣君の方がわたしよりずっと悲しいし、怒っているんでしょ？　でもわたしだって先輩たちにあんな事言われて頭に来たよ。本当の姉きよう弟だいに比べたら安っぽい同情かも知れないけど……それでも……でも……」

　そこで声が途切れる。

　征臣のように滑なめらかで筋道だった話などできない。それ以上に、胸が熱くなって涙なみだが溢あふれてきてしまう。自分が何な故ぜ泣いているのか、真羽にはわからなかった。己おのれを責める征臣が悲しいからか。親しい人の死を改めて意識してしまったからか。世界があまりに寂さびしいからか。それとも荒こう涼りようとした世界にも温ぬくもりがあると信じたいからか。

「ありがとう、真羽ちゃん」

　泣いて俯うつむいた肩に、優やさしい手がそっと置かれた。

「真羽ちゃんと大駕、ふたりがそんな気持ちになってくれるのは、きっと姉さんにとっても幸せな事なんだろうな」

「うん……。変だね。わたしが征臣君に慰なぐさめられちゃうなんて」

　真羽は涙を拭っていた。大駕は真っ直ぐに前を見ていた。鏡はないから己の顔は見えない。だから、この時の征臣の表情は誰も知らない。

　真羽の悲しみ。大駕の義ぎ憤ふん。

　では舘征臣は──自分はどんな感情を抱いているのか。抱くべきなのか。







第三章　　それでも天馬は墜ちず







　三人は数日砦の中で過ごした。

　この世界やラウフラムという国、敵であるイミズについて更さらに詳しい話を聞き、大たい駕がと征まさ臣おみはフィルゲンから剣けん術じゆつの基本を学びもした。体力に優すぐれ、強力な〈武具〉を持つシャムリーと言っても、人と人が戦うという事に関しては経験のない素人しろうとなのだ。

「野球と申しましたか。おふた方とも日ひ頃ごろからその競技で身体からだを鍛えているせいか、大変筋がよろしいです」

　フィルゲンがふたりに与えた高評は決して世辞ではない。生来の筋力や運動神経に恵めぐまれた大駕はすぐに剣を扱あつかうコツを飲みこんだし、征臣も剣けん技ぎそのものでは二歩も三歩も譲ゆずるものの攻せめ時引き際ぎわの見み極きわめは大駕よりも優れたものを見せた。

「俺のは、剣も〈武具〉だからかな。見た目でかい割には重すぎなくて、手になじむ」

　身長ほどもある長剣を、大駕は振り下おろした。長すぎる切っ先が地面を叩かないよう、引き戻す筋肉に力を込める。

　大駕は野球を始めてからずっと「エースで四番」というタイプだ。全く同一ではないにせよ、バットを振る感覚がある程度応用できる。

　剣を振るう時は、常に近くに天馬ペガサスが控えていた。ワンセットと形容されたように、どちらか片方だけを出そうとしても無理だったのだ。

　征臣の方は軽めの──と言ってもラウフラム人にとっては充分重い剣を選んだ。破は壊かい力りよくよりも正確さや取り回しやすさを重視した選せん択たくである。

〈統一者〉から断だん片ぺん的てきに伝わった日本刀の製造技術を用い、叩いて鍛え、刃やいばを鋭するどく立てた強靱な鋼の剣だが、形状はガルムガクス伝統のものであり、形成が難しい曲刀は主流になっていない。

「ガルムガクス人同士の戦いなら、お互たがい革かわ鎧よろいだからこれで有効だったんだろうな」

　この武器は「重さで叩きつける」機能と「刃で切り裂く」機能を折せつ衷ちゆうした中ちゆ途うと半はん端ぱなものというのが征臣の評価だった。頑丈な金属鎧を装備したイミズ軍が相手なら、刃か欠けても威い力りよくが落ちず、装甲の内側までダメージを響ひびかせる打だ撃げき武器の方が有効だ。

「製造に手間が掛かる剣でなく、単なるハンマー──大おお槌つちでも充分なんだ。兵士たちにはそっちを与えるべきじゃないか？」

「まあ、鉄の鎧に通じるほどのハンマーなんてのをガルムガクスの人間が振り回せるとは思わないしなぁ。」

「槌、ですか？　しかし我々は刀とう剣けんこそが尊き武器と代々教わっております」

　ふたりの会話に、フィルゲンが顔をしかめる。

　そんな中、真ま羽うだけは特にする事もなく、ふたりの稽けい古こを眺める以外では時折彩あや芽めの話し相手になるだけだった。

　そんなある夜、彩芽から真羽にもうひとつ珍めずらしい申し出があった。一緒に入浴しないかというのだ。

　昨日は絞しぼったタオルで身体を拭ふき、髪も洗ったが、ガルムガクスに来てからゆっくりお風ふ呂ろに入った事はない。真羽は素す直なおにその誘さそいを受けた。

　実質的な王の浴室というから豪ごう華かなものを想像したのだが、城じよう塞さいの下層にあるそれは旅館の家族風呂より少し大きい程度のものだった。石造りで、どことなくローマ風の装そう飾しよくが施ほどこされてはいるが、真羽としてはちょっと拍ひよう子し抜ぬけしてしまう。

「地下水脈のお陰でラウフラムは水には恵まれているんですよ。あ、でも水だけあってもお風呂って出来ませんよね。燃料使いますし。だ、だからみんなが毎日入浴するっていう訳にはいかないんですけど。せっかくだから水みず沢さわさんもご一緒にどうかなって思って……。あの……余計なお節せつ介かいとかじゃないですよね？」

　リラックスしているのか。普ふ段だんよりは少しだけ落ち着いた口調で彩芽が先導する。

「はい。齊いつきさん」

「い、齊さんとか、そんな畏かしこまって呼ばないでください。恥はずかしいっていうか……。わたし、年上だけど全然頼りないし……彩芽って呼ばれた方が嬉うれしいっていうか、気持ち、楽です。お願いしますっ！」

　顔どころか、首筋まで真っ赤に染めて彩芽が懇こん願がんする。

「じゃああたしの事も真羽って呼んでください」

「は、はい……。真羽……ちゃん、でいいですよね？」

　健康的だがまだ若い硬かたさを残した真羽とは違う。おとなびた曲線を持つ彩芽も、態度はむしろ子供っぽいというか、本人が言う通り頼りない。

「ラウフラムでは政務を執とる人間はお風呂でくつろいだりとか……。大臣とか相談役とか、そういう人を浴室に招いて内密の話をしたりするんですって。今のラウフラムだとわたし以外に政治に関かかわるのは男の人ばっかりだから、そういう訳にはいかないんですけど」

　並々と湛たたえられた浴よく槽そうから枝付きの木き桶おけで湯を汲くみ、身体に掛けながら彩芽は説明する。豊かな乳ち房ぶさやくびれた腰こしの上を水流の膜まくが覆いながら流れ落ち、湯気を立ち上らせる。

「え？　じゃあ、あたしが相談されるんですか？」

　この数日間で、事実上のラウフラム国王代理である彩芽の忙いそがしさは理解できた。執しつ務む室しつにずっと籠こもっているかと思えば、突とつ然ぜん外に出て〈参謀本部ヘツドクオーター〉たちを引き連れ、城じよう壁へき強化工事の指示を出だしたり、倉庫で備び蓄ちく食しよく糧りようの量を確かめたりと、一日中働いている。

　せっかく〈参謀本部ヘツドクオーター〉が四体もいるのだし、見回りなどはそれぞれ別の個体に任せれば効率がよくなるのではないかと思ったが、あれはあくまで四体ひと組の上、彩芽本人から遠くへ離れる事ができないという話だった。

「い、いえっ！　そういう事じゃなくて……。せっかくお湯沸わかしたのにわたしひとりじゃ勿もつ体たいないじゃないですか。それに同じ年とし頃ごろのウーティシオの女の子と話すのなんて久しぶりで……。ただ女の子同士の話がしたかったって言うか……。あ、みっつも年上なのに同じ年頃なんて言っちゃ駄目ですね。と、とにかくお風呂入りましょ」

　狼狽うろたえた小声の早口が、浴室の中で谺こだまする。

　髪をタオルでまとめたふたりは肩を並べるように湯船に浸つかった。

　疲ひ労ろう回復を狙ねらってか。それとも単に彩芽の好みなのか。温度は温めで、ガルムガクスに来てから手足に溜たまっていった疲つかれがゆっくりと溶とけ出していくような心ここ地ちよさを感じる。

　だが、些さ細さいなひっかかりが真羽を完全には寛くつろがせてくれない。

「彩芽さん。わたしたちの世界をウーティシオって言うんですね」

「え？　あ、あの……何か変ですか？　ガルムガクスの人たちはそう呼んでるし、それでいいんだって思って……」

　手を頬に当てた弾はずみで、湯の表に細さざ波なみが立つ。

　こちらの世界に馴な染じんでいる彩芽にとってはごく自然な事なのだろう。しかし、その単語を口にする事に真羽は抵てい抗こうを覚える。「わたしたちの世界」は特別の名前を付ける必要などない、唯ゆい一いつの存在だったはず。

「わたし、嫌なんです。この世界に馴染んじゃうと帰れない事を覚かく悟ごしちゃってるみたいな気がして……」

　明日──いやまず今日、生きていくためにガルムガクスに順応する必要があるのは理解できる。それでもやはりここは真羽が一五年間生きてきた世界とは違う、徹てつ底てい的てきに異質な世界だ。征臣が言っていた物理法則云うん々ぬんという事は実感できないが、戦争が日常であり、必要とあれば殺すのが当たり前という事に慣れてしまいたくない。

　大駕にも、征臣にも、慣れてほしくない。

　沢山の人の血で塗まみれてしまうと、向こうに帰き還かんしてからも普ふ通つうに生きていけないような気がするし、逆に人を殺した事をあっさり忘れて元に戻るのも嫌だ。

「真羽ちゃんは、それで剣とか習わないんですか？」

　大駕と征臣は自発的に剣術を学び始めたが、真羽にも誘いの声は掛けられた。ウーティシオ人というだけで、基き礎そ体力などは標準的なガルムガクス人よりも優れているのだから、積極的に戦う事はなくとも我わが身を守る用心のために。

　しかし真羽はそれを断ったのだ。

「……甘あまえっていうか、我が儘ままだっていうのはわかってるんですけどね」

　うん、と伸びを打って高く伸ばした真羽の腕から滴しずくが飛とび、いくつもの波は紋もんが重なる。

「それは仕方ないです。真羽ちゃん、悪くないですよ。……わたしも、作戦とか考えるのは平気っていうか……あ、わたしじゃなくて〈参謀本部ヘツドクオーター〉の子たちが得意なんですけど、身体動かすのは全然駄目で……何もないところで転んじゃうし。フィルゲンさんには、危なくて刃は物もの持たせられないとか言われちゃうし……」

「彩芽さんは、帰りたいって思わないんですか？」

　朗ほがらかに微ほほ笑えむ表情に、真羽はずっと抱えていた疑問をぶつけた。

「う～ん……。戻りたい気持ちが半分、そうでないのが半分、かな？」

　彩芽は都内の進学校に通う高校生だった。普通の──という形容をするのは多少気が引ける。本に没ぼつ入にゆうしがちな乱読家の上、夢見がちであがり症しよう。周囲とは反りの合わないちょっと変わった子というのが、彩芽の自己評価である。

「向こうにいたままだったら、春から大学生だったんだろうなぁ。あ、合格できなくて浪ろう人にんになってたかも……。わたし、テストの本番には弱いから」

　彩芽の表情が不安そうに沈む。

「予習復習の時は大丈夫なの。でも定期テストとか……本番っていう事になると上がっちゃって、覚えたはずの事が頭からぽーんと飛んじゃったり、関係ない事ぼーっと考えちゃったり……。だから〈武具〉があんな風になっちゃったのかも」

　深層の記き憶おくを引き出し、情報を整理し、別の視点や価値観からの意見を述べる、異なった性格を持つ四体の疑ぎ似じ人格──〈参謀本部ヘツドクオーター〉。

「わたしって向こうだと周りから浮ういた変な子で何にもする事なかったけど、こっちの世界ではみんなに頼られて、役に立ってるんです。ママやパパは心配してるだろうからそれは心残りだけど、わたしを助けてくれたこの国の人たちに恩返ししたいんですよ」

「わたしたちは──」

　貴方あなたとは違う。絶対に帰らなきゃ。やるべき事がある。甲こう子し園えんを目指すんだから。

　言いかけた言葉を真羽は口くち唇びるで止めた。

　彩芽が自分たちの面めん倒どうを見てくれるのはただの善意だけではない。大駕と征臣、ふたりのシャムリーを戦力として期待しているからだ。それを承知で自分たち三人の帰還ばかりを口にするのは、身勝手がすぎるように思えたのだ。

　たとえ、それが偽いつわりない本心であったとしても。

「リラックスするつもりが変な話になっちゃいましたね。背中流しっこしましょうか？　こっちの石せつ鹸けんやシャンプー、当たり前だけど全部天然素材でお肌はだにいいんですよ」

「はい」

　息を合わせ、一緒に立ち上がる。

　願ったところで、帰る手段はわからない。今はただ彼女の厚こう意いに甘えよう。

　己に言い聞かせながら、真羽は受け取った石鹸を手の中で泡あわ立だてた。




　翌日、征臣が砦とりでから出て周囲を見て回りたいと言い出した。話を聞くだけではわからないラウフラムの現状を確かめるためだ。

「国を守ってイミズと戦うとなれば、周囲の地形も把は握あくしておきたい。こっちは兵力が劣れつ勢せいなんだから、環かん境きようを活いかす事を考えないと。あの地図じゃ頼りなさ過ぎる」

　この提案に大駕はもちろん、真羽も同行を申し出た。

「真羽は砦に残ってた方がいいんじゃないか？　敵に出くわすかも知れねえんだぞ」

「大駕君たちが一緒だし、離ればなれになる方が不安だもん」

「いきなり戻ったりする事だって、全くあり得ない訳じゃないからね」

「あ、そうか」

　征臣の指摘に真羽は頷き、大駕は感心する。

　帰還の方法がわからないと言う事は、逆に考えればいつどんな形で元の世界に戻れるかも知れないという事だ。極きわめて小さな可能性だが、ゼロではない。それなら出来る限り三人一緒にいた方がいい。

「お二方もシャムリーがいるのですから危あやういとは申しませぬ。それでも案内は必要でしょう」と、フィルゲンは兵士をひとりつけてくれた。ティモンという名で、大駕たちよりも年下の顔に雀斑そばかすの残る男だ。もちろんガルムガクス人らしく左右の瞳ひとみは色いろ違ちがいで、耳には宝ほう珠じゆ状のものがある。

　ふたりの〈武具〉を使って一気に飛んでいく事も考えたが、その案は却きやつ下かされた。

　勇者以外を乗せないという神話的な性質の反はん映えいなのか、天馬ペガサスは大駕以外の人間を乗せると著いちじるしく動きが鈍にぶった。飛竜ワイバーンの方は胴どうに征臣ともうひとり、さらに無理をすれば足でもうひとり掴んで飛べない事もないが、やはり速度が落ちて体力も消しよう耗もうする。

　体力というのは飛竜ワイバーンに限った話ではなく、征臣が疲れるという意味である。

　大駕が剣の稽古をしただけでは平気だったが、天馬ペガサスや飛竜ワイバーンのようにある程度自律的に動ける〈武具〉は多用するとシャムリー自身が疲労する。限界がわからない以上、力はなるべく温存しておいた方がいいという判断だ。

　鎧も着けず、三人とも制服のままだが、征臣だけは腰に剣を下げていた。〈武具〉として現出できる大駕と違い、彼には普通の武器が必要なのだ。

「まず普通に歩いて距きよ離り感なんかを実感しておくべきだろう。それから折を見て、僕や大駕が上空から観察。より精密な地図を作る事も考えないと」

「それはお前に任せていいか？　俺が見るよりよっぽど正確だろうし。その間、俺の方は剣の腕を磨みがいておく。これでどうだ？」

「当座はそれでいいかも知れないが、大駕も自分の目で見てもらわないと困るよ」

　征臣が苦笑する。

「シャムリーのおふたりは、やはり戦いに通じていらっしゃるのですね」

　道案内として先導していたティモンが振り返る。年ねん齢れいの違いか、それとも個人的な差か。ティモンの日本語はフィルゲンよりは滑らかで現代的な発音だった。それでも大駕たちが恐きよう縮しゆくするくらい畏まったものだが。

「俺はともかく征臣が何にでも詳くわしいのは確かだけどな。あんたたちにそんな風に言われると何か変な気分だよ」

　スポーツの勝負は日にち常じよう茶さ飯はん事じだが、大駕は戦争を知らない。日本が参戦した大戦は親どころか祖父の時代。血みどろの戦いなどニュースで見る遠い国くにの出来事としか認にん識しきしていなかったのが大駕たちの世代だ。ガルムガクスでは一〇年以上も戦乱が続いているのだから、ティモンの方は物心ついてからずっと戦いが日常だったはず。

「イミズの侵しん略りやくが始まって以来、我が国は防戦一方でした。しかし、おふた方もシャムリーが来てくださったからにはきっと反はん攻こうに転じる事ができるでしょう！」

「任せとけよ。俺おれも、イミズ軍のやり口は許せないからな」

「期待されても困る。利害の一いつ致ちでラウフラムに身を寄せているだけなんだから」

　まるっきり正反対の意見がふたりの口から飛び出た。

「食料や居住の代価としてラウフラムに協力するのは仕方ないとしても、この世界の状じよう況きように深入りしすぎるべきじゃない。半はん端ぱに首を突つっこんでも、責任は取れないだろ？」

「そりゃそうかも知れないけどなぁ。俺たちに出来る事があるなら、やっちゃいけないって理り屈くつはねえだろ？」

「最終的な責任を取れる保証なんてないのに関わっていくのはどうかって話だよ。本来はこっちの世界の人たちの問題だ」

「けどよ。射い水みずだって俺たちと同じ世界から来て、ガルムガクスの人たちに迷めい惑わく掛かけてんじゃねえか。だったら俺たちが引き受けたって筋すじ違ちがいって事もないだろ。目の前の困ってる人を助けるくらい、当然だ」

「そうやって助けた事が、後からもっと面倒な問題を引き起こすかも知れない」

「だったらその問題も俺が引き受けてやるよ！」

「帰る手段がわからない以上、僕たちは生き残る事を第一に考えるべきだ。戦争に首を突っこめば大駕のヒロイズムはそれで満足するかも知れないけど、真羽ちゃんまで危険に晒さらす事になりかねない」

「え？」

　自分の名前を出された真羽は、びっくりした顔でふたりを交こう互ごに見つめる。

「どっちみち帰れなきゃこの世界の戦争から逃げられねえんだ。だったら真羽を守るためにも世界全体を平和にするのが一番いい。そうじゃねえか？」

「……まるで〈統一者〉にでもなるみたいな口くち振ぶりだな」

「間違った考えじゃねえだろ？　元の世界に帰る手がかりは、〈統一者〉は戻もどったかも知れないって話だけだし。前例があるんだから不可能な話じゃない」

「大駕らしい発想だけど、さすがに無む謀ぼうすぎる。〈統一者〉はガルムガクスで唯一のシャムリーだったが、大駕が同じ事をやるなら同格の敵が何人もいるんだぞ！」

「ふたりとも！」

　真羽が強い声を放った。

「大駕君も征臣君も、真ま面じ目めに考えてるのはわかってるよ。だけど、わたしを引き合いに出さないでほしい。帰りたいのは確かだけど、彩芽さんたちの恩に応こたえたいとも思う。大駕君と征臣君が力を合わせればきっと上う手まくよ。及およばずながらわたしも頑張るから」

　精せい一いつ杯ぱいの笑え顔がおを作り、大げさにガッツポーズをしてみせる真羽に、大駕たちの頬もようやく緩んだ。

「僕からもお願いします。彩芽様は確かにシャムリーですが、直接戦う力はありません。僕たちではどうあってもウーティシオ人には敵かないませんし」

　ティモンも真しん剣けんな顔で懇願を続ける。

「力が違うって言っても、そんな極きよく端たんなモンじゃねえだろ？　戦車とか、そういうとんでもない〈武具〉を出す奴やつは無理にしても、シャムリーじゃないウーティシオ人相手だったらどうにか出来そうな気もするけどな」

　戦争は素人の大駕でも、最初に目もく撃げきした戦いには違い和わ感かんを覚えていた。

　確かに装備や腕わん力りよくの差はあるのかも知れないが、数ではラウフラム軍の方がずっと優勢だったし、守備側という地の利もある。しかもイミズ兵は個々の能力に任せるばかりで連れん携けいが取れていなかった。

　あれなら隊列を組んで侵しん攻こうを阻はばむなり、個別に包囲してひとりずつ仕留めるなりという手が取れたはずだ。戦いが何年も続いているというのなら、征臣が指摘した通り鎧よろいに有効な武器を工く夫ふうする事も可能だろう。

「僕たちガルムガクス人ではウーティシオからの来訪者には敵うはずがないですよ」

　答えるティモンの口調は、不思議な程ほど屈くつ託たくがない。あたかも「人は鳥と違って飛べな
い」とでも言うような、客観的な事実を淡たん々たんと述べているようだった。

「最初から諦あきらめちゃ駄目だろ。中学の時の俺たちのチームだって野球初心者が何人かいたけどな。それでも必死に練習して、都大会の優勝まで持っていったんだぜ」

「大駕君。こっちの人に野球の話しても、多分わかんないと思う」

「野球だけじゃない。中学校も都大会も意味不明だろう」

「あ、そっか。言葉通じるからつい」

　真羽と征臣の指摘に大駕は頭を掻かく。もちろんティモンは理解できず、不思議そうに首を傾かしげているだけだ。

「これも、日本語を使うのと同じ合理性かも知れないな」

　征臣はぽつりと呟つぶやく。

　元々の能力に大きな差がある相手に、勝ち目が薄いのに努力を重ねても効果は保証されない。それよりは最初から抵抗を諦め、対たい抗こうできる存在──同等のシャムリーの出現を期待した方が無駄はない。

　大半の者は人は空を飛べないと諦める。少数の愚おろか者ものが腕に不細工な翼をくくりつけてばたばたと鳥の真ま似ねをする。更に少数の英知ある愚ぐ者しやが常識に挑いどみ、飛行機を飛ばすのだ。

　話をしている間にかなりの距離を歩いていた。

「……かつては、ここに小さな街がありました」

　感情を抑おさえた口調で、ティモンが小さく呟く。

　小高い丘おかの傍かたわらに、かつては一〇〇戸以上の家が点在していたのだろう。しかし今は木造の建物は全て焼け落ち、黒く焦こげた柱だけが傾いで残っている。石造りのものも崩くずされた石材の山と化していた。僅わずかに原型を留める壁かべに残っている赤茶けた跡あとは、乾かわいた血。

　畑や牧場だった場所も蹂じゆう躙りんされ、焼き尽つくされ、草一本残らぬ荒涼とした平地に変わっている。土の黒さは滋じ味みや水分によるのではなく、炭化したものが混じっているからだ。

「元々は街かい道どうの交わりに近く、小なりといえ栄えていたのです。それがひと月ほど前イミズ軍に襲おそわれました。住民の一部は砦に避難させましたが、それでも多くの国民が……」

「……酷い……」

　破は壊かいされた風景に真羽が呟く。声も身体も震ふるえているが、それでも目を逸そらさずに見つめている。彼女の傍らに近づいた征臣が、ふと足を止める。

「焼やき払はらったのもイミズ軍で間違いない？」

「え？　は、はい」

　征臣がそっちと話すのなら、真羽を勇気づけるのは自分──そう考えて大駕は震える肩に手を置いた。

「落ち着けよ」

「あ……ありがとう、大駕くん」

「俺たちはずっと一緒だ。俺と征臣が、絶対に守ってやる。約束だ」

「う、うん」

　笑いかけると真羽も笑顔を作って頷うなずき、止めていた歩みを再開する。

「教えてもらった限り、ラウフラムは小さな国だ。交通や軍事の要よう衝しようという訳でもない。イミズ軍が攻めてくるのなら何か目的があるはず。強い側がわざわざ攻め寄せ、奪うばったはずの土地を支配せずに、自分たちも利用できないよう火を放つのは理に適かなわない」

　一方の征臣も歩きながらティモンに質問を続けている。

「さあ。僕には何とも。何しろ相手とは交こう渉しようの余地もありません。急いで城塞に避ひ難なんするのが精一杯でしたし……」

「おいっ！」

　大駕がいきなり叫び、ティモンの言葉を打ち切る。

　街道の向こうに、人ひと影かげを見つけたのだ。

「敵か？」

　征臣も腰の剣に手を伸のばす。

「あの雰囲気は、違うな」

　緊張していた大駕の身体から力が抜ぬける。

　確かに十数人の人間がひと塊かたまりになって歩いている。しかし、イミズ軍のシンボルとも言える赤一色の鎧を身に着けていない。ぼろぼろにすり切れたみすぼらしい衣服を纏まとった集団だ。しかも、半分以上が女性で中には小さな子の手を引いている者、赤子を胸に抱いている者もいる。子連れは全員、ラウフラムの女性だった。

　向こうもこちらに気づいたようで、何か話し合った後に先頭の女性が大きく両手で輪を描きながら近づいてくる。ティモンによれば向こうの世界での白旗と同じで、争あらそう意思のない事を示すものだと言う。

「あれは？」

　征臣が問いかける。

「流民──国や土地を失い、放ほう浪ろうする者たちです」

　長く戦乱が続いているのなら、征せい服ふくされ、併へい合ごうされるばかりとは限らない。街を焼かれ、土地を奪われ、あるいは蹂躙される前に自ら逃げ出した者も出てくる。

「ラウフラムはまだ国を保ってますし、シャムリーの彩芽様と戦士頭であるフィルゲン様の力で持ちこたえていますが、あのような者たちは昨今珍しくありません」

　距離が詰つまると、彼女の姿がはっきりと認識できた。大駕や征臣と同年代の少女だ。肩に掛からぬ長さにざっくりと切った髪の色は黒、左右の瞳は同じ鳶とび色いろ──ウーティシオの人間だった。他にもはたち過ぎくらいのウーティシオの女性がふたりいるが、様子からすると最年少の彼女が全体のリーダーらしい。

「あなた方は、ラウフラムの方ですか？」

　訊たずねられても大駕と征臣は顔を見合わせる事しかできない。その国に身を寄せているが、現状では単なる食しよつ客かくだ。

「そうだが、そちらは？」

　だから、進み出て答えたのはティモンだ。大駕に接する時とは違う堂々とした──言い換かえれば威い圧あつ的てきな態度だった。右手は、既すでに剣の柄つかに掛かっている。
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「わたしたちは国を失い、東方から流れてきた流民。見ての通り女子供と年寄りばかりで、もう旅も限界です。ラウフラムは慈じ悲ひ深ぶかいシャムリーが治める国と耳にしています。どうか受け入れていただけないでしょうか？」

「残念だが、それには応じられない」

　ティモンの即そく答とうに、幾いく人にんかの流民ががっくり膝ひざを折る。嘆なげきの声を上げるほどの元気ももう残っていないのだ。

　真羽は出がけに借りた水すい筒とうを手に、流民たちに駆け寄る。

「あの。これ少しだけですけど、とりあえず……」

　子供連れの女性は日本語が通じないのか。リーダー格の少女から小声で通訳されると何度も何度も拝むように頭を下げ、受け取った水筒を幼い我が子こに手て渡わたす。ふたり、三人と回し飲みで空になった水筒が真羽に戻ってくる。他の流民たちが懇願の眼まな差ざしを真羽に、そして背後にいる大駕やティモンへと向ける。

「おい。どうにかならないのかよ？」

　自分たち三人は言わば居い候そうろうの身。彩芽の厚意に甘えて寝しん食しよくの世話を受けているのだから、何かを要求できる立場でないのは理解している。それでも大駕は訊ねてしまった。

「ラウフラムの現状は、ジリ貧の籠ろう城じよう戦せんだ」

　押おし殺ころした表情で首を振ふるティモンに代わり、征臣が説明した。

　劣勢の側が戦力の密度を上げるため、後退して守りを固めるのは定石に適っている。だが周辺の農地を放置して首都に立てこもるというのは、決定的な敗北と死を一日延ばしにするだけでしかない。非戦せん闘とう員を守る事はできても、食料などの不足が生じる。

　イミズ軍が長い遠えん征せいをしているのなら、向こうの兵量が先に尽きる可能性がある。同盟国や砦の外に配した予備兵力があるのなら、敵を包囲したり挟きよう撃げきする事もできる。だが、ラウフラムの現状にはどちらも当てはまらない。イミズは隣りん国ごくだし至近に大規模な拠きよ点てんを作っている。恐らくは外からの援えん軍ぐんも期待できない。

「お願いします！　何とか……子供連れの者だけでも……」

　跪ひざまずいたまま、黒くろ髪かみの少女が懇願する。旅りよ塵じんに塗れてはいるが瞳には強い光が宿り、真っ直ぐに大駕たちを見つめている。

「えーと……あんた」

「京みやこ──慈じ恵けい院いん京と言います」

　リーダー格の少女が名乗る。毅き然ぜんとした意志のある声だ。

「京さんか。向こうの世界の人間だよな？　俺たちはこっち来たばかりで、今のところ居候みたいなモンだ。何の権限もない。だから一緒に頼たのむだけしかできない。ごめんな」

　そう言うと、大駕はティモンに向き直って頭を下げた。

「頼む！　ラウフラムのために戦えっていうなら！　言う通りにする。だから、この人たちを助けてくれないか？」

「……自分には返答する資格がありません。水だけなら分わけ与あたえられるかも知れませんが、食料の供給は……ましてや受け入れる事は……」

　ティモンは目を伏ふせ首を振るだけだ。

「大駕の言っているのは、単なる理想論だ」

　更に征臣が大駕に追い打ちをかける。

「国を失い、飢うえて彷徨さまよっているのはこの人たちだけじゃない。しかもラウフラムにも余よ裕ゆうはない。今、一〇人かそこらに一時の同情で手を差さし伸べて、これから先ここに来た難民を全員受け入れられるか？　そうでなければ不公平で、安易な自己満足だろう？」

「ンな事知るかよ！　現に今、俺たちの目の前にいるのはこの人たちだ！」

　征臣の主張は理解できる。それでも大駕はこう言うしかない。

「冷静になれ、大駕。僕たちがいるのは、日本じゃない。飢えも、殺し合いも、ごく身近に存在している世界なんだ」

「ここがどこでも、俺は神かみ和わ住ずみ大駕でお前は舘たて征臣だ！　急に違う人間になれっかよ！」

　そうだ。違う世界だ。半ば偶ぐう然ぜんとは言え、既に他人を手にかけてしまった。

　だが、それでも変わらない。変わりたくない。

　大駕たちの口論を余よ所そに、流民たちは顔を寄せてひそひそと話し合っている。ガルムガクスの言葉なので意味はつかめないが、ティモンが顔色を変えて何か口走る。もちろん、それもガルムガクス語だ。

「何を言ったんですか？」

　ティモンではなく京に、征臣は訪ねる。

「ラウフラムが受け入れてくれないのなら、イミズラムに向かおうかと。強い国という噂うわさですから余裕があるかも知れませんし……。来る途と中ちゆうであの国の斥せつ候こうらしい人影も見かけましたし」

「そ、その……イミズ軍に身を寄せるのはお勧すすめできないと……。確かに我が国でも引き受けかねますが、あそこは……。特に若い女性を含ふくむ流民であれば……」

　詰きつ問もんするような征臣の視線を受け、ティモンが言葉を濁にごす。

「確かに俺も賛成できない。連中は意味もなく村を焼いたり、女子供に手を掛けたりするような奴らだ。だからこそ、何とかラウフラムで──」

「ひゃあははぁっ！　いたぜ！」

　大駕の疑問は、甲かん高だかい笑い声で遮さえぎられた。

　視線を向けると、荒あれた街道の先に二〇人ほどの一団が固まっている。流民とは違う、赤い鎧をまとい、武装した男たち。

　その中にひとり、明らかに異質な存在が混じっていた。

「……あれが……？」

「奴らの将、イミズです」

　ティモンに訊ねたのは形式的なものだ。敵軍の中に別格の存在が混じっているのはひと目でわかった。

　四人がかりの輿こしに座すわっていたからだ。

　担かつがせられているのは、既に服とも呼べない襤ぼ褸ろだけを身に着けた、痩やせて汚よごれたガルムガクス人の男性だ。全員、首輪と鎖くさりで輿そのものに繋つながれている。

　着座の姿勢でもわかる体格は、大駕よりも更にひと回り大きな鍛きたえられた筋肉質だ。しかも成長の途と上じようではなく完成し、まだ衰おとろえは始まっていない理想的な状態。幅はば広ひろで盛り上がった肩の上に乗っているのは、無造作に伸ばした髪と野や卑ひな表情の顔だ。

「……間違いない。写真で見たのと同じだ。ただ、雰ふん囲い気きはかなり変わっているけど」

「あんな奴に、困ってる人を預ける気にゃなれねえな」

「それは同感だ」

　大駕と征臣は一歩前に進み出た。目配せで下がらせた真羽をティモンに守らせる。

「ひぃ、ふぅ、みぃの……女が四人もいるとはな。偵てい察さつ出だしといて良かったぜ！」

　輿の上から女性の──ウーティシオの女だけを数えて射水が笑う。陽気と呼ぶにはあまりに驕きよう慢まんな蛮ばん声せいだった。

「てめえが射水元もと保やすだな？　まず降りろ！　その人たちを苦しめるな！」

「降りろ？　何で？　俺は強えんだ。強い奴はどんな勝手をしてもいいんだよ、この世界じゃな！　てめえら、ラウフラムに来たってシャムリーだな？」

「ああ。そうだ！」

「来たばっかりじゃわかんねえか？　こっちのルールをよ！」

　輿の上で立ち上がり、大駕たちを見下ろしながら叫ぶ。

「確かに俺は向こうでも強かった。だけどな。あっちでちょっと殴り合い取っ組み合いが上手だからって何になるよ？　ファイトマネーなんてたかが知れてる。俺が客の前で痛い思いして稼かせいでも、事務室でパソコンとかいじってる奴らに上前撥はねられるんだ！」

　興奮が射水の口調を早く、強く変えていく。

「向こうじゃそれでもいいと思ってた。生まれ持った力を鍛えて本当の強さを手に入れる、それが人間の本来の生き方じゃねえか──そんな間ま抜ぬけな事考えてたのさ。けど、こっち来てわかった！　本当の強さ、本来の生き方っていうなら、戦って勝った奴が他人を支配する、好き勝手にやるってのが自然な事なんだってな！」

「そんな下らねえ考えで戦争やってんのかよ、あんたは！」

「ああ、そうさ！　強い奴が欲ほしいモンを欲しいだけ取る！　邪じや魔まな奴はブチ殺す！　それのどこが悪い？」

「何から何まで悪いに決まってるだろうが！」

「向こうの馬ば鹿かなお道徳で育てられたガキなら、そう言うのが精一杯だろうな。だからこんな怖こわい世界から逃げて、お家帰りたいってかぁ？」

「あんたも最初は、ラウフラムの王様と仲良くやってたって話を聞いた。力に任せて好き勝手やるだけじゃなく、何か理想があったんじゃないのかよ！」

「ンな面倒な代しろ物もの、いつまでも抱えてられっかよ！　お子様にゃ難しいかぁ？」

　高所から嘲あざけりの声が降り注ぐ。

　思わず握にぎりしめた拳こぶしの中で、爪つめが己の皮ひ膚ふに食いこんでいく。

「大駕、冷静になれ。安い挑ちよう発はつに乗るな」

「……ああ、わかってる」

　射水への怒いかりが抑えられないのも事実だが、無む為いに言葉をぶつけ合っていた訳ではない。

　大駕が作った時間を使い、少しずつ目立たないように真羽と流民たちは後退しているし、征臣は敵軍の陣じん営えいを観察している。

　全員がシャムリーとは限らないが、ウーティシオ人だけで固められた精せい鋭えい部隊だ。しかし二〇人という少人数である事を考えると、ラウフラム侵攻のための行軍ではない。恐らくは流民を──女を捕とらえるために射水本人が乗り出してきたのだ。

「どうする？　僕たちの〈武具〉なら、この場を突とつ破ぱして逃げられるけど……」

　やはり剣を抜いた征臣が小声で訊ねる。

　飛竜ワイバーンは征臣自身以外にふたりを運べる。射水が出す戦車には用心する必要があるが、四人だけなら飛んで逃げられる。戦力差を考えれば、この遭そう遇ぐうは情報収集を成果として一いつ旦たん退くというのはひとつの選せん択たく肢しだ。

　だが、それでは流民たちを見捨てる事になる。

「できるなら、一気に頭を潰つぶす。それが駄目なら、次の手を考える！」

「大駕ならそういうと思ったよ。必ずしも、最善手ではないけど、もっといい選択肢がある訳でもないしな」

　不敵に笑う大駕に、征臣も笑った。

　投手でも打者でも、ひとりの名選手に頼たよったワンマンチームと戦う時はまずそいつを攻こう略りやくする。精神的支柱をへし折れば、相手は実力を発揮できずに瓦が解かいするのだから。

「相手の実力がわかんねえから、ヤバいのは百も承知だ。けど、射水本人が目の前にいるってのはチャンスだぜ」

「そっちの、覚悟はできているのか？」

　小声で征臣に告げると、やはり顰しかめた声で問いが返ってくる。

　口くち唇びるを硬く結び、無言で頷く。

　前回は自衛のため、緊きん急きゆう避ひ難なんであり、死なせてしまったのは半ば事故だ。

　だが、今は違う。

　明確な意志──殺意を込めて戦う事ができるのかと訊ねたのだ。

　本来なら死を忌き避ひする気持ちが強いのは征臣の方なのに、自身はもう決意を済ませているかのような口振りで訊ねるのは、大駕を逡しゆん巡じゆんさせないため。

　ずっとバッテリーを組んでいた。その程度の気き遣づかいはわかる。

　鎧も身につけていない。頼りになるのは己の〈武具〉だけだ。数も向こうが一〇倍。

　勝ち目は薄いが、それでも敵の首しゆ魁かいが眼前にいるという好機。

　射水を倒たおせば──殺せばラウフラムの苦境は救える。

「流民と、連中と一緒にいる女は逃がすな。絶対に生かして捕らえろ。ガキがふたり混じってるが、胎はらめねえ歳としじゃねえ。男には用がないから殺せ！」

　機を窺うかがうふたりには構わず、射水が大声で命じる。

　赤い鎧の兵士たちが早足で散開し、大駕たちの退路を断たとうとする。

「……わかりやすい下衆だな、あんた」

　ティモンが流民たちに警告した意味がわかり、大駕は唾つばを吐はき捨すてた。射水が自らの邪じや悪あくさをはっきり体現している事に安あん堵どする。

　こいつならば──ためらわずに討うてる。

「行くぜ、征臣！」

「ああ」

　大駕は意識を集中させる。

　この数日で何度も試ためしたし、先せん輩ぱいである彩芽からもコツは教わった。

　まず己の〈武具〉を明確に思おもい描えがく。天馬ペガサスの形だけでなく、息づかい、肌に表れる血潮の脈動、体温──その全すべてと、更にそれに跨またがった己の姿をイメージする。大駕の場合は尻しりの辺りから押し上あげられ、持ち上げられる視界を、鐙あぶみと手た綱づなに触ふれる手足を自らに感じさせる。

　両足の間から天馬ペガサスが顕けん現げんして高らかな嘶いななきを上げる。

　操あやつり、駆かるという意識さえない。既に己が肉体の一部、自身の延長として大駕は天馬ペガサスを認識し、四つの蹄ひづめが踏ふみしめる大地も、純白の翼つばさが胎む空気も実感できる。

　左手には、陽光を受けてまばゆく輝かがやく長剣。

「てめぇっ！」

　イミズ軍の先頭にいる小男が構えると、両手の間にアサルトライフルが出現する。

　奇き襲しゆうのために、射程の長い〈武具〉を秘していたのだ。銃じゆう口こうが大駕に向く。

　だが、次の瞬しゆん間かん男の肩かた口ぐちから真っ赤な血が吹き上がり、首が千切れて地に落ちる。

　ライフルも幻まぼろしのように薄れ滲にじんで消失する。

　征臣が飛竜ワイバーンを小男の至近──可能な最大距離に実体化させ、奇襲したのだ。

　後から降りる事は可能でも、天馬ペガサスと大駕は触れあう形でしか出現させられない。しかし、飛竜ワイバーンは征臣の視界内であれば八、九メートル離れていても発現できるのだ。

「ひぃいいいっ！」

　現れた怪かい物ぶつにイミズ軍の陣じん形けいが乱れる。

　その隙すきに、戻った飛竜ワイバーンの背に征臣は跨った。鞍くら、鐙、手綱──馬具に当たるものは何ひとつないのに、神経が繋がっているかのような安定した騎き乗じようだ。離れられるが、距離を置けばそれだけ制せい御ぎよが難しいのも実証済み。

「高さを維い持じした上で、敵軍に突っこんで乱戦に持ちこもう！」

「何でだよ？　距離取った方がよくねえか？」

「射水の狙いは、女だ」

「なるほどな！」

　そのひと言で征臣の意図は把握した。一いち撃げき離り脱だつのために空に上がれば、その隙に流民たちが捕らえられ、人ひと質じちにされる恐れもある。目的が生きたまま女を捕らえる事なら、戦場を混乱させた方が流民を傷つけたり同どう士し討うちになる事を恐れて敵の動きも鈍るはず。

「みんな逃げろ！　真羽とティモンさんもだ！」

　浮き足あし立だつ赤い鎧の一団に躍おどりかかり、叫ぶ。

「みなさん、こっちに！」

「は、はいっ！」

　大きく手を振って声を上げる真羽に、京が答える。覚悟を決めたのか、ティモンも剣を構え、集まってくる流民を守っていた。

「待てよ、この野や郎ろう！」

　追いかけてきたイミズ兵のひとりが、子供を抱えた女性の背に手を伸ばす。

　大駕は上空からその間に割って入る。遠い間合いで剣を振るうまでもない。天馬ペガサスの前まえ肢あしが男の胸を蹴けり抜く。

「おごっ！」

　吹き飛ばされた男は数メートルも転がり、倒れたまま痙けい攣れんするだけ。

　前もって征臣から助言されていた戦法だった。

　イミズ軍の防具は分厚い鋼鉄製だ。刀や槍やりなどの刃物は通じにくい。〈武具〉の剣は普通の武器より切れ味鋭く、刃こぼれする事もないが、鋼鉄を撫なで斬ぎりにできる訳ではない。

　剣よりは鈍どん器き──例えば馬の蹄で殴りつけた方が効果的だ。刃が届かなくても衝しよう撃げきは伝わるし、全身丸ごと跳はね飛ばせば鎧の硬さなど意味を持たない。バイクに撥ねられるようなものだ。

　ラウフラム軍とは別の意味でイミズ軍も統とう率そつが取れていない。一応流民や真羽を包囲する形で広がっているが、襲いかかって来るのはバラバラだ。突出した敵に目をつけ、他の敵に向けて蹴り飛ばす。仲間を受け止めてもうひとりの敵が尻しり餅もちをつく。

「へへ……。面おも白しれえじゃねえか。俺が相手してやるぜ！」

　腕に覚えがあるのか。敵の中でも巨きよ躯くの男が歩み出る。他の兵士たちと違ちがい、剣を帯びていない。ただのウーティシオ人ではなくシャムリーだ。

　掲かかげた手の中に光が迸ほとばしり、像を結ぶ。巨きよ大だいな槍だ。二メートルを超こえる長さで、穂ほ先さきからはいくつもの枝が伸び、奇き怪かいにねじ曲がっていた。

「ガキが！　調子に乗るんじゃねえぞ！」

　突きだした槍の先せん端たんが、変形しながら伸びた。

「くっ！」

　予期せぬ攻こう撃げきを空中に逃のがれて躱かわす。銀に輝く刃が、大駕の上じよう腕わんを掠かすめて赤い線を引く。

「ははははははっ！　天馬ペガサスなんてのはカッコつけても牙きばも爪もねえ！　ただ逃げる羽根があるだけだろうが！」

「偉えらぶってるつもりなんか……ねえよ！」

　枝分かれした無数の切っ先が、うねる蛇へびの群れのように空中の大駕と天馬ペガサスを包囲する。

　しかし天馬ペガサスは体を捻ひねり、ぎりぎりの見切りで刃を回かい避ひする。大駕が振るう剣が延長された穂先を払いのけ、打うち砕くだく。

「がっ！」

〈武具〉の破損に、兵士の顔が歪ゆがむ。

　確かに天馬ペガサスそのものには噛かみ砕く牙もない。引ひき裂さく爪もない。

　しかし騎乗する大駕は武器を手にしている。

　比ひ喩ゆではなく、文字通りの人馬一体。手綱はただ身体を支えるだけ。天馬ペガサスは大駕の意志どころか反射に呼応して自身の肉体と同様に動く。

「うぉおおおっ！」

　叫びながら、刃が描くアラベスクをかいくぐり、螺ら旋せんを描いて急降下する。

「ひっ！」

　男の顔が青ざめ、腕が縮こまる。自在に蠢うごめいていた槍の穂先が硬こう直ちよくする。

　牙は持たなくても、馬の巨きよ体たいそのものが人間にとっては脅きよう威いだ。

　着地はしない。低空ぎりぎりで翼を広げて減速し、鎧のない上腕へと剣を振り下ろす。

　ごり──嫌いやな感かん触しよくが柄から伝わってくる。

「あぎゃああああっ！」

　悲鳴が耳を犯おかし、返り血が白い馬体と大駕自身を汚した。

　この男の槍は腕力で振るうのではなく〈武具〉として自在に変形する。片腕を切り落としたところで、戦力を削けずった事にはならない。

「悪ぃな」

　短く宣告し、大駕は返す刀を男の眉み間けんに叩たたきつけた。

　そのまま急きゆう上じよう昇しようし、倒れたシャムリーを眼下に見下ろす。

　全員を天馬ペガサスの蹴撃で片付けた方が楽だ。敵の肉を切り、刃が骨で止まる手て応ごたえも感じずに済む。

　だからこそ、大駕は敢あえて剣を振るった。

　決意した己自身を綺き麗れいで安全なところへ置きたくはない。戦って生き抜くという事は、傷つけ、殺し、相手の血と怨えん嗟さを浴び続けるという事なのだから。

〈武具〉である剣は己の肉体の延長だ。

　血の熱さ、粘ねばり。肉の柔やわらかさ、骨の硬さ。全てが皮膚の感覚と同様に伝わってくる。

　勝利が、生が、この先にしか待っていないというのなら、立ち止まりはしない。

　歯を食いしばって受け止めながら、前へ進む。

　目の前にいるのは、競技の上での「敵」ではない。

　倒したい、許せない──悪だ。

　そして人間だ。

「うぉあああああっ！」

　胃の奥おくから上じよう昇しようしてくる不快感を強ごう引いんに飲み下し、逡巡と決意の隙すき間まを、敵の群れの中を、大駕は雄お叫たけびを上げて駆け抜ける。

　その感情に応えるように、天馬ペガサスも高らかに嘶く。翼が力強く羽ばたく。

　征臣も飛竜ワイバーンを駆く使しして戦っていた。

　地表近くで翼を広げ、流民に迫せまろうとする敵を阻む。

「ガキがぁっ！」

　飛竜ワイバーンが降下した隙を逃さず、イミズ軍のシャムリーが飛びかかる。

　手の中に出現したのは髑どく髏ろの意い匠しようで飾かざられた両手持ちの大鎌がま。

　思い切り振りかぶり、長く伸びた首へと振り下ろす。

　しかし、飛竜ワイバーンは最小の挙動でそれをかわす。

　死神の絵に描かれる鎌は現実の戦場で用いられた武器ではない。即すなわち、洗練された実用的な品ではなく、バランスが悪いという事だ。人の幻げん想そうと都合から生まれた征臣の飛竜ワイバーンが空想通りの能力を持つように、〈武具〉であっても大鎌は形状から自由ではない。

　体勢が崩れた敵兵へ、一度引いた首が伸びる。獰どう猛もうな顎あごが唾だ液えきの糸を引いて開き、肩口ごと首筋の肉を噛みちぎる。

　抉えぐり取とられた頸けい動どう脈みやくから真っ赤な血が吹き出す。

　獣けものめいた悲鳴を上げ、赤色を振りまきながらのたうった男は、数秒後に絶息した。

　征臣は攻撃の手を休めない。

　反はん撃げきを受けぬように上昇しながら、尾おの先端の棘とげを別の敵兵へと突き刺さす。

　腹を抉られた敵は吐と血けつしながら倒れる。全身が痙攣し、肌がどす黒い土気色へと変わっていく。外傷と失血によるショックだけではない。毒だ。

　本物のドラゴンとの差別化のため、伝承を持たぬ怪物である飛竜ワイバーンに人間が与えた禍まが々まがしい能力。神こう々ごうしさはなく、より邪悪であるための力。

　変色した死体を飛竜ワイバーンの右足が掴んで拾い上げ、左の爪が傷口を抉り、広げる。異い臭しゆうを放つ赤黒い臓物が垂れ下がる。ぼろぼろになり、舌をだらりとはみ出させた亡なき骸がらを、まだ生きている敵兵目め掛がけて放ほうり投なげる。

「ひいっ！」

　さっきまで仲間だった汚お物ぶつを、誰だれもが避よける。

「どうした？　まだ来る気か？　僕はもうお前たちの仲間を手に掛かけている。今さら人殺しに躊ちゆう躇ちよはしない！」

　翼のひと扇あおぎで風を起こして上昇し、高みから見下ろしながら征臣は告げた。爪に引っかかって残っていた腸の破は片へんが飛んで、イミズ兵の顔にべちゃりと張り付いた。

「ひ……ひぃいい……っ！」

　恐きよう慌こうを起こした敵兵たちが、よろけるように走り出す。

　乱戦に持ちこむのは作戦のうちでも数の劣勢は変わらない。ひとりふたりを食い止めている間に、残りの敵が流民や真羽たちへと迫る事は充じゆう分ぶんにあり得る。

　だから征臣は敢えて残ざん虐ぎやくな殺し方と飛竜ワイバーンの異様さを見せつけ、敵軍に恐きよう怖ふを与える。

　武装が強力でも統率が取れていない軍隊が恐慌を起こせば、数の多さこそが枷かせになる。

　逃にげる敵兵に紛まぎれて射水に迫る征臣に、大駕も追つい随ずいする。

　まだ発現していない射水の武具は戦車。対してこちらは天馬ペガサスと飛竜ワイバーン。

　相手の装そう甲こうを打ち破るのは難しいだろうが、敵の武器もこちらに対して有効ではない。勝てないまでも「噛みあわない」状態を作り出して翻ほん弄ろうすれば、機動性で優まさるこちらに勝機がある──敵が戦車と知った時に、この事は打ち合わせ済みだ。

　家族を殺され、しかも犯人を憎にくむ以上に自らの浅せん慮りよを責める征臣だ。望んで敵を殺しているはずがない。最も効果的だと判断した上での、苦く渋じゆうの決断だろう。感情を押し殺した表情からも伝わってくる。

　ならば友のためにもこの戦いを速そつ攻こうで終わらせる。

　そのために、首領を討つ。

　この手で、倒す。

「悪いな、征臣！　奴は、俺が潰すぜ！」

　宣言し、天馬ペガサスで飛竜ワイバーンを追おい越こす。

　これ以上、征臣の手を血に染めさせたくない。

　格かく闘とう家かとしての自負か、油断か。

　射水はまだ〈武具〉を実体化させていない。

　このまま一気に！

　肉にく薄はくする大駕の目の前で、射水の周囲で光点が駆け巡めぐり、直線的なフレームを描き出す。瞬またたく間まに線と線の間かん隙げきを暗緑色が埋うめ尽くし、実体化する。

　虚こ空くうに生まれた質量が、輿を支えていた四人をそのまま押しつぶす。赤黒いものが無限軌き道どうに踏みしだかれ、四方へ流れる。

　ふたりはその兵器の名を知らない。

　だが、征臣は形状から用よう途とを理解した。

　装甲された車体に砲塔。ただしそこから伸びているのは長大な戦せん車しや砲ほうではない。普通の戦車ならば大砲がある位置には丸いレーダー、その両りよう脇わきには上下に広い可動角を持つ砲身が束ねられ、ミサイルの発射筒とうも備えている。

　己と同等の装甲や火力を持つ敵とぶつかり、戦線を押し上げていくためのものではない。空を征いく敵を射落とすための対空自走砲。

　知識のある者なら、機種名まで即答できただろう。

　２Ｋ22ツングースカ──それが、かつてソ連で開発されたこの兵器の名だった。

「危ない、大駕！　避けろ！」

　征臣にして咄とつ嗟さに叫ぶのが限界だった。

　大駕の天馬ペガサスは上昇した。相手が戦車なら上が死角。そうとしか判断できなかった。

　しかし三〇ミリ連装機関砲の砲身は、大きな仰ぎよう角かくを取ってそれを追つい尾びする。毎分三九〇〇発の砲声はリズムを刻まない。滑なめらかに連なる重い振しん動どう音おんだ。紙かみ吹雪ふぶきのようにまき散らされる薬やつ莢きようは空中に滲んで消しよう滅めつする。

　天馬ペガサスの腹に、翼に、数発の砲弾が命中する。

　白い馬体が鮮せん血けつに染まる。

「がはぁっ！」

　下腹から脳天まで衝撃が突き上げてくる。

　顕現した〈武具〉は通常の物体と同じだ。見る事も触さわる事もできるし、重さもある。天ペガ馬サスならば体温も、息の匂においや湿しめり気けもある。

　だが完全に独立した別個の生物ではなく、あくまでも大駕から生み出されたもの。いや、不可視の絆きずなで繋がっている大駕自身の一部だ。天馬ペガサスが受けたダメージはそのまま本体へと伝わる。
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　直ちよく撃げきでこそないが、一発は大駕自身の脚あしもかすめている。それ以上に天馬ペガサスへの命中弾の方が強きよう烈れつだった。腹に灼やけた鉄てつ杭くいを差しこまれ、内臓をかき混ぜられているような感触。視界が真っ赤に染まり、口中に鉄錆さびの味が溢あふれる。

　まだだ！

　薄うすれかけた意識を集中し、歯を食いしばり、懸けん命めいに手綱を引き寄せ、剣を握る手に力を込める。

　征臣が教えてくれた。天馬ペガサスは勇者の乗り物だと。

　だったら俺はこんなところで墜おちたり逃げたりする訳にはいかない。

　絶対に真羽を──武器を持たない人たちを守り抜く！

　大駕の意志に応えて天馬ペガサスが両りよう翼よくを羽ばたかせる。純白の身体が高らかに舞まい上がる。

　だが、それが限界だった。

　ダメージを受けた天馬ペガサスは実体を維持できない。空気に滲んで消えていく。イミズ軍を見下ろす視界が薄れ、霞かすんでいく。

　ふわり。

　支えを失った身体は重力に引かれて落ちて行く。

「大駕────っ！」

　征臣の飛竜ワイバーンが急きゆう迫はくし、墜つい落らくの大駕を右の爪に捕らえる。そのまま翼で地を擦こすって急上昇し、不規則な螺旋を描きながら上昇する。ツングースカの対空砲を避けるためだ。

「てめえら、何ぼんやりしてんだ！　さっさと女どもをとっつかまえろ！」

　金属的に加工された射水の声が、配下を叱しつ責せきする。

　優勢を取り戻したからか。それとも飛竜ワイバーンや天馬ペガサス以上に射水の対空自走砲を恐おそれているのか。さっきまで壊かい走そうしていた赤い軍団が踵きびすを返し、もう一度流民たちに襲いかかる。

「み、皆みなの者っ、逃げなさいっ！」

　立ちはだかり、守ろうとしたティモンは敵シャムリーが振り下おろした戦せん斧ぷで袈け裟さ斬ぎりにされて倒れた。

　逃げ惑まどう男の背には容よう赦しやない刃やいばが振り下ろされ、女は髪や衣服を掴まれて引き倒される。

「ガルムガクスのは構わねえが、あっちの女は大切に扱あつかえよ。射水さんのモンだからな！」

「わかってるって。でもよ、これは不ふ可か抗こう力りよくって奴だろ？」

　笑いながら、敵兵が京の後ろ襟えりを掴んだまま、前方へと突き飛とばす。勢いで粗そ末まつな服が脱ぬげ、半はん裸らのまま地面に転がる。

「大だい丈じよう夫ぶっ！」

　咄嗟に駆け寄よった真羽が、京を抱だき起おこす。

「平気よ」

　怯おびえも恐れもない。真羽に奇き妙みような既き視し感かんを呼び起こす、不思議な瞳の光だった。




「も……戻れ、征臣……真羽が……。あの人たちが……」

　飛竜ワイバーンの爪に掴まれたまま大駕は訴うつたえる。

「駄だ目めだ！　今戻っても勝ち目はない。一時撤てつ退たいする！」

　あくまで冷静に告げる征臣を強引に振りほどいてでも戻りたい。

　だが、それだけの力がない。息を声に変えるだけでも精一杯だ。

「くそ……っ！　何で……何であんな戦車……」

「詳しくは僕ぼくもわからない。あれは戦車じゃなくて対空自走砲って奴だ」

「どう、すりゃ……そんなモンが出てくるんだよ……畜ちく生しよう……っ！」

　悪態を吐く声も途と切ぎれとぎれになってしまう。

「たまたま何かで見た事があるんだろう。大駕の天馬ペガサスと一いつ緒しよで。僕のミスだ。戦車という言葉に頼って、楽観的な推測をしてしまった」

　射水の〈武具〉がいわゆる戦車──ＭＢＴでなく対空自走砲だった時点で、素す早ばやく飛べる方が有利という思いこみは覆くつがえされた。しかも大駕はダメージを負って動けない。こんな状態で立ち向かうのは文字通り自殺行こう為いでしかない。

　それよりは撤退して治ち療りようし、対たい抗こう策さくを考えて再戦を挑んだ方がまだしも勝ち目がある。

　理性では大駕もわかっている。

　だが、感情が納なつ得とくしない。なのに全身は激痛で痺しびれ、飛竜ワイバーンの爪を振りほどけない。

　射水の目的は女性を手に入れる事。ウーティシオの女は大事に扱えと兵士たちも言っていた。ここで逃げても、真羽の命は多分無事だ。

　命だけは──。

　考えられたのはそこまでだ。流血にも似た消耗が激痛を上回り、大駕の意識は冷たい暗くら闇やみに沈しずんでいった。




「あいつら逃げましたよ！」

　真羽を押さえつけた兵士が、空いている片手で空を指差す。

　上昇した飛竜ワイバーンが小さな点になって消えるのを、真羽も不自由な体勢のまま見上げていた。

「放っとけ！　あんなガキ、その気になりゃあいつでもブチ殺せる。俺の敵じゃねえよ。ケツまくって逃げ出したんだ。もう刃は向むかったりしねえだろうさ！」

　砲塔のハッチから上半身を出し、射水が笑う。

「……逃げたんじゃない……」

「あン？」

　思わず呟いた小声に、男が眉まゆをしかめる。

「大駕くんも征臣くんも、逃げたんじゃない。あなたたちみたいな人に、絶対負けたりしない！」

「何言ってやがるんだ？　この女！」

「あっ！」

　乱暴に地面に突き飛ばされ、更に足あし蹴げにされる。焼け跡の土の苦みが口の中に飛びこむ。

「もうそんな事言う権利なんかねえんだよ！　お前らは俺たちのモンだ！」

「違う……。違うもん！」

　心細い。守ってくれる人は側にいない。大駕たちみたいな力も持っていない。

　それでも真羽は戦える。真羽の戦い方がある。

　投げ出さない事、折れず挫くじけず、戦場に立つ者を信じる事。

　自分ではグラウンドには立てない、大駕と征臣のプレイを見守る以外にできない真羽が、ずっと続けてきた戦いだ。あのふたりは怖くて逃げたのではない。大駕がダメージを受けたから、征臣が冷静に判断して一時の撤退を選んだだけ。

「大駕君は絶対に諦めない。助けに来てくれる。わたしだけじゃなく、他のみんなも！　だから皆さんも勇気を出して！」

　打ちひしがれている周囲の流民たちに呼びかける。

　これも、今の真羽に出来る戦いだ。

「うるせえってん──」

　罵ののしる男の声が途切れた。頭そのものが消失したのだ。

「きゃあああああっ！」

　誰かの悲鳴が響いた。

　頭部が爆はぜ真っ赤な血が、潰れた皮膚や筋肉が、柔らかい脳が、砕けた骨片が周囲にばら撒まかれる。首を失った男が倒れる。

　射水の〈武具〉から発射された機き関かん砲ほう弾だんが、男を直撃したのだ。

　男の肉体だった汚物に塗まみれ、それでも真羽は叫さけばなかった。いや、叫べなかった。

　ガルムガクスに来てから一度ならず人の死を目にしてきた。慣れた訳ではない。切ったり刺したりするのではなく、人体そのものを粉ふん砕さいする破壊は彼女の常識を超えていた。恐怖を遥はるかに上回る驚きよう愕がくが、彼女から反応を奪った。

　重苦しいエンジン音を響かせて数メートル前進すると、出現のプロセスを逆転させる形で２Ｋ22ツングースカは消失した。

　空中に浮き上がった状態から、射水が飛び降りて着地する。

「ガルムガクスの人間モドキどもはどう扱っても構わねえ。お前らの取り分にしたっていいんだ。だけどな、ウーティシオの女は俺の──俺だけのモンだ。わかるか？」

「は、はいっ！」

　兵士たちは怯えた顔で、捕らえた女たちに縄なわや鎖を掛け、引き立てる。

　放心する真羽に男の手が伸びるよりも早く、優やさしい腕うでが彼女を支えて立ち上がらせた。

「大丈夫？」

「え……は、はい……」

　顔や髪を汚す血を拭ぬぐったのは、京だ。放心からの回復と同時に、嘔おう吐と感が真羽を襲う。血臭しゆうが鼻び孔こうはもちろん、皮膚から直接身体を犯し、染しみこんでくる。

「……う……っ！」

　口元を押さえて堪こらえる。皆に勇気を出すように呼びかけた自分が、弱いところを見せる訳にはいかない。

　前例がないと言われても、真羽の望みは帰る事だ。

　あちらの世界でも人は死ぬ。殺される事だってある。それは征臣の姉・佳か織おりの一件で実感している。

　それでも、殺し殺されるのを当たり前として受け入れたくはない。

　大駕や征臣が生き抜くための殺し合いまで覚かく悟ごしているのを理解していても、真羽自身には超えられない一線はある。ただここにある死から目を逸らさない事だけが彼女に可能な最大の誠実さだった。

「無理をしないで」

　京が背をさする手が温かい。

「あ……ありがとうございます。こっちには……長く？」

「貴方あなたは、こっちに来て日が浅いのよね？」

　真羽の様子から判断したのか。京が訊ねてくる。

「は、はい……。数日前に……。あ、わたし、水沢真羽って言います」

「わたしの名前はさっき言ったわよね。京よ。慈恵院京。そうね……。それなりに長いわ。あのふたりも、貴方と一緒に？」

　兵士の耳に入らないようにという配はい慮りよだろう。肩かたを寄せて支え合うふりをしながら、耳元に小声で囁ささやいてくる。不思議なほどしっかりした口調だった。まるでこの状況に一いつ切さいの不安も恐怖も感じていないような。流民を率いていたし、彼女はガルムガクスの状況に慣れきっているのだろうか。

「はい。ふたりとも、絶対に助けに来てくれます」

　半ばは自分に言い聞かせるように、さっきの言葉を繰くり返かえす。

「どうして信じられるの？」

「どうしてって……わたし、大駕君も征臣君もよく知ってますから。敵がどんなに強くてもふたりとも逃げたり諦めたりしない。間ま違ちがった事を見み逃のがしたりしない──そういう人なんです」

　それは真羽にとっては信しん頼らいの域を超えた自然な感覚だった。太陽が毎朝東から昇のぼる事を疑わないのと同じように。

「飛竜ワイバーンと天馬ペガサスを出していたシャムリーよね？　どっちがどっち？」

　京はドラゴンではなく、正しく飛竜ワイバーンと呼んで訊ねる。

「天馬ペガサスの方が大駕──神和住大駕君で、飛竜ワイバーンが舘征臣君。ふたりとも、わたしの幼なじみなんです」

　更に求められるまま、真羽はふたりの事を語った。

　春に入学したばかりの高一で野球部でバッテリーを組んでいる事。ほんの数日前にこちらの世界に迷いこんだ事。もちろん周囲の兵士の耳に入らぬよう声を潜ひそめてだが。周囲の女性たちのすすり泣きが、期せずして真羽と京の声を兵から隠かくすカーテンになってくれた。

　休きゆう憩けいらしい休憩もなく、追い立てられるように半日近く歩かされた真羽たちはイミズ領に到とう着ちやくした。

　フィルゲンや彩芽から聞いた話だと、射水は本来の領地から離はなれてラウフラム国境近くに居を構えているはず。

　他国へ侵略を繰り返す暴君の本ほん陣じん。

　そんな言葉から真羽は、禍々しくも壮そう麗れいな軍事拠点を想像していた。しかし、眼前に広がる現実の風景はイメージとはかけ離れていた。

　質素──というよりは荒こう廃はいした小さな街だった。煉れん瓦がや石材を重ねた同じ作りの家が整然と並んでいるが、そのほとんどに人の気配はない。周囲の農地は荒れ放ほう題だいで、乾きひび割れた土の上には家か畜ちくと、人の白い骨が放置されている。

　戦い、勝っている国とは思えない光景だ。

「ここも元々はラウフラムの街よ。わたしたちが会った場所と同じ。住民を皆みな殺ごろしにしてそのまま利用しているのね」

「……酷ひどい……」

「本陣にするために殺したんじゃない。多分滅ほろぼしたのはずっと前。放置した死し骸がいが骨になる程には。さっきの街と違ってたまたま焼かずに残ってたから利用したんだと思うわ」

　疑問顔の真羽に、京がそっと耳打ちする。

　納得と同時に、別の疑問が生まれる。彼かの女じよは何な故ぜ、そんな事を知っているのだろうか。

　拉ら致ちされた女じよ性せい陣じんは空き家を改造した牢ろう獄ごくへ放りこまれた。窓や扉とびらに鉄てつ格ごう子しや頑がん丈じような鍵かぎが取り付けられているだけのもので、真羽たち四人がひとまとめにされている。全員、両目の黒い日本人だ。

　ガルムガクス人の女性は、隣となりの建物に押しこめられている。

　泣きつかれ、歩あるき疲つかれたのか。はたち過ぎのふたりはぐったりと横たわっていた。

「きゃあああああ────っ！」

　隣の牢ろう屋やから、甲高い悲鳴が聞こえてきた。下品な男の笑い声がそれに重なり、更に女性を辱はずかしめる聞くに堪えない言葉が続く。

　真羽は思わず両耳を塞ふさいだ。

「結局どこへ行っても同じ……。結局こんな事になる……」

「ごめんなさい。わたしが誘さそったばかりに。ラウフラムを治めているのはウーティシオから来た女性っていう噂があったから、きっと受け入れてくれると思ったの。まさか拒こばまれるとは思ってなかったし、こんな隣国だなんて……」

　泣いている女性に京が声をかける。

　道々聞いた話だと、この流民の群れは元々東の方で戦火に巻きこまれたのだと言う。

　行く当てもなく途と方ほうに暮れていたところにやはり放浪中の京が現れ、ラウフラム行きを提案した。方針を定め、しかも安全そうなルートの情報を持っていた京は、後からの参加で年若いのに自然と皆のリーダーになったのだ。

　今も、この苦境にあって他の仲間を慰めている。

　真羽も何か力になりたくて、横たわっている女性の脚をマッサージした。絶望的な状況の中で筋肉の疲れを多少癒いやしても無意味かも知れない。それでも、何もせずに見ているだけ嘆いているだけというのは性に合わない。

「……ありがとう……」

　長い放浪の末に虜りよ囚しゆうとなり、もう気力の限界なのだろう。感謝の言葉もどこか虚うつろに聞こえる。

　その時、不意に扉が開いた。

　冷たい空気が吹ふきこんでくる。

　立っているのは、部下をふたり引き連れた射水元保だった。

　大駕より更にひと回り筋肉が厚く、それを適度な脂し肪ぼうが包つつんでいる。テレビなどで見かけるのと同じ、格闘家の肉体だ。しかしその身体を作り上げた鍛たん錬れんに敬意を払う気にはなれない。獣じみた下げ卑びた表情には嫌けん悪おしか感じられなかった。

　スポーツマンは皆健全で善良という迷めい信しんを真羽は信じない。甘あまやかされ、才能や評価に奢おごり、他人を踏みにじっても後ろめたさを感じない連中だっている。中学時代の先輩たちのように。

　何の力もなく、囚とらわれの身だ。

　自分たちの生命も、尊厳も、この男の気分ひとつで容易に踏みにじられる。

　その射水から、真羽は目を逸らさなかった。

　怖い。身体は震えている。逃げ出したい。

　だけど逃げられないのなら、戦うしかない。

　大駕のような力や自信もない。征臣ほどの知ち恵えも冷静さもない。シャムリーでもない。

　だから戦う武器があるとしたら、気持ちと眼差しだけだ。

「ふん……っ」

　つかつかと歩み寄った射水は真羽──ではなく、さっきまで彼女が手当てしていた女性の手首をつかんで引き起こした。

「ひぃいっ！　嫌ぁあああっ！」

　怯えた悲鳴が上がる。

　泣き顔を、射水はいきなり殴なぐった。平手ではなく拳で。

「うるせえ。泣なき喚わめくな。貴様はもう俺の所有物だ。涙なみだの一滴しずくだろうと、俺が望まねえ時に流すな！」

　ひっくひっくと息を詰まらせ、女は涙を堪える。

　もうひとりの女性も身体を丸めて蹲うずくまり、両耳を塞いでいるだけだ。

「や、やめてくださいっ！」

　打ち合いたがる顎を無む理り矢や理り意志で制御し、真羽は言葉を投げつける。

「あ、貴方は強くて……しかも王様なんでしょ！　人の上に立つんでしょ？　だったらそんな乱暴な事しないでください！　立場にふさわしい振ふる舞いがあるはずです！　格かく闘とう技ぎの選手だった人が、他人を簡単に殴ったり……そんなの……っ！」

　一気に吐き出したが、これが限界だ。

　立ち上がり、射水の頬ほおを平手で打ちたかったのに手も脚も言う事を聞いてくれない。

「お前、いくつだ？」

　面白そうに鼻を鳴らして訊ねる。

「み、水沢真羽。高校一年です！」

　答えた途と端たん、顔に拳が飛んで来た。

　頬ほお骨ぼねに響く激痛で、悲鳴を上げる事さえ敵かなわない。

　手加減しているはずだ。プロの格闘家が本気で殴ったら、真羽など無事で済まない。

「誰が名前訊きいた？　言われた事だけに答えりゃいいんだよ！」

　射水の手が真羽を掴つかんで引き起こし、ブラウスの胸むな元もとを力任せに引っ張った。ボタンが弾はじけ飛び、露あらわになった下着の上にネクタイだけが垂れ下がる形になる。

「この間まで中ちゆう坊ぼうだったガキか。趣しゆ味みじゃねえが、子作りできない歳でもないか」

　口くち唇びるを歪める射水の言葉に、真羽の背筋が凍こおる。

　殴られた痛み以上に、この言葉がもたらす恐怖が強かった。

「向こうじゃ甘やかされたガキの理屈が通じたかも知れねえが、ここはそうじゃねえんだ。強いモンが全部取る──そういう世界なんだ！」

「あなただって最初はそんなのじゃなく、いい国を作ろうとしてたんでしょ？　ここが力任せの世界だって言うのは、それが失敗したって自分で認めてるって事じゃないですか！　失敗して、やり直すのから逃げて、自じ暴ぼう自じ棄きになってるだけでしょ！」

「てめえっ！」

　射水が拳を振り上げる。
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　真羽は身を硬くするしかない。

　だが、鉄てつ拳けんは振り下ろされなかった。

「けっ！　何の力もない小こ娘むすめの挑発に、そう何度も乗ってられるかよ。俺には、やるべき事があるんだ。本当は女のシャムリーがいりゃあいちばんなんだが、この際贅ぜい沢たくは言ってられねえか。まずはお前だ」

　さっき殴り倒した女性の襟えり首くびを掴み、強引に引き上げる。

「今日から貴様ら全員、俺の子を産む道具だ」

　冷れい酷こくで獰猛な宣告を、扉の両脇に控ひかえる部下はにやにや笑いながら見ているだけだ。

「は、はい……っ！　わかりました。何でも言う事を聞きますから……。心からあなたを愛します……」

　蹲うずくまっていたもうひとりの女性が這はって射水の足元にすがりつき、額を床ゆかに擦りつける。

　しかし、その顔を射水の爪つま先さきが蹴った。

「ひあっ！」

　引きつったうめき声を上げ、女が転がる。

「勘かん違ちがいすんな。俺はお前らの了りよう解かいだの同意だのを求めてんじゃねえ。気持ちもいらん。必要なのは身体だけだ。今のは確かく認にん取った訳じゃなく、決まってる事を宣告しただけだ。お前らには『はい』という権利さえねえんだよ！」

　掴まれた者と蹴転がされた者、ふたりの女性は頷く事さえできずに震えているだけだ。悲鳴を上げる事も、声を上げて泣く事もできない。どんな些さ細さいな行為が目の前の暴君の逆げき鱗りんに触れるかも知れないのだ。

　射水の目的は本人が明言した通り子作りだ。最初に選ばれた女性は、肉体的には四人の中で最も成熟している。恐らく年若い真羽や京は後回しだ。だが、それは気休めにもならない。捕らわれている限り状じよう況きようは一緒なのだ。

「あ、諦めないで！」

　それでも──だからこそ真羽は項うな垂だれる女性に訴えた。

「きっと助けが来ます！　だから諦めないでください。わたしの……わたしの友達が……」

「ははははっ！」

　高笑いで応えたのは女ではない。射水だ。

「てめえが言ってるのは馬とドラゴンのガキか？　あいつらは一度俺おれに負けてんだぜ？　絶対に勝てないってのはわかった。もう俺に刃向かう度胸なんかねえよ！」

　弱肉強食の原理を信しん奉ぽうし、己おのれの強さを自覚する圧あつ倒とう的てきな強者故の、自信に満ちた宣言。

　貴方は知らない。

　神和住大駕と、舘征臣という人間の事を何も知らない。

　あのふたりは決して諦めない。どんな困難でも、絶対に逃げ出したりしない。

　言い返そうとした真羽の口元を、静かに伸びた京の掌てのひらが塞ぐ。

「ちゃんと見張っておけよ。逃げるのは勿もち論ろんだが、自殺しないように用心しろ。それと間違っても手ぇ出すんじゃねえぞ。お前らにはガルムガクスの女をあてがってやる」

　これ以上の話は無む駄だ。さっさと本来の目的を果たすとばかりに、射水は部下に命じると女を引きずって出て行った。

　部下も外に出て施せ錠じようし、そのまま扉の両脇に控える。

「あ、あの……京さん？」

　さっきの行動の意味がわからず、真羽は目の前の少女に尋たずねる。

「本当にそのふたりが助けに来る可能性があるのなら、迂う闊かつな事は言わない方がいいわ。能力、性格、関係──どんな些細な情報も渡わたさない方が有利になる」

「そ、そうね。ありがとう……」

　練習試合での征臣のやり口を思い出し、真羽は素す直なおに礼を言った。

「あの男は馬鹿じゃない。だけど本質的に小心者よ」

　本当に激情型の間なら、口答えする方にきつく当たるはず。しかし実際の射水は隷れい属ぞくを誓ちかおうとする女を蹴け飛とばしながら、真羽には鷹おう揚ように見逃すような態度を取った。

　部下の目もある。どれだけ拳を振るっても真羽が暴力に屈くつしなければ、支配者としての権けん威いが傷つく。それよりは余裕を装よそおって無視し、抵てい抗こうしない相手を存分に使って己の強さ恐ろしさを見せつけた方がいい。

「計算してか無意識かはわからないけど、射水はその程度の配慮はできる男って事ね。結果的に、あなたは逆らったから安全だったって訳」

「そ、そうなんですか」

　本来なら、感謝して然しかるべきだった。

　それなのに、素直に言葉が出てこない。

　殴られるに任せる女性と、抗こう弁べんする真羽。その両方を冷れい徹てつに観察していた京。ただの流民とは思えない。

　彼女への違和感を、拭い去さる事ができなかった。







第四章　　新たなる〈統一者〉







　自分がマウンドに立っている事に大たい駕がは気づいた。真夏の日差しが帽ぼう子し越ごしに頭をじりじりと灼く。

　何気なく落とした視線がユニフォームの胸を確かめる。

　思い出した。今は、中学都大会の決勝だ。

　タフさに自信はあったのだけど、さすがに連戦の疲れは隠せない。今日は八回までに相手に四点を許していた。こちらも大駕自身の二打点もあって同点にこぎ着けているが、今も二死だがランナーをふたり背せ負おっている。ボックスには今日当たっている二番バッター。敬遠して満まん塁るい策を取っても、次も強打者だ。

　タイムを取り、征まさ臣おみがマスクを跳ね上げてマウンドに駆け寄ってくる。

「どうする、大駕？」

「どうするもこうするも、勝負するしかねえだろ。代わりはいねえんだ」

　吐と息いき混じりに答える声に力がないのは、自分でもわかる。

　このチームは投打とも大駕が軸じくだ。控えの投手は格が二枚も三枚も落ちる。相手打線を抑おさえるのは、恐らく無理だ。

「こんな戦力で決勝まで来たんだ。もう充分かもな」

「優勝しなきゃ、あの時の約束を守った事にならねえだろ！」

　征臣の姉──佳か織おりの死を侮ぶ辱じよくした先輩を殴った時、理事長や監かん督とくに誓ったのだ。名めい誉よが欲しいというのなら、この手で優勝くらいは勝ち取ってみせると。

「僕のためなら、なおさら無理はよせ。これからの選手生命も、個人記録もある。そっちを大切にしろ」

「やだね。俺は欲張りだから、全部取る。そんでもって、中学の優勝は今この時を逃したら二度と手に入れられないだろ？　だったら、まずこれを手に入れようぜ。無理しなきゃならないってのなら、どういう無理をすればいいのか教えてくれよ」

　親指を立てて、無む理り矢や理り笑え顔がおを作る。

「……しょうがないな、お前は。わかったよ」

　征臣が微ほほ笑えむ。

　そうだ。こいつが何の腹案も無しにマウンドまで上がってくるはずがない。

「打たせて取る事も考えたけど、正直危険だ。限界なのは大駕ひとりじゃないからね」

　チームメイトも疲ひ労ろうの色が濃こい。しかも大駕と征臣以外に三年生はふたりだけ。半数以上が二年生で経験不足のチームは、スキルだけでなくメンタル面での不安がある。連戦の末、大おお舞ぶ台たいの重要局面となればなおさらだ。実際、今日は大小様々なエラーが目立つ。恐らくは集中力も限界か。

　二年前の乱らん闘とう事件の後、大半の部員が去っていった。大駕たちに「いい気になるんじゃねえ」「格好つけやがって」と捨て台詞ぜりふを残して。

　対外試合を自じ粛しゆくしている手前それまでのように有望選手に声をかけて入学させる事もできず、翌年の新入部員はただ野球が好きなだけの普ふ通つうの生徒。それを大駕が鼓こ舞ぶし、征臣が適したポジションを与えて鍛え、ここまでこぎ着けた。

「選択肢はふたつある。三さん振しんを狙ねらって力押しで行くか。そうじゃなく打たせて取るなら、三塁線に転がさせる」

　来年のキャプテン候補であるサードは、二年の中では屈くつ指しの好プレイヤーだ。元々守備は上う手まく、今日もエラーらしいエラーはない。

「お前の見立てで、どっちに分がある？」

「五分五分だね。球きゆう威いも制球も落ちているのは自覚してるだろう？」

　長いつきあいだ。こういう時、半はん端ぱに遠えん慮りよした物言いを征臣はしない。打たせて取るにしろ、大駕が要求通りに投げるのが前提だ。

「三振を狙って長打を返されたら、一気に勝負が決まる。大駕自身の防ぼう御ぎよ率りつも下がるし、被本塁打ゼロの記録も途切れるかも知れない」

　単なる敗北ではない。恐らくは観客席に何人も来ている高校のスカウトが、大駕への評価を下げるという事だ。

「打たせて取る策なら、失敗しても一点で抑えられるだろう。ただ、最悪のケースは来年のこのチームに傷を残す」

「ん？　どういう意味だ？」

「サードに限らない。もしもこの局面、大駕が踏ん張ばったのに自分のミスで点を取られて負けたなんて事になれば、そいつのトラウマになる。下手をすればチーム内の人間関係にヒビが入る結果になるかも知れない」

　大駕の想定からは完全に漏もれていた。手痛い失敗をして、それが心の傷として残るなどという事は。いや。それ以前に、自分たちの後に残される者の事など配慮していなかった。

　上手くいけばどちらでも問題はない。ただ失敗した時に前者は神かみ和わ住ずみ大駕という選手の評価が傷つき、後者は卒業後のチームに影かげを落とすという違いがある。

「だったら俺の答は決まってる！　力押しの真っ向勝負で行こうぜ」

　迷った時には、他人ではなく自分自身の力を信じる。自分と、征臣の力を。

「大駕ならそう言うだろうと思ったけど……緊きん張ちようして暴投とかするなよ」

　不敵に微笑む征臣も、大駕がこう答えるのはわかっていたはずだ。選択肢をふたつ並べたのは、こちらに僅かな迷いも残さないため。

「安心しろって。俺は、お前や他の連中と違って繊せん細さいじゃない。無神経だからプレッシャーにゃ強いんだよ」

　冗じよう談だんめかしたが、半ばは本気だ。

　大駕は挫ざ折せつらしい挫折を知らない。ほとんどのスポーツは小さな頃ころから仲間内でいちばんだったし、勉強もそこそこの成績は取れる。心にも身体にも、大きな傷を受けた経験もない。一昨年の乱らん闘とう騒さわぎで試合が出来なかったのも、納得の上で自分が引き起こした事だ。

　恵めぐまれた体格や才能を振り回まわすだけで失敗を味わっていない無む邪じや気きさが、この度胸の源であるのは自覚している。

　自分の「強さ」は、まだ本当の試しを受けてはいない。

　だが、征臣は違う。

　投手・神和住大駕が「素材」なら、捕ほ手しゆ・舘たて征臣は「作品」だ。

　持ち味である記き憶おく力りよくや判断力、観察眼を磨みがき上げ、積み上げてきた成果。その過程で幾度となく壁にぶち当たり、それを努力と工く夫ふうで突とつ破ぱしてきたのを、間近で見ていた大駕は知っている。

　そしてそれ以上に、姉の死と世間からの言われない中傷を浴びてなお、悲ひ嘆たんに沈む事も世に倦うむ事もなく、自ら選んだ戦いを続けている。きっと内心では計り知れない苦く悩のうも煩はん悶もんもあるだろうに表に出ださない。

　大駕の事をダイヤの原石などと呼ぶ者がいる。その通り、まだ原石でしかない。対する征臣は資質としてはダイヤモンドではないだろう。しかしそれは精せい錬れんされ、熱を潜くぐり、水で冷やされ、何度も槌つち打たれた鋼鉄だ。単なる原石にはない強きよう靱じんさを持っている。

「安心しろ。俺はお前の信頼を裏切らねえよ、絶対にな」

　グラブで、プロテクターの胸を叩く。

　鋼が、その強さを以もつて信じてくれたのだ。原石とは言えダイヤモンドの価値を秘ひめたこちらが、それに応えなくてどうする。

　頷くと征臣はキャッチャーボックスへと戻もどり、ミットを構えた。位置は──ど真ん中。細かくコースをつくのではない。ありったけの力を込めた速球を、ストライクゾーンに叩きこめという指示だ。

　胸の芯しんからわき上がった熱が血管を伝い、全身を駆け巡る。困難な要求を突つきつけられたからこそ、心ここ地ちよい興奮が沸わき上がるのを抑えられない。強敵や難事に挑いどみたくなる本能。これも、敗北が身に染みていないからだろうか。

　セットポジションからミット目掛け、渾こん身しんの力を込め、投げる。

　キンっ！

　甲かん高だかい金属音が響ひびく。弾き返された打球は吸いこまれるように青空へ消えていく。

　違う。こんなはずはない。

　小さな点になって場外へ消えていく打球を振り返りながら、大駕は思った。

　あの時は間違いなく討ち取った。そして九回に征臣の犠ぎ打だで勝かち越し、その裏も抑えきったはず。なのにどうして──。

　次の瞬間、目が開く。

　見覚えのない灰色の天てん井じようが目に映った。

「……ここは……？」

　薄い毛布と固いベッドに挟はさまれた身体が痛む。

「気がつかれましたか、大駕殿どの」

　心配そうな顔で見下ろしているのはフィルゲンだった。隣には彩あや芽めの姿もある。看護人だろうか、白いエプロンを着けたガルムガクス人の女性が数人、タオルや洗面器サイズの桶おけを持って忙いそがしそうに行き来している。

「……く……っ」

　ベッドに手を突いて上体を起こす。あちこちきしむ感覚はあるが、動かす事自体に問題はないようだ。ただ、左の腿ももには他とは違う鋭するどい痛みが走った。

　室内を見回すと、捜していた征臣は難しそうな顔で窓辺に立っていた。

「……俺は、どのくらい寝ねていた？」

「一日半。イミズ軍の動きはない。攻撃を仕し掛かけてこないし、何の要求も交こう渉しようもない」

　つきあいが長いだけあって、あの質問で知りたい内容を全部回答してくれた。真ま羽うについては連れ去られた後、何もわからないという事も。

　肉体そのものの傷は太ふと股ももだけだが〈武具〉が攻撃を受ければ本体も苦痛や疲労を受ける。ただしガルムガクスでは独自の医術が発達している。外傷はもちろん、シャムリーが受けるこういうダメージを癒いやす薬があるのだ。

「だったら急がないと──痛っ！」

　ベッドから下りようとして突いた脚に痛みが走った。短時間で治療できたのは〈武具〉が受けたダメージに由来する消しよう耗もうだけで、大駕自身の脚の怪け我がは縫合と止血、化か膿のう止めが済んだだけだ。肉を抉られた傷は回復まで日数を要する。

「落ち着け。何の展望もなく飛び出していったところで返り討ちにされるだけだ。僕たちの能力は、射い水みずに対して相あい性しようが悪い」

「だからっておとなしく待ってられっかよ！　真羽が連中に捕つかまってんだ！　真羽だけじゃない。他にも何人も！」

「安心したよ」

　そう言った征臣の襟首を、思わず大駕は掴んだ。

「安心ってどういう意味だ？　答えろ、征臣！」

「大駕が変わってないからさ。負けて、逃げ腰ごしになるかと思った」

「……そういう意味かよ。悪かった」

　手を離す。

　野球でも、それ以外でも、大駕は敗北らしい敗北を経験していない。もちろん全試合勝った訳ではない。味方のエラー、出で会あい頭がしらのラッキーヒット、そんなもののせいで敗戦投手になった事だってあるが、自身の力そのものが通じずに打ちのめされた記き憶おくはない。

　遊びや競技じゃない命のかかった戦いというのなら、生きている限りゲームセットではない。この状況は敵の実力を見誤り、早い回の本ほん塁るい打だでリードされたようなものだ。

「俺が諦あきらめるかよ。まだ生きてるんだから、逆転の目はあるだろ。俺と、お前なら」

「逆転するために、軽けい挙きよ妄もう動どうは慎つつしめって言ってるんだ」

　諭さとす征臣に、大駕は無言で頷いた。

「大駕の意識も戻ったし、確認したい事がある」

「何でしょうか？」

　冷静な──というより酷こく薄はくな響きを持つ征臣の言葉に、彩芽はきょとんと小首を傾かしげる。

「齊いつきさんもフィルゲンさんも、前にイミズ軍がしきりに攻せめてくる理由はわからないと言いましたね？」

　彩芽は素直に頷いたが、フィルゲンの表情が一いつ瞬しゆん曇くもったのには大駕も気づいた。

「嘘うそでしょう？　射水元もと保やすの狙いは女性。それも齊さん、あなたじゃないですか？」

「え？」

「彩芽殿は本当に知らないのです！　責は自分にあります！」

　要領を得ない彩芽を遮り、フィルゲンが身を乗り出す。

「不自然には思っていたんだ。〈統一者〉が帰き還かんしたのは老人になってからだ。だったらどうして彼かれは自分で王にならなかったのか。四〇〇年前の日本人なら自らが天下を取るという発想を持たないはずがないのに」

　開かい幕ばく初期の人間で戦を実体験していないとは言え、当時の武家が戦乱の世に立って勝利したのだ。天下人になりたい、なれると考えて当然だ。異世界人だからというだけでは、玉座に着かない理由にはならない。日本語はもちろん、様々な文化や習慣を取り入れるほどにガルムガクス人は彼を受け入れ、敬意を払ったのだから。

「……それは……」

「ウーティシオ人とガルムガクス人の間には子供が生まれない。そうじゃないですか？」

「それは正確ではありません。生まれないと決まった訳ではなく、子を成したという記録がないのです」

　感情を殺した指し摘てきに、フィルゲンは眉をしかめたまま答える。

　征臣がたどり着いた可能性は、国を継つがせるべき子がいなかったという事だ。〈統一者〉が王になってガルムガクス人を養子に迎むかえ、後こう継けい者しやにするという手もあっただろうが、ガルムガクス人が異世界からの来訪者を受容したほどには、〈統一者〉の方はガルムガクス人を己と同じ人間とは見なさなかったのかも知れない。

「その……行為そのものは問題なくできるらしいのですが。生理的にあり得ぬ事なのか、可能ではあっても単に確率的に前例がないだけのか、そこまではわかりかねます。自分だけでなく、ガルムガクス全域でもこの事について体系的に研究した者はおりますまい」

　何しろ従来は数十年にひとりずつのシャムリーが出現しただけ、近年の大量出現にしても僅か五年ほど。調べるにしてもサンプルが少なすぎる。

「じゃあ……射水さんはわたしを……？」

「恐らくはそうでしょう。我わが国くにに攻めてきた時から、言外にそのような事は臭におわせていました。しかし彩芽様はラウフラムの治世に尽じん力りよくしてくださった恩人。そのような方を、どうして今のイミズに差し出す事が出来ましょうか！　この件が彩芽様の耳に届かぬようにしたのは、全て自分が責を負うべき事です！」

　握りしめた拳を振るわせ、フィルゲンは言葉を絞しぼり出す。

「これは僕の推測だけど、恐らく射水が欲ほつしているのは齊さんという個人じゃない。シャムリーの女性だ」

「どういう意味だよ、そりゃ？」

「行為そのものが可能なんだ。単に欲望を満たすためだったら、奴やつの力があればガルムガクス人の女性はいくらでも手に入る。だから奴が求めているのは、支配した国を継がせるべき血の繋がった子供だ」

　それも単なる我が子こというだけでは不ふ充じゆう分ぶんだ。

　力で国を建て、支配する者が恐れるのは、より強い力で己を脅おびやかす敵。地位に相応ふさわしい武力を持たなければ、あっさりと国を奪われる。

「この世界で最もわかりやすい力は、シャムリーとしての戦せん闘とう力りよくだ。もちろんシャムリー同士の間に生まれた子供に能力が遺伝するとは限らない。何しろ前例がない。ただ、そうでない女性を相手にするよりは確率が高い──そう考えるのは、自然な事だろう」

　話に聞いたかつての射水──戦乱に苦しむガルムガクス人を救うために立った頃の彼が普通に求きゆう婚こんしていたら、彩芽も前向きに考え、あるいは素直に受け入れたかも知れない。だが、現実は違う。

　既すでに射水は血に飢うえ、妥だ協きようも交渉も出来ない暴君だ。

　もしも彩芽が自ら前線に出るタイプのシャムリーなら、戦場で彼女だけを倒して連れ去っていただろうが、実際は作戦計画を立て、指揮するだけで本人は砦とりでに籠こもっている。しかもラウフラムが──彩芽が選んだ戦い方は後退防ぼう御ぎよと持久戦だ。

「このせいで戦いは長引き、射水は貴方を引っ張り出すためにラウフラムの領土を無む為いに破は壊かいし続けているんだろう」

　そこまで説明して、征臣はちらりと彩芽に視線を向けた。

　蒼そう白はくな顔で俯うつむき、口くち唇びるを噛みしめている。

「……わ、わたしは……」

「気にしないでください、齊さん。貴方を責めているんじゃない。これは……そう、不幸な巡り合あわせです」

「後継者って、どうしても自分の子供じゃなきゃ駄目なのか？　元々俺おれたちは別の世界から迷いこんできたんだ。意欲と実力がある奴を指名したっていいだろ？」

　大駕は話題を変えるべく疑問を口に出す。

「恐らく射水は誰も信じていない。ガルムガクス人の国民はもちろん、配下のシャムリーも奴にとっては単なる駒こまや道具でしかないんだろう」

　鎖くさりで繋いだ男たちに輿こしを担かつがせた姿を思い出す。

「……最初はまともな奴だったんだろ？　何で……何でそんな風になっちまうんだよ！」

　叫び、行き場のない拳を振り下ろす。脚の傷に走る激痛より、胸に刺さった何かの方が強く深い痛みだった。

「スタンフォード監かん獄ごく実験というのを知ってるか？」

　唐とう突とつな征臣の言葉に、大駕は首を横に振った。

「確か、アメリカの大学で行われた心理学の実験ですよね？　映画で見たことあります」

　彩芽の言葉に頷うなずき、征臣は説明を続けた。

「模も擬ぎ刑けい務む所しよの中で被ひ験けん者しやを『看守』と『囚しゆう人じん』に分ける。すると何日もしないうちに『看守』は『囚人』に暴力を振るい、彼らの尊厳を踏みにじる事に躊躇しなくなる。もちろん『囚人』役も自分たちと同じ被験者で、実際には何の罪も犯していないのは知っているのに、自発的に『囚人』に罰ばつを与あたえるようにさえなった。人は容易たやすく『看守』という立場に順応する。これは本人の性格がどんなものであっても変わらない」

「……射水も、それと同じだって言うのか？」

「僕たちは──ウーティシオから来た人間はこっちでは無条件に強い。強力なシャムリーであればなおさらだ。暴君である事を許される立場に置かれれば、人は『より暴君らしい行動』を実行する。鎖に繋いだ奴ど隷れいに輿を運ばせるような事までね」

　良心など当てにならない。立場は容易に人格を塗ぬりつぶす。

「そんなはずねえだろ！」

　冷たく告げる征臣の襟首を、大駕は片手で掴み、引き寄せる。

「僕に怒おこられても困る。今話したのは、実験で確かめられた事実だ」

「そういう実験があって、そういう結論が出たのは事実なんだろうさ！　だったら、それを知ってる俺たちは……俺やお前はそうしないって決めればいい！　だから、どんな人間もだなんて言うな！　みんなが間違いなら、俺たちは最初の例外に──新しい実例になりゃあいいんだ！」

「……やはり、お前はそう言うんだな」

　征臣の口元に微かすかな笑えみが浮うかぶ。

　その表情で気づく。今の言葉は挑発なのだと。あの夏の日のマウンドと同じで、大駕の意志をよりはっきりと固めさせるための。

「悪かったな」

　手を解き、頭を下げる。

「いいよ。気にしない。齊さん、フィルゲンさん。済みませんが、大駕とふたりだけで話したい事があります。少し、席を外してくれませんか？」

　征臣の要よう請せいを受けて彩芽たちはおとなしく退室していった。看護人も席を外し、部屋の中にはふたりだけが残された。更さらに征臣は一度扉とびらを開け、聞き耳を立てている者がいない事を確認してからベッド側の椅い子すに腰こし掛かけた。口元に手を当てる、いつものポーズだ。

「何だよ？　随ずい分ぶん慎しん重ちようだな」

　几き帳ちよう面めんで緻ち密みつなのは征臣の美徳として評価しているが、敵地でもないのに神経質すぎないか。

「大駕。お前は、真羽ちゃんを助けたいか？」

「当然だろ！　約束したしな」

　潜めた質問に、大声で返答する。

「それは、彼女の事が……好きだからか？」

「何言ってんだ、お前？」

　あまりに唐突で状況にそぐわない質問だと、大駕には思えた。

「俺たち三人、ずっと幼なじみで一緒にやってきた友達だろ。俺はそういう事は考えた事ない──つか考えたくねえよ。俺にとっちゃ真羽もお前も同じくらい大切だ。いや。幼なじみの真羽だからって話じゃねえ。力に奢って、他人を奴隷みたいに扱ってるような奴に人が攫さらわれたんだ。放っておけるかよ！」

　こうして自分がベッドで休んでいる間にも、真羽や他の女性に危機が迫せまっているのかも知れないのだ。

「……真羽ちゃんを助けたい。その気持ちは本当なんだな？」

「ああ」

「だったらかなり確実な方法が──ひとつある」

「何だ？」

　期待を込めて大駕は尋ねた。

　思考し、策を巡らせる事に関しては征臣の能力は高い。自分が寝ていた間にも既にあらゆる可能性を検討していたはずだ。

「僕たちふたりが齊彩芽を捕とらえた上で、イミズ軍に投降する。彼女を差し出し、奴の配下につく代だい償しようとして真羽ちゃんの身み柄がらを要求すればいい」

　理解は、数秒遅おくれてやってきた。それほどにあり得ない答だった。

「お前……それは……」

「僕たちの命、真羽ちゃんの安全。これを守る最もリスクの小さい方法だ」

　射水元保が欲しているのは、自分が子を成すためのウーティシオの女性。しかも最良はシャムリーである彩芽だ。他は言わば単なる補欠候補でしかない。真羽は勿論、他の三人も彩芽に比べれば価値は低い。シャムリーなら、そもそも流民になる事があり得ない。

　しかも大駕と征臣のふたりが強い事は既に示している。確かに射水自身の対空自走砲には相性が悪いが、他のシャムリーよりは有能で有用だ。敵として戦うより、配下として手に入れられるのなら、断る理由はない。

「齊彩芽は、僕たちの裏切りを警けい戒かいしていないし、多少警戒したところでラウフラムの兵力では対たい抗こうする手段はない。僕たちの〈武具〉が両方飛べる事も考こう慮りよに入れれば、誘ゆう拐かいと逃とう走そうを阻はばむものは何もない」

「お前……本気か？」

「本気だ。射水は有利な事を即そく座ざに実行するだけで長期的な展望がない。ただし、その分目先の利害関係には敏びん感かんで、傲ごう慢まんな自信家だ。僕らが奴の強さを恐れ、膝ひざを屈したという話は疑わないし、拒まないだろう。手て土産みやげを持参すれば尚なお更さらだ」

「お前は……そんな恥はじ知しらずになろうって言うのか！」

「何を優先すべきか、それを考えるんだ。真羽ちゃんを絶対に守ると言ったのは嘘か？　何の覚悟もない勢い任せの綺き麗れい事ごとか？　お前は約束したんだろ！」

「真羽を助けるために、真羽に顔向けできないような方法を使えるかよ！」

「この世界じゃ殺し合いが当たり前だ。人の命も尊厳も、僕たちの常識よりずっと軽い。今までの考えが通じると思うな！」

　彩芽も無む謬びゆうの善人ではない。大駕たちを受け入れて面めん倒どうを見たのは、あわよくば強いシャムリーを自国に引き入れたいという打算があったのは確かだ。その証しよう拠こに、国の方針として流民受け入れは拒んでいる。それでも、この世界で寄る辺ない三人の面倒を見て、寝ね床どこや食事を用意してくれた恩人だ。絶望的な状況で任された民を、少しでも生き延びさせようと努力している。

　確かに射水は征臣が挙げた実験結果の通りに、気ままに力を振ふるって他人を支配し、命を奪うばうのも躊躇ためらわない悪逆の支配者となった。

　だが彩芽は違う。完かん璧ぺきな聖者ではなくても、良心を持っている。

　大駕は真まっ直すぐに征臣の瞳ひとみを見つめた。

　冷静で、感情を表に出さない、いつもの征臣だった。目を逸そらすような弱さも自じ棄きの気配も、歪みもなければ曇くもりもない。

「……わかった」

　大きく深呼吸をする。

「要するにお前のいつもの奴だろ？　俺の決意が揺ゆるがないように賛成したくない提案をぶつけてくる。安心しろよ。俺の気持ちはもう固まってる。絶対に、どんな危険を冒おかしてでも真羽を──射水に捕まった人たちを助け出す。奴に苦しめられている国民もだ！」

　大駕がここで挑発に乗って助けてくれた彩芽たちを売るような人間でない事は、征臣が一番理解している。それを承知で無む茶ちやな提案をしたのは、こちらの認にん識しきを確かめ、覚悟を促うながすためだ。

　確かに征臣の方が頭は切れる。視野の広さ、視点の深さ、知識の量。どれを取っても大駕のずっと上を行く。だからといっていつも判断を彼に預けてはいけない。自分で考え、結論を出した上で行動しなければ結局後こう悔かいする事になる。

　まして、この世界では命がかかっているのだから。

　自分だけではなく、真羽や征臣。そして彩芽やラウフラムの人間の。

「どうして……そう思う？」

「そう思うって？」

「僕が──本心じゃなく、大駕を鼓舞するために極論を言っているなんて思うんだ？」

「当たり前だろ。今までだってずっとそうだった。俺とお前は、親友なんだし」

　一いつ瞬しゆん──ほんの一瞬、征臣の拳がきつく握りしめられる。

　その手が解かれ、口元を覆おおう。考え事をする時の、いつもの癖くせ。

「親友、か……」

　征臣は目を伏ふせた。

「ああ、そうさ。親友だろ。何度も言うと照れくさいけどな」

　大駕は笑い、肩を叩く。

「俺とお前なら、そんな手段を使わなくたって真羽を助けられる。そしてラウフラムや他の人も救う。結局のところ、射水を倒たおすのが一番手っ取り早いって事だよな」

　他の兵士も厄やつ介かいだが、結局は連中が従っているのは射水の強さを恐れているからだ。射水ひとりを確実に倒せば、それだけで状況は一変する。

「奴がこの国を狙ってるのは、ある意味で好機なんだ。何とか引きずり出してぶっ飛ばす。あの戦車──じゃねえや。対空砲か。あれに勝つってのはかなり難しそうだが」

「それならそれで手がある」

「だったらそっちを先に話せよ。冗談きついぜ」

　苦く笑しようしながら、征臣の胸を手の甲こうで軽く打つ。

「こっちの作戦は大駕の負担が大きい。文字通りの命がけになる。それでも、やるか？」

「当たり前だろ？」

　即そく答とうする。

「俺たちは選ばれた勇者でも、神様でもねえんだ。嫌いやな奴を殴るのも、困ってる人を助けるのも、自分の手が届く範はん囲いが精せい一いつ杯ぱいだ。だけどな。手だけじゃない。視線はもっと遠くまで届く。殴らなきゃならない相手が遠くにいるなら、走っていく二本の足だってある」

　面倒な理り屈くつは棚たなに上げるしかないし、征臣が危き惧ぐするように将来の責任まで取れるかどうかなんて事はわからない。だけど、今ここに自分がいる。出向けば届く場所に許せない奴がいる。そいつに苦しめられている人がいる。

　だったら、立ち上がらない理由はない。

「じゃあまず、はっきり言うぞ。この世界の戦争は、レベルが低い」

「レベルが低い？」

　征臣が断言した事の意味が理解できず、大駕は鸚おう鵡む返しに尋ねる。

「元々大した技術も持っていなかったんだろうが〈統一者〉の偉い業ぎようとシャムリーの存在が、ガルムガクスの戦争を奇妙な形に歪めているんだ」

〈統一者〉は徳川時代初期の若い武士──泰たい平へいに浸ひたりきった訳ではないにせよ、実際の戦国を体験していない。〈統一者〉が規き範はんとしていたのは戦場で生き残り、手て柄がらを上げるためのなりふり構わぬ生き方ではなく、平時における道徳としての武士道だ。

　勝つための寝ね返がえりや騙だまし討うち、好機と見れば下げ克こく上じようを肯こう定ていするのが戦国の武者。忠義を至上とし忍にん従じゆうを美徳とし、節制と克こつ己きを尊ぶのが幕政下の侍さむらい。根本的に生き方が異なる。

「例えば、この国の兵隊が基本的に使う武器は剣けんだ。これがおかしい」

「そうか？　侍も西洋の騎き士しも刀や剣で戦うのが普通だろ？」

「それは後の時代に誇こ張ちようされたイメージだ。本来は槍やりと弓が歩兵の主な武器だった」

　リーチが長く、扱いも簡単。しかも刀とう剣けんに比べて安価で量産も利きく。洋の東西を問わず、長槍を構えた歩兵の隊列は基本的な陣じん形けいだ。

「武士の剣術も様々な流派が興おこり、奨しよう励れいされたのは江え戸ど時代に入ってからだ。軍と軍がぶつかる戦争の手段ではなく、個人の修練としてね。〈統一者〉がその時代の人間で現在のガルムガクスがその影えい響きよう下にあるなら、ひとりひとりの剣の腕を重視する反面、集団戦が未熟なのも頷ける話だ」

「俺のもかなり長い剣だけど、馬の上から下の敵を切るにはちょっと足りないか」

「そのあたりが大駕の無意識の産物なんだろう。さっきも言った通り、漫まん画がやゲームは史実に則のつとってる訳じゃないからね。剣もまた天馬ペガサス同様、英えい雄ゆうのシンボルだ」

　こそばゆさに、大駕は鼻の頭を掻かいた。

「話を戻すぞ。監獄実験じゃないが、人間は放っておけば欲望のままに振る舞う生き物だ。だからこそ権力を獲とった者は価値観を提示し、道徳規範を宣伝する。私利私欲と裏切りが横行するより、主君や国のために己を殺して仕える方が人のあるべき道だと思ってくれた方が、安定した国家経営ができる。だから武士道という理念が打ち立てられた」

〈統一者〉は心から武士道を信奉する一種理想的な侍だったのだろう。だからこそ自らが子孫を残せない事を別にしても、最高権力者として欲望を欲ほしいままにせず、己が信じる規範をガルムガクス全域に広めたのだ。

　己の分を弁わきまえて上位者に忠実であれという道徳は、確かに社会を安定させる。しかし危険な野心を切除するのは、例外を引き起こす活力を奪う事であり、同時に異常時に対処する力を衰おとろえさせる事でもある。

「国々の争いがエスカレートすれば異世界から英雄が現れて乱を治める──それを前提としてまともな軍事や外交が発達するはずがない。シャムリーは絶対的な強者だ。普通のガルムガクス人じゃ敵かなわない上に、どんな力を持っているのかもその時次し第だいだ。対抗策を考える事もできないし、シャムリーを組み入れた戦術戦略を体系化するのも無理なんだ」

　しかも彼が身に付けていたのは戦争の技法ではなく、個人のための剣術だ。〈統一者〉の思想を汲くみ、規範としたためにシャムリーが降臨する前段階としてガルムガクスの国家同士が争あらそう際も剣に頼たよった個人の武勇が尊ばれ、組織的な兵力運用は重視されない。

「そんな中に、複数のシャムリーがわらわら出てきたのが現状って事か」

　ここまで解説されれば大駕でも理解できる。

　頼りにしていた常識が瓦が解かいし、それぞれ「自国のシャムリー」を救い主だと考える。中にはイミズのようにガルムガクスの秩ちつ序じよから離れて勝手な行動を取るシャムリーもいる。

　ただでさえガルムガクスの人間と異世界からの来訪者では身体能力に差がある。その上シャムリーの特とく殊しゆ能力が加わるのだから、太た刀ち打うちできないと考えるティモンの方が当たり前で、ガルムガクス人自らの力で戦おうとするフィルゲンの方が例外なのだ。

「この世界の戦争はヒットエンドランもスクイズも、近代的トレーニング法も知らない大昔の野球だ。射水は多少マシだけど、装備を調ととのえる程度。部下を力と恐怖で支配しているだけ。大駕が言った通り、あいつひとりを殺せば戦争に勝てる」

　倒すでも潰つぶすでもない。

　曖あい昧まいな言葉で和やわらげる事なく、征臣ははっきり「殺す」と口にする。

「ただし、ここから先は単に一宿一飯の恩を返すっていう話じゃ済まない。僕たちが、積極的にラウフラムの──ガルムガクスの世界情勢に関かかわっていく事になるかも知れない。いや。関わっていかざるを得なくなる。それでも、やるか？」

「やる」

　大駕は即答した。

「覚悟は出来ている。それがこの国のためにもなるなら、彩芽さんにもフィルゲンにも、ちゃんと話を通す」

　敵国の支配者を倒せば全てが解決する訳ではない。今度はラウフラムがイミズを併へい合ごうして土地や民を治めるか。あるいはイミズの領民が新たな体制を作り上げられるよう保護し、導く義務を負う。攻め落おとした土地をただ荒あれるに任せるのではイミズと同じだ。

　強国が倒れればこの地方一帯のパワーバランスも崩くずれる。新たな戦いが勃ぼつ発ぱつするのは必至だ。ラウフラムはそれにも対処しなければならないし、流民の問題もある。

「言ったよな。俺たちは選ばれた勇者なんかじゃないって。神様や運命に選ばれたんじゃなく、俺たち自身が英雄になる道を選ぶ事はできるはずだ。くじ引きで囚人や看守の役を振られるんじゃなく、自分がどうしたいのか、どうするべきなのかって決めて、それから逃げなきゃいい。そうだろ？」

「大駕なら、そう言うと思ったよ。じゃあ、彩芽さんたちを呼ぼうか？」

　覚悟の具体的な内容を、征臣は尋ねなかった。

「いや。俺たちの方から出向いて行こうぜ。何しろこっちは頼たのみ事ごとをする身だからな」

　笑って答える大駕に、征臣は無言で肩を貸した。大おお柄がらな身体を支えながら、傷ついた脚に負担を掛かけぬようゆっくりした歩調で歩いていく。人ひと影かげのない廊ろう下かを進み、彩芽たちが待つ会合のための広間の扉を開ける。

「え？　あ、あの……話が終わったなら、言ってくれればわたしたちが出向いたのに……」

「頼みがある！」

　戸と惑まどう彩芽に向かい、大駕は振りほどくように征臣から離れて膝を折り、両手を突き、額を床に擦りつけた。

　土下座だった。

「射水に攫われた俺の友達──真羽を助けたい。だけど、俺たちだけの力じゃ足りない。ラウフラムの、軍の力を貸して欲しい！」

　戦争のレベルが低いと征臣は指摘した。それはつまり、シャムリー同士の戦いに頼りっぱなしという意味だ。武装が強力で多数のウーティシオ人を要するイミズ軍も統制は取れていない。ならばこちらは全軍を組織的に運用すれば突とつ破ぱ口こうは開ける。
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　征臣が構想している具体的な戦術まではわからないが、その意図ははっきりと伝わった。

「あ、頭を上げてくださいっ！」

　慌あわてて駆け寄ろうとする彩芽の肩を、フィルゲンが押おさえた。

「確かにイミズは元々我が国の敵。戦う事そのものに異存はありませぬ。シャムリーだけに頼らず全軍を上げて当たるのも、自分にとっては望むところ。しかし貴方の怪我が癒えぬ今敢あえて戦うのは危険すぎませぬか？」

　フィルゲンの言い分は当然だ。真羽の安全という要素を別にすれば、今焦あせって戦せん端たんを開く必然性はない。

「わかってる。これは俺の──俺たちの我が儘ままだ。だから、その分の代価は支し払はらう」

「代価、とは？」

「この国を──いや。ガルムガクス全てを平和にするまで戦う。俺は、新たな〈統一者〉になる！」

　顔だけを上げ、大駕は断言した。

　射水元保個人を倒せば、彼が支配していた国を引き受ける責任が生じる。更に今までイミズに阻まれて接していなかった国々と戦う羽目にもなる。ガルムガクスが戦乱の世である限り、ラウフラムに平へい穏おんはない。

　ただひとつ解決の道は、全土を平定する事だ。

〈統一者〉の前例がある。ならば自分にも出来るはず。確かに敵は多いかも知れないが、自分には心強い仲間がいる。

　舘征臣という無二の親友、長年の相棒が。

　それに〈統一者〉だけが帰還したという伝説が本当なら、これは元の世界へ帰るための唯ゆい一いつの手がかりでもある。

「貴方方にとっても悪い提案じゃないはずだ」

　土下座を崩さない大駕の傍かたわらに立ち、右手を口元に当てて征臣が告げる。

「齊さんは強敵相手に良く守っているけれど、このまま持久戦を続けても逆転の目はない。せいぜい持ちこたえている間に第三国がイミズを攻めるのを期待する程度でしょう。だけどそれでは、その国がイミズに勝ったとしてもラウフラムがそのまま飲みこまれてしまうだけだ。それなら大駕という強いカードを切れるうちに積極攻こう勢せいに出るべきだ」

「え？　えっと……その……」

　困った彩芽は、胸の前でポンと手を合わせた。

　手て拍びよう子しに続いて同じような音が四つ弾はじけ、〈参謀本部ヘツドクオーター〉が現れる。熊くまと虎とらは床、狐きつねは彩芽の肩、兎うさぎは頭にしがみついている。

『確かにこのまま耐たえてるだけじゃ埒らちが明かんのは確かじゃな。前々から気にはしておったのじゃ』

『でも、勝てるの？　この人、一度イミズに負けちゃったんでしょ？』

『それでも戦うって自分から言ってるんだ。やる気があるって事じゃねえか。今はガンガン攻めるチャンスだぜ！』

『私も同意見だね。これまでは攻め返すだけの戦力がないから、ジリ貧と知りつつ守りの戦法を採用するしかなかった。ふたりの強力なシャムリーがいる今こそ逆転の好機だ』

　弱気な兎以外は、三体の方針が一いつ致ちした。

「……わかった……。やろう。やりましょう。フィルゲンさんも、それでいいですよね？」

　頭上の兎を両手で包んで胸に抱きしめながら、彩芽は隣のフィルゲンに尋ねる。

「彩芽様が決断したのでしたら、自分に異存はありません。ただひとつ確認したい事があります。顔をお上げください」

　フィルゲンは大駕の目前で膝立ちとなった。応えて、大駕は起き上がる。

「国を取り、〈統一者〉を目指すというからには、貴方はラウフラムの頂点に立つという事で間違いありませぬか？」

「彩芽さんがいいって言うなら、俺の覚悟は出来てる」

　どれほど強くとも一兵卒の立場では背負えるものは限られている。世を平らげるまで戦い続けるのならシャムリーとして国を率いるべきだ。

　フィルゲンが目配せをすると、彩芽は微び笑しようして頷いた。

　能力を持ち、頼られていても彩芽は性格的に一国の主には向いていない。平時ならまだしも戦乱の世ではなおさらだ。彼女には内政を任せ、作戦立案では征臣を補ほ佐ささせる。そして自分が戦いの先せん頭とうに立つ。

「承知いたしました」

　フィルゲンは深々と頭を垂れた。位置の上下関係がさっきと逆転する。

「ならば今後、自分は貴方に忠誠を誓いましょう」

「顔を上げてくれよ。忠義とかそういうんじゃなくて、仲間として一緒に戦うぜ」

「そのような甘い考えでは困ります」

　フィルゲンからは予想外の反応が返ってきた。

「国を背負って立つと決めたからには、貴方と我々は対等ではないのです。仲間や同どう朋ほうではない。一国一軍を率いる方は、忠義を受け止めるに相応しい人物であるべきだ。もちろんガルムガクスの人間の誇ほこりにかけ、自分も命を懸かけて戦います。だが、貴方は必要とあれば我々に死ねと命じる覚悟を持たねばなりません。将たる者が配下に伏して頼み事をするのは、これを最後にしていただきたい」

　大駕が知っている上下関係は親や教師を別にすると部活の先せん輩ぱい後こう輩はいくらいだ。威い張ばり散らす先輩への反発もあって、むしろ歳としが違ってもチームメイトは同等の仲間と考えるようにしてきた。思いがけぬ態度に戸惑ってしまう。

「受け入れてやれよ、大駕。この人たちにとってはそれが当たり前の考えなんだ。お前が言った覚悟っていうのは、そういうのまで引き受けるって意味なんだ」

「あ、ああ……」

　肩を叩かれ、大駕は思い当たる。自分が国を率いるのを前提にしていたが、征臣でも構わないのではないか。単なる競技ではなく戦争や政治が関わるのなら、博識で頭の切れる征臣の方が適任だ。

「僕の柄がらじゃない。思いついたのに率そつ先せんして名乗り出る事ができなかった──それが僕の限界だ。大駕の方がエース向きの性格って事さ」

　口に出さなかったささやかな後悔を、征臣はしっかりと把は握あくしていた。

「わかった。じゃあ、俺がこの国を率いる！　皆の命を預かった！　先頭に立ち、戦い、この力を揮ふるう！　全土に平和をもたらす事で、ラウフラムを守る。それでいいな！」

　宣言する大駕は、無意識のうちに拳こぶしを高く掲かかげていた。







第五章　　勝利と、決別と







　始めてから五日。

　最初から回数など数えていない。快楽を貪むさぼっているのでもない。作業として腰こしを使って、射い水みずは何度目かの精を放った。既に女に反応はない。恐怖と、それさえ上回る圧倒的な諦てい念ねんと絶望。嘆なげきも怒いかりも悲しみも無駄なら、後は己の心を殺すしかない。

「……ふん」

　ささやかな疲労を感じつつ、射水は鼻を鳴らして女から離れる。

　簡素なベッドから立ち上がり、傍らの水差しを取って直に呷あおる。溢あふれた水が透とう明めいな筋になって喉のどを伝って裸はだかの胸を通り、汗あせを洗い落とす。

「クソ面白くもねえ！」

　苛いら立だちで、床を蹴ける。この作業が上手くいったかどうかの判断がつくのは何か月も先だ。首しゆ尾び良く女が胎はらんだとして、その子供を育てるのにまた手間がかかるし、自分の後継者に相応しい能力があるかどうかは更に先の話だ。

　即座に結論が出ない問題について考えるのは、好きではない。

　明日からは孕はらませる道具としては頼りないが、残りの小娘ふたりも使う。いや、それより一日も早くラウフラムを攻め落とし、彩あや芽めを手に入れる事だ。シャムリーの女なら、きっと俺の力を受うけ継いだ子を作れるはず。

　実際に会ったのは二、三度だけ。言葉もほとんど交かわさなかった上に何年も昔の事だ。もう彩芽の顔など覚えていない。

　ラウフラムとの戦いとなれば天馬ペガサスと飛竜ワイバーン、あのふたりのシャムリーも出てくるだろうが、自分の敵ではない。相性の悪さが身に染しみて飛んで逃げた可能性だってある。あんなガキどもに、ラウフラム王の申し出を断って自ら国を建てた自分ほどの強い意志も勇気もあるはずがない。

　射水は、己の苛立ちの原因に気づいていなかった。

　大たい駕がと征まさ臣おみ。ふたりが単に敵であるだけでなく、射水が失ったものを真正面から突きつけてくる存在だという意味に。

　単なる非戦の約束、穏おだやかな同盟だけではなく国をひとつに束ねるという提案もあった。確かにこの世界の事情に疎うとく、政治に不慣れな射水にとっても魅み力りよく的てきだったが、それよりは自分の力で一から国を作り上げたいという理想──野心の方が強かった。

　野盗同然のはぐれウーティシオ人を積極的に引き入れて部下としたのは、管理下に置く事で暴行や略りやく奪だつを抑えたかったからだ。

　しかし、すぐに不満は現れた。

　ウーティシオ人たちはガルムガクス人と平等に扱あつかわれる事に不満を抱くようになった。力に任せ、奪い取とる事の方が簡単だからだ。

　驚おどろいた事にガルムガクス人もそれを容よう認にんし、戦争を勧すすめさえした。ウーティシオ人には刃向かえなくて当たり前。強いシャムリーはガルムガクス全土を平定する。隣りん国ごくラウフラムのように、戦えるシャムリーが不在の国とは違ちがうのだと。

　射水の力──ツングースカ対空自走砲は圧倒的な強さだった。相手の攻こう撃げきは装甲で阻み、遠くから一方的な射しや撃げきで敵の部隊を一いつ掃そうする。かつて身体を鍛きたえ、格かく闘とうの技を磨いていたのが馬ば鹿か馬ば鹿かしく感じるほどに。

　強者の失敗や暴挙を、誰だれも咎とがめない。

　平民は異界の戦士には逆らわず、戦士たちは権力のおこぼれに預かろうと射水への追従を口にする。二重に取り囲む媚び態たいが自制の骨格を少しずつ腐ふ敗はいさせ、溶よう解かいしていった。

　囚人のいない監獄では、どれほど下げ劣れつな看守でも暴力を振るえない。

　奴隷が暴君を育てるのだ。

「……俺の国だ……。誰にも渡さねえ……」

　ガルムガクス人は残らず無能な屑くず。ウーティシオ人の部下も、逆らうほどの覇は気きもなく、自分の威い光こうに隠れて好き勝手やるだけの馬ば鹿かどもだ。この国を託たくせる者などいない。だったら血の繋つながった後継者を求めるのは当然だ。女など、そのための道具でしかない。

「い、射水さんっ！」

　不意にドアがノックされ、許可を与えないうちに開かれる。飛びこんできたのは、配下の兵士だった。

「どうした？」

　不作法な部下など即座に殺しても構わないが、殺さないのもまた気まぐれだ。三日間、気の向くままに女を犯おかし続けたせいで、さすがに多少の疲つかれもある。

「隣国が……ラウフラムが攻めてきています！」

「……何？」

　想定外の報告に、一いつ瞬しゆん眉み間けんが強こわ張ばる。

　これまでは撤てつ退たいしながら守りを固める一方で、反はん撃げきに出る事はなかった。戦力が違いすぎる。個々の兵士の力量でも、装備でもだ。先日の戦いで数人損失したが、まだこちらには自分を別にしても七人のシャムリーと二二人のウーティシオ兵があり、ガルムガクスの雑ぞう兵ひようは二〇〇〇人を超こえる。ただでさえ攻撃を仕掛ける方は守る側の三倍の兵力を要するというのが常識だ。戦術でも稚ち拙せつなガルムガクスの軍隊が攻め寄せても脅きよう威いにはならない。

　潰せ──と命じようとした時、兵士は報告に付け加えた。

「ラウフラム軍はほぼ総力の動員との事。それと、先せん陣じんには例の女がいます」

「例の女？　齊いつき彩芽か？」

　これまで砦に籠もって前線で指揮を執とらなかった彩芽が来ている？

　ならば、その好機を逃のがす訳にはいかない。馬鹿な部下どもが逸はやって余計な事をする前に、この手で確実に彼女を捕らえるべきだ。

「なら、俺も出る。あの女は俺の物だ。お前は先に行って、他の連中にその事を伝えろ。絶対に殺すな。間違って傷物にでもしたら許ゆるさねえってな」

　命令を受けて走り去る兵士を見送り、射水はゆっくりと歩いていった。

　焦る事はない。もうすぐ全すべてが手に入る。

　そう、一番大切な未来さえも。




　仮説本ほん陣じんとなっている街へ続く道には、退たい屈くつそうな顔のイミズ兵が立っていた。革かわ鎧よろいのガルムガクス人が二名。ウーティシオ人の士官は寝ね転ころがり、欠伸あくびをかみ殺している。

　山間の土地なので日暮れは早い。そろそろ夕刻も近づいたその時──。

　歩ほ哨しようの眼前に槍が突き刺ささった。

「げ！」

　驚いて見上げる。薄はく暮ぼの空に、純白の天馬ペガサスが翼つばさを広げていた。

　天馬ペガサス一いつ騎きではない。道の彼方かなたからは松明たいまつを掲げた兵士が行軍している。ざっと六、七〇〇人はいるだろうか。戦える男ならば年若い少年までも動員したラウフラムの総力だ。横に広がった隊列の中央、高々と掲げられた軍旗の傍らには女の姿も見える。

「で、で、出た！　敵てき襲しゆうーっ！　な、何とかしてくださいっ！」

　歩哨は、慌てて飛び起きた士官にすがりつく。

「どうにかできるかよ！　俺はウーティシオ人ってだけでシャムリーじゃねえ！　あんな数と戦えるか！　に、逃げろ──じゃねえ！　退たい却きやくっ！　戻って本隊に報告っ！」

　真っ先に逃げ出した士官の後を、残りのふたりが慌てて追いすがる。

　ここまでは思おも惑わく通り──先行していた大駕は一いつ旦たん引き返し、彩芽たちに合流する。

「あれでいいんだな？」

「ああ。まずは射水本人を誘い出す必要がある。そのために、齊さんにも来てもらったんだ」

　騎き乗じようしたままの大駕に答える征臣は、まだ飛竜ワイバーンを発現させていない。

　ふたりが纏まとっているのは制服でもユニフォームでもない。

　彩芽から渡されたラウフラムの──ガルムガクス人の衣服だ。

　この国、この世界に留とどまって戦う意志の証あかしとして、大駕が求めたものだった。腰には
〈武具〉の剣を収めるための鞘さやも用意されている。

　一応は指揮官らしく着き飾かざった彩芽は不安顔で、彼女の隣となりに立つフィルゲンは気むずかしげな表情で征臣を見つめている。

「じゃあ、僕は行ってくる。後は、任せていいな？」

「ああ」

　征臣が胸の高さに上げた拳に、大駕も己の左手を打ち合わせる。

　背はい嚢のうを負って征臣は走り出した。重なるように皮ひ膜まくの翼が、棘とげを備えた尾おが、鋭い牙きばを備えた頭部が宙に滲にじむ。半はん透とう明めいから徐じよ々じよに色を濃くして実体化し、征臣の身体を持ち上げる。

　完全に顕けん現げんした飛竜ワイバーンは主を乗せてほぼ垂直に上じよう昇しようして行き、やがて見えなくなった。

「……失礼ながら、舘たて殿どのを完全に信じてよろしいのですかな」

　重々しい口調で、フィルゲンが呟つぶやいた。

「何だよ、今さら？」

　今回の作戦は征臣が提案し、細部を彩芽──というより〈参謀本部ヘツドクオーター〉が詰つめたものだ。征臣を信じないのであれば、そもそも大前提が崩れる。ここを戦場に選んだのも、大軍同士が激げき突とつするにはある程度広い平地が好ましいという征臣の進言による。

「いくら射水をおびき出すためとは言え、彩芽殿を危険な戦場に連れ出すのには、自分は賛成しかねます」

「わ、わたしは大だい丈じよう夫ぶですよ。今回の作戦って総力戦で……どうせ負けたらわたしひとり砦に籠もっててもどうしようもないし……。あ、最初からこんな逃げ腰じゃいけませんね。わたし、前線指揮官なのに」

　ラウフラムを率いる将は既に大駕だが、自ら先頭を駆かけるタイプであって全軍を見み渡わたし、指示を出すのは向いていない。征臣は征臣で別の任務がある。だから、ガルムガクス人の兵を指揮統とう率そつするのはやはり彩芽の仕事だった。

「それだけではありません。大駕殿は我らと力を合わせるべく頭を下げましたな？　自分はあの時に覚かく悟ごと誠意を感じ取りました。しかし舘殿は違う。貴方あなたが地に伏し、懇こん願がんする間ずっと隣に立ったままでした」

　言われてみれば確かにそうだ。大駕は土下座するのに必死で、征臣の事までは気にしていなかったが。

『いいじゃねえかよ。揃そろって頭下げたりしたらかえって軽くなるってモンだ』

『うむ。将として推おす事を決めておったのだから、大駕自身の気持ちが伝わるよう立てたとも言えるな』

　彩芽の肩や腕で、虎と熊がフォローする。

『ごめん……でも、僕はあの人……何となく怖こわい』

　頭の上で震ふるえているのは兎だ。

『確かに彼には、何と言うか……心のどこかに暗い闇やみを抱かかえているような印象もあるね』

　狐も腕を組む。

〈参謀本部ヘツドクオーター〉が彩芽の潜せん在ざい意識から生まれたものだというのなら、この感想は彩芽自身のものでもあるのか。

「いいじゃねえかよ。闇のひとつやふたつあったって。誰だって他人に隠してる事、言えない事くらいあって当然だ」

　征臣が消えた夕ゆう闇やみの空を見上げながら、大駕は告げる。

　敬愛する姉がストーカーに殺され、更にメディアやネットで謂いわれのない批難を受けたのだ。それでなお一点の曇りも翳かげりもない心のままだったら、その方が異常だ。

　現に、彩芽自身の言えない気持ちを狐や兎が代弁している。フィルゲンだって征臣本人に面と向かって疑念を告げた訳ではない。

「暗い闇の中にだって、あったかいものや真っ直ぐなものが隠れてるかも知れないだろ」

　その存在は近寄り、触ふれてみなければわからない。闇を闇と呼び、理解不能と切り捨てるのは簡単だ。

　傷や陰を抱えた上で、前を見て進む事を止めない。

　そんな舘征臣はそんな男だからこそ、大駕は彼の友である事を誇れる。

『来たよ！　イミズ軍だ！　射水本人はまだいないみたい！』

　前方に立ち上る土つち煙けむりに真っ先に気づいたのは、敏感な兎だった。

「わ、わかりました！　全軍、陣形を保ったまま後退してくださいっ！　打ち合わせした事を忘れないようにっ！」

　どうにか気張って自ら大声を振り絞って彩芽が命じた。

　指示通り、ラウフラム軍は陣形を更に広げながら後方へ退いていく。退却速度は両りよう端たんが遅おそく、中央は早い。彩芽自身が最後方に下がった弓ゆみ形がたが形成される。

　大駕だけが突出し、予あらかじめ用意した何本もの投げ槍やりで地上を狙う。

　なかなか命中はせず、せいぜい敵の鼻先を掠かすめるだけだ。名投手でもボールと槍とでは勝手が違うし、馬上から投げ下ろすのだから踏ふみこみも身体の捻ひねりも思い通りにならない。

　だが、それで構わない。敵兵を仕留められればベストだが、目的は足並みを乱す事。そして囮おとりとして注意を引きつける事だ。

「下りて来い！　この野や郎ろう！」

「届かねえ奴に構うな。それより他の兵隊どもをブチ殺せ！」

　元々統制されず個々人の力任せのイミズ軍だ。一気に攻め寄せればそれぞれの足の速さの差が出て、隊列は自然と疎まばらになる。更に固まっているところには大駕の槍が注ぐ上にラウフラム軍が後退しながら分散するため、各自が勝手に手近な敵に襲おそいかかる形になる。

　孤こ立りつし、突出したイミズ兵をラウフラムの兵士は五人以上で取り囲む。正面を引き受けた者は後ずさりしながら防御に徹てつし、攻撃は槍持ちが後ろや側面からだ。

「ぐはっ！」

　槍を受けたイミズ兵が血を吐はいて倒れる。赤い鎧よろいの上に、異なる彩さい度どの赤が重なる。

　鉄の鎧と言っても全身を隈くま無なく固めている訳ではない。脇わき腹ばらや膝の裏など、急所でありながら防備の薄うすい箇か所しよもある。そこを的確に狙えば、相手はただの人間だ。

　こちらが一応陣形を組んで相手を引き寄せているのに対し、向こうは個々人の勢いに任せてバラバラに突出してくるだけ。敵に連れん携けいがあれば、大駕が上空からそれを断たち切きる。これで全体の数では及およばなくても、局所的な数の優位を作り出し続ける。

「やった！　勝てる！　これなら勝てるぞ！」

　血に濡ぬれた剣を手に、兵が歓かん喜きの声を上げる。

『三班！　目の前の奴が逃にげるぞ！　今のうちに突っ込んで畳たたんじまえ！』

『一二班がひとり負傷した！　七班がフォローに回りたまえ！』

　虎や狐も指示を飛ばす。

〈参謀本部ヘツドクオーター〉は単に四つの違った意見を持っているだけではない。彩芽本人を加えれば、五人分の視野、視点を同時に持つ。戦場の五箇所に同時に注意を払はらう事もできるし、違う方向を見れば死角を消す事もできる。

　彩芽本人が気づいていなかったこの使い方も、征臣の提案だ。

「押し包んで背後からなど……このような戦い方……」

「ガルムガクスでは何百年もこういうやり方をしないで来たのかも知れません……。だけど、勝つためにはこれがいいんです」

　苦々しく呟くフィルゲンに、彩芽が答える。本格的に陣形を組んでの集団戦を訓練する時間はなかった。指導に二日、行軍に半日。現状可能なのは、この戦法だけなのだ。

　ガルムガクス人自らの力で戦う事を求めて鍛え続けていたフィルゲンと、シャムリーでありながら肉体的には強くない彩芽。このふたつの材料で説得しなければ、戦術とも呼べないこんな単純なやり方さえ兵たちは受け入れなかっただろう。

　ウーティシオの戦士には勝てないという常識は、それだけ強かったのだ。

「ガルムガクスのカスどもがぁ……っ！　調子に乗るんじゃねえぞ！」

　イミズ兵のひとりが輝かがやくハルバードを振り上あげた。一いち撃げきの薙なぎで、ラウフラム兵ふたりの胴どうが断たれ、上半身と下半身が別々に地に落ちる。

「退け！　そいつは俺が引き受ける！」

　五対一の集団戦法も、正面担当がある程度持ちこたえられるのが前提だ。圧倒的な攻こう撃げき力りよくを持つシャムリーが相手では分が悪い。そこは、大駕の出番だ。

「てめえっ！」

　ハルバード使いがぶんぶん〈武具〉振り回すが、高度を保つ大駕に刃やいばは届かない。空中を自由に動ける事は、圧倒的な優位だ。

　焦った敵が大おお振ぶりで体勢を崩した隙すきを見み逃のがさず、大駕は腰の剣でよろけた背中に切りつける。短い悲鳴を上げて、ハルバードの男は倒れた。

　元々の力が違う上に、不慣れな付つけ焼やき刃ばの戦法だ。ラウフラム兵にも犠ぎ牲せいは出ている。それでも確実に、イミズ軍の戦力を削けずっている。

「やってられっか！　逃げろ！」

　とうとう武器さえ捨て、逃げ去さる者まで現れた。元より力に奢おごって暴れ回っていただけの連中だ。優位が崩れても奮戦するほど志気は高くない。最初のひとりが逃げ出すと、後は全軍が壊かい走そうした。

「どこへ行く気だ？」

　だが、敗走する兵士たちの前に、悪あつ鬼きじみた人影が現れた。

　射水元もと保やすだ。

「い、射水さん……。これは、その……」

「奴ら今までとは違います！　一度退たい却きやくしましょう！」

　赤い鎧がふたり、射水に懇願する。他には立ち止まる者、主を無視してそのまま逃げ去る者、反応は様々だ。

「俺の軍隊が、敵を前にして逃げんじゃねえよ！」

　叫びと同時に、射水の周囲に光のフレームが現れる。

「げっ！」

　輝きのラインが、すがりついていた兵士たちを弾はじき飛ばす。すぐさま実体化したツングースカ対空自走砲の無限軌道が、尻しり餅もちをついた兵を蹂じゆう躙りんする。

　悲鳴を上げる暇ひまさえない。ふたりの男は踏みつぶされた肉につ塊かいと化した。

　その有様に逃げ出す者もいる。力強い援えん軍ぐんと考え、再度方向転てん換かんする者もいる。

「やっと出てきたな！　下衆野郎！」

　叫びながら大駕は上昇し、不規則な軌道を宙に描えがく。

　連装機関砲が火を噴ふき、天馬ペガサスを狙う。

　しかし追つい尾びしきれない。

　上下左右、さすがに後退こそ出来ないが天馬ペガサスの飛行はヘリコプター以上に自由自在だ。

　ポイントはみっつある──事前の作戦会議で征臣は指摘した。

　射水の対空自走砲は本物そのままの性能ではない。詳くわしいスペックは征臣も知らないが、武装したヘリを撃げき墜ついする弾だん丸がんが命中したのなら、大駕の怪我はあんなものでは済まなかったはずだ。現物の存在しない天馬ペガサスや飛竜ワイバーンが大駕たちの潜在意識や記憶の底の知識、イメージから形成されているのと同様、あれも射水が想像した対空自走砲だ。

　加えて、あの手の兵器はひとりで操縦できるものではない。運転、射撃、車長など三、四人は必要なはず。〈参謀本部ヘツドクオーター〉のように他の乗員もいわば付属品として顕現している可能性もあるが、天馬ペガサスが細かい指示を出さなくても大駕の意を汲んで動くように、車両そのものが射水の意図に反応するのだろう。

　だが、本来数人がかりでコントロールする複雑な機械をひとりの意識だけで簡単に動かせるはずがない。

　征臣も飛竜ワイバーンで実験したが、騎乗して飛び回るだけなら簡単だ。しかし脚あしや頭、尻尾しつぽなどを精せい妙みように操あやつろうとすればそれなりに集中しなければならないし、ミスも多くなる。しかも機械となれば直感的なイメージ、身体感覚の拡張は生き物よりも難しいはずだ。

　避よける事に専念すれば、あの砲弾から逃げ続けるのは不可能ではない。

「……ガキがぁっ！」

　車体から、金属的に変質した射水の声が響く。

　大駕は急きゆう上じよう昇しようし、天馬ペガサスを消失させて自由落下する。

　いきなり見せた動きの変化に、ツングースカは反応しきれない。

　空中で再び天馬ペガサスを発現させ、大半径の右みぎ旋せん回かいで対空自走砲の真上を通過する。

「偉えらそうな事を言って逃げ回るだけ……うっ？」

　嘲ちよう笑しようした射水の声に、焦りが混じった。

　車体に、炎ほのおが燃え移っていた。

「お前の敵は俺だけじゃねえんだよ！」

　上空から大駕が叫ぶ。

　残敵を掃そう討とうしたラウフラム兵は武器を持もち替かえていた。樹じゆ脂しと油を練り合わせた物を詰めた陶とう器きの壺つぼをハンマー投げの要領で車体にぶつけ、更に決死隊が接近して松明を投げつけたのだ。

　武器の乏とぼしいレジスタンスが戦車に用いた攻撃方法──火か炎えん瓶びんの応用である。鋼鉄の装そう甲こうに歩兵の剣や槍は通じない。しかし、その車体も射水自身に繋がっている、肉体の延長ではなくとも生命の一部だ。炎のダメージは確実に蓄ちく積せきされていく。

「……カスが！　ガルムガクスのカスどもが、俺に逆らうか！　てめえら、媚こびるしか能がねえはずだろ！　逃げて怯えるしかないはずだろうがぁっ！」

　水平に向けた砲身から轟ごう音おんと共に砲弾の列が吐き出される。空の敵だけではない。装甲していないトラックや歩兵なども撃げき破は可能な兵装配置だ。密集を避けていたが、それでも一〇人以上のラウフラム兵が一いち斉せい射しやで粉ふん砕さいされた肉にく片へんに変わる。

「どうしたぁ！　こっちにもいるぜ！」

　敢えて真正面を飛び、大駕は挑ちよう発はつする。

　フィルゲンは言った。将となる者は自らの価値を自覚すべきだと。兵卒が倒れても代わりはいるが、一軍一国を率いる君主はそうではないのだと。

　理屈では理解しても、他人に犠牲を強しいて自己の安全を買う事は性しよう分ぶんではない。

　砲塔がゆっくり動き、連装機関砲の列が大駕を睨にらむ。

　だが、発射はされない。

　急上昇──遅れて、追うように砲口から閃せん光こうが迸ほとばしる。

　だが、それはすぐに途切れた。

　病人の咳せきを思わせる断続的な発射が天馬ペガサスを追うが、明らかにタイミングは遅れている。

　征臣が指摘した最後の一点。

　弾丸や薬やつ莢きようも〈武具〉の一部だという事。

〈武具〉がダメージを受ければ、シャムリー本体にも衝しよう撃げきを受け、疲ひ弊へいする。ならば〈武具〉自体が「消費」するタイプの能力を持っていたら、どうなるのか。

　これも征臣は飛竜ワイバーンの尾から分ぶん泌ぴつされる毒で試ためしてみた。一度二度なら気にならないが、何度も連続して毒液を使うとはっきりと疲れが自覚できる。〈武具〉を駆く使しする事自体が体力や気力の負担になるが、それに「使い減り」の分が加算されるのだ。

　そして対空自走砲は大量の弾丸を発射し、薬莢もばら撒まく。あの薬莢も射水の〈武具〉から生み出されているのだから、消耗のスピードはかなり速い。〈武具〉の能力や性質を自分で選べない以上、排莢は省略するという訳にはいかなかったのだろう。

　直ちよく撃げきを避け、敵に無む駄だ撃うちさせる。〈武具〉だから物理的な弾たま切ぎれはないにしても、射水本人が限界になるかも知れない。そうなれば〈武具〉そのものの維い持じが不可能になるのではないか──確証はないが。

　砲弾の消費に加え、簡易ナパームの熱もある。射水の消耗とダメージは決して小さくないはずだ。

「……く……っ！」

　短い呻うめきと同時に、ツングースカは後退を始めた。

　鈍どん重じゆうそうな車体だが、スピードは速い。

　だがその時、後方から新たな火の手が上がった。

「ひぃいいいっ！」

　先に撤退した兵士たちが、悲鳴を上げながら戻ってくる。

　宵よい闇やみを夕焼けのように空を灼やく赤。しかし方角が違う。黒こく煙えんも上がっている。

　イミズ軍が本陣にしている街が燃えているのだ。




「……何だか、外が静かね」

　不意に、京みやこが声を掛けてきた。

　拉ら致ちされてから五日目。あれ以来、射水は現れていない。一度部下がやって来て、もうひとりの女性を連れて行った後は、真ま羽うと京はふたりきりでこの牢ろうに閉じこめられていた。

　目の前では、木の碗わんが湯気を立てている。

　定期的に運ばれてくる食事は豚とん汁じるを思わせる簡単な煮に物ものだが、意外な事に充じゆう分ぶんな量が与えられた。ただ、子供を産ませるために充分な栄養を与えるという意図が明らかで、真羽の喉を素直には通らない。フォークやナイフは与えられず、やはり木製の匙さじだけなのは、万一にも抵抗を──あるいは自害を恐おそれての事か。

「お腹なかに入れた方がいいわよ。何をするにも体力が要いるわ。冷めると味が落ちて、ますます食べにくくなる」

　相手の目もく論ろ見みは承知しているだろうに、京は平然と食事を平らげる。

　最初は流民暮らしに由来する実利的な態度かと思ったが、どうも違うようだ。

　今は収まっているが、隣の建物からは毎日ガルムガクス人の女性がイミズ軍の兵士に陵りよう辱じよくされる悲鳴がひっきりなしに聞こえてくる。真羽は思わず耳を塞ふさいでしまうのだが、京はこちらも気にしてないのだ。一いつ緒しよに旅をしてきた仲間のはずなのに。

　こちらが不ふ審しんの目で見ている事に気づいたのか。京が再び視線で食事を取るように促す。仕方なく碗に手を伸のばした時、扉とびらが開いた。

　赤い鎧の兵士が入ってきた。年ねん齢れいは真羽と同じくらいの、まだ少年と呼んでいい顔立ちと体格だった。

「へへ……」

　口元には緩い笑みが浮かんでいる。

「今、射水さんが前線行っててしばらく戻らないからさ……。そっちが黙だまってりゃ、バレないよ。食べ物とか、やるからさ」

　舌なめずりしながらベルトに手を掛ける。

　真羽は両手で身体を庇かばう姿勢を取りながら、壁かべ際ぎわまで下がった。

　逃げようにも扉は閉ざされているし、相手は剣を持っている。

「俺は射水さんと違って、マグロみたいな女をただ胎ませるために犯るなんてのは嫌なんだよね……。ちゃんと相手が喜んでくれた方が嬉うれしいし、若い子が好きだしよ」

　だらしなく緩んだ口くち唇びるを、濡れた舌が嘗なめる。

　どうすればいい？

　舌を噛かめば死ねるかも。そうすればこんな男に辱はずかしめられる事だけは避けられる。けれど、それは逃げだ。まず、生き抜ぬく。武器を取って戦う力がないのなら、尚なおのこと生き抜き、挫くじけない気持ちを捨ててはいけない。

　最後の最後まで抵抗する──震える身体に意志を巡めぐらせ、小さな拳に力を込める。

　その時、男の額に矢が出現した。

　いや。正確には至近距きよ離りから放たれたものが命中し、深々と突き刺さったのだ。

「げ……げは……？　はだらは……？」

　頭骨を貫かん通つうし、脳にダメージを受けた兵士の口から意味のない音が漏れた。左右の眼球がぐりぐりと動き、それぞれ違った方向に視線を向ける。

「……え……？」

　驚いた真羽が振り返ると、片かた膝ひざを突いて弓を構える京の姿があった。

　和弓ともアーチェリーとも異なる、両者を混ぜ合わせた奇妙な形で、精せい緻ちな彫ちよう刻こくで飾かざられている。差さし渡しは一メートル以上もあり、隠かくしておけるような代しろ物ものではない。何より京が弦げんを引き寄せると、両手の間にはそれまで存在していなかった矢が出現していた。

　間ま違ちがいない。シャムリーの〈武具〉だ。

　ヴン！

　弦を鳴らして放たれた第二の矢は、男の喉のど笛ぶえを貫つらぬいた。

　口と傷口から血の泡あわを溢れさせ、男は仰あお向むけに倒れる。

「……京さん……あなた、それは……」

　感謝よりも先に疑問が口を突く。

「わたしは脱出するわ。あなたは、好きにしなさい。逃げた方がいいと思うけどね」

　立ち上がった京は気き丈じような流民のリーダーでも、囚とらわれた無力の少女でもない。どこまでも沈ちん着ちやく冷静な戦う者の空気を纏っていた。真羽を助ける事も疑問に答える事もせず、兵士の死体から鍵かぎを奪うと素す早ばやく音を立てぬ足取りで牢ろう屋やを飛び出していく。

「ま、待って！」

　訳がわからなかった。

　シャムリーなら、どうして今までそれを隠して虜りよ囚しゆうに甘あまんじていたのか。まさか流民をこの国に連れてきた事も予定のうちだったのか。

「教えて！　どうして……どうしてそんな力があるなら、他の人を助けなかったの？」

　他にも確かめたい事はある。だけど、最初に口を飛び出したのはそんな疑問だった。

　射水に連れて行かれたふたりの女性は、彼女の前からの仲間ではなかったのか。

「貴方は生きようとしていた。強者に逆らってでもね。だから生きる資格があると思った。それだけよ」

「そんな……」

　では、抗こう弁べんしなかったふたりには生きる資格がないと言うのか。そんなはずはない。射水に暴言をぶつけた真羽が殺されなかったのは偶ぐう然ぜんや幸運の範はん疇ちゆうだ。京が言ったような事を計算した訳ではない。勝ち目のない相手には無む謀ぼうな抵抗をせずにおとなしく従うのも、生きるための知ち恵えではないのか。

　そして何より──京に他人の生死を決める資格があるとでも言うのか。

　弱く、戦えない者が弱者なりの方法で生き延びようとするのを否定されたくない。シャムリーではないひとりの人間として。

　立ち去る後ろ姿を追いかけ、牢を飛び出した真羽の顔を激しい風が叩たたく。

　目の前に、敵兵の半身を爪つめに残した飛竜ワイバーンの姿があった。




「無事か？　真羽ちゃん！」

　捜していた少女の姿を眼下に認めて手を差し伸べる。

　射水本人が出しゆつ陣じんした後の後ご詰づめは手て薄うすと推測した通り、ほとんど敵兵の姿は無かった。牢の見張りに立っている数人は、反応される前に急降下して引ひき裂さいた。

　しかし、自分が開放する前に中から京が飛び出して来たのは予想外だった。しかもその後に真羽が続いてきた。誰が鍵を開けたのか。

「う、うん……大丈夫。平気」

　怯おびえて自らを抱だきしめるように身体を強こわばらせてはいるが、頷く表情は自然な安あん堵ど。言葉通り「大丈夫」である事を確信する。

「あの人が……京さんが助けてくれて、それで……」

　流民を率いていた京が、今は奇妙な弓矢を手に、鋭い眼光で征臣を観察している。

　飛竜ワイバーンが着地すると同時に身体を捻り、毒棘の尾が京に向けられる。

　同時に、京の弓が征臣を標的に定める。いつの間にか矢がつがえられていた。

　互たがいに、一挙動で相手に必殺の一撃を与える位置。

　張はり詰めた空気に、真羽が息を呑のむ。

「貴方の意図はおおよそ理解した。シャムリーである事を隠してイミズ軍に接近し、内情を探さぐるのが目的だったんだろう？　射水本人が出陣したのをチャンスと見て脱出しようとしているというところか。わからないのは、貴方が何者かという事だ」

「安心して。貴方たち──ラウフラムの敵じゃないわ。こちらに来て日が浅い人にはどう説明すればいいかしら。……そうね。ここから遠く離はなれた国の密使よ。目的は貴方が指摘した通り情勢を調べる事。勢力を伸ばしているイミズラムと、それ以外にも大きな戦力についてね。ラウフラムなんて小国は優先順位低かったんだけど」

　微笑を浮かべ、京は弓を下ろす。

　同じタイミングで飛竜ワイバーンも尾を引いて向き直った。
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「納なつ得とくした。取りあえず、敵でないのは信じてもいいみたいだな。真羽ちゃんを助けてくれた事に感謝する。それと、他の人たちがどこに囚われているか心当たりはないか？」

　京は曖昧な笑みのまま肩を竦すくめて見せた。

「ごめん。わたしたちもずっと閉じ込められていたから……」

　真羽が説明を加える。

「……そうか。できればみんなを煽あおって騒さわぎを起こしたいんだが……」

　イミズ軍の拠きよ点てんと言っても、ここは一度滅ほろぼされた街だ。生活を支えられる場ではない。本国から食料を輸送したりする労働者も数多く存在するだろう。彼らを扇せん動どうし、反乱を起こさせる。まともに戦えるとは期待していないから挟み撃うちは無理でも、敵の退路を断つ効果はある。

　街中を捜したくても時間が限られている。非戦闘員を支配管理するためにそれなりの人数が残っているはずだ。仮に京が味方してくれたとしても、ふたりだけで戦える保証はないし、こうしている間に前線の大駕たちが押されていては何にもならない。

　第二案を使うしかないのか──。

「ガルムガクス人を蜂ほう起きさせるのは難しいわよ。あの人たちはウーティシオの兵隊には敵わないと思いこんでいるから」

　京の指摘に、思わず口元を押さえる。

　声に出したはずはないのに、彼女は正確に征臣の意図を読みとっていた。

「何の話？　ねえ、何の話をしているの？　早くここから……ううん、その前に他の人たちを助けるんでしょ？」

　真羽が不安そうに、ふたりの顔を見比べる。

　その時──男の悲鳴が聞こえてきた。

　征臣が飛来したのと反対方向で、騒ぎが起きている。向こうから赤い金属鎧がひとり、懸けん命めいに走ってくる。

「ひいぃっ！」

　その男が、飛竜ワイバーンを見てひっくり返る。

「何があったの？」

　尻餅をついて震える男に、京が弓を向けて詰きつ問もんする。

「テ……〈嵐テンペスト〉が出た！〈嵐〉一味が……っ！」

　恐きよう怖ふと混乱で相手を確かめる余よ裕ゆうもないのか、問われたままに答える。聞き終えると、京は即座に弦を放した。至近距離の矢を眉み間けんに突き立たてられた男は、口から泡を吐いて絶命する。

　震え、目を背そむけたのは真羽だけだった。

「〈嵐〉というのは確か……」

「ええ。噂うわさに聞こえる最強のシャムリー。戦せん車しや砲ほうの直撃を受けても平気だったって聞いたわ。どこの国にも属ぞくさず、自分の手勢を率いて略奪と虐ぎやく殺さつを働く神しん出しゆつ鬼き没ぼつの女。彼女についての情報を集めるのも、わたしの仕事のうちよ」

　京の説明を受けて、征臣の思考が巡る。

〈嵐〉はイミズ軍にとって敵かも知れないが、こちらの味方でもない。略奪だけして引き上げてしまう恐れもある。気づかぬうちにこの街が壊かい滅めつしてしまっては、前線の射水にプレッシャーをかける事は出来ない。ここが落とされた事をはっきり知らせなければ。暴動を起こすのが無理なら、第二案を使うしかない──一瞬で、結論を弾き出す。

「この街に火を放つ」

　背嚢を下ろし、中から陶器の器を取り出す。ツングースカ対策に作らせた油と樹脂を練り合わせたものを、前もっていくつか確保しておいたものだ。

「え……？　でも、まだ他にも掠さらわれた人が……」

「〈嵐〉の強さが噂通りなら、僕ぼくでは対抗できない。すぐにここから逃げないと。飛竜ワイバーンで、僕以外にふたりなら運べる」

　放ほうり投なげた陶器は木造の小屋に当たって割れ、黄色っぽく粘ねばつく油が広がっていく。

　主力がイミズ軍を誘ゆう引いんし、引き留めている間に飛行可能高度と速度に優すぐれる飛竜ワイバーンが単独で突とつ入にゆう。捕らわれている人々を救出して反乱を起こさせ、敵軍の退路を断つ。

　そこまでは説明した。皆みなに伏せたのは、次善の案として用意した放火作戦。それを実行したら真羽ともうひとりしか救えないという事。

　言えば大駕は反対しただろう。

　征臣の本命は第二案なのだから。

　鍛えている兵士でさえ、ウーティシオ人には刃は向むかえないと思っている。暴君の支配に慣れきった者たちが、扇動された程度で蜂起するはずもない。射水に見せつけるためにも、火と煙けむりを起こした方が有効だ。

「他に方法はないの？　征臣くんなら、何か考えられるでしょ？」

　真羽が袖そでにすがりつき、訴うつたえる。

「あるかも知れない。だけど、今は選せん択たく肢しが少ない。このチャンスに、確実に射水を仕留める。それが、ベストだ」

　信しん頼らいが──期待に応こたえられない事が苦しい。

「待って。どうせ火を着けるんでしょ。こっちが早いわ」

　構えた弓の間に矢が生まれ、先せん端たんの鏃やじりに青白い炎が点ともる。これも彼女の能力だ。

　まず、さっき油を投げた小屋に、続けて他の木製の建物に、積み上げられた塵じん芥かいの山に火矢が放たれる。高温の炎はすぐに引火し、類るい焼しようし、広がっていく。熱が頬ほおに届き、煙が目を抉えぐる。

　建物から飛び出してくる者がいた。やせ衰えたガルムガクス人の男だ。今までは征臣たちが騒ぎを起こしていても、関わらぬように息を潜ひそめていたのだろう。奴ど隷れいとして酷こく使しされていたらしく足には枷かせがつけられ、とても走れそうにない。真羽たちが閉じこめられていた牢の隣からは、助けを求めて扉を連打し、泣なき叫さけぶ声が聞こえてくる。

「そんな……！　征臣君、助けて！　みんなを、助けて！」

「時間がない！」

　真羽の手を掴み、強ごう引いんに飛竜ワイバーンの背に引き上げる。翼を扇あおぐと周囲の煙が払われ、同時にかき混ぜられた新しん鮮せんな空気が火勢を増強する。敵兵の爪に塗まみれた脚を差し出すと、京は無言でそれに抱きついた。

「見て！　あの人！　あの人だけでも……えっ！」

　人影に気づいて指を差し、次の瞬しゆん間かん真羽は絶句した。

　長い髪かみの、女性の姿だった。ありふれたスカートのシルエット。だが、逆光で顔立ちなどはわからない。彼女は、炎の中を平然と歩いていたからだ。

「あれが〈嵐〉よ！」

　京の声に、初めて感情が現れる。恐怖と、驚きよう愕がくとが──。

「シャムリーなのか……あれが……？」

　物理法則が異なると言っても炎が熱で人体を害し、酸素を奪うのは確かだ。それなのに彼女の動きからは一いつ切さいの苦しみが感じられない。優ゆう雅がとさえ言える落ち着いた足取りだ。

〈武具〉の力だとしたら、彼女はどんな能力を持っているのか。大たい砲ほうにも、炎にも耐えるなら一種のバリアーか？　目に見える実体を持つという原則を逸いつ脱だつするが、大駕や彩芽だって例外みたいなものだ。

　いや、それよりも。

　あの体格。足取り。髪をかき上げる仕草。

　あれはまるで──。

　浮かんだ名前を懸命に否定する。

　あり得ない。錯さつ覚かくだ。ここにいるはずがない。いや、どこにももういないはず。

「どうしたの！　早く飛んで！〈嵐〉と戦いたいの？」

　足元から京が急せかす。

「あ、ああ。わかった！　真羽ちゃんも、しっかり掴つかまって！」

　叫びと同時に、飛竜ワイバーンは上昇気流に乗って高く舞まい上がる。

　真羽は片かた腕うでで征臣にしがみつきながら身体を捻り、もう片方の腕を懸命に眼下の街へと伸ばしていた。

　誰にも届かないのに。誰も救えないのに。




　イミズの街が燃えた事に一瞬驚おどろきはしたが、すぐに大駕は気を取り直す。

　やったのは征臣だ。真羽はもちろん、他の人間もしっかり逃がした上で敵の逃げ道みちを塞いだという事だろう。恐きよう慌こうを起こして引き返してきたイミズ兵たちは、彩芽の命令で襲いかかったラウフラム軍に各個撃破されていく。

「うわぁああああっ！」

　自や棄けになった兵が、剣を高く振りかざして彩芽へと突っこんでくる。

　ツングースカの掃そう射しやを警けい戒かいして、こちらの兵は散らばっている。

「無様な」

　だが、彩芽の側に控えていたフィルゲンが立ちはだかる。

　キンっ！

　振り下おろされた刃を両手構えの剣で受け止め、半歩後ずさって受け流す。

　単純な膂りよ力りよくでは太刀打ち出来ない。だから受け止めるのではなく、敵の力を逸らす事に徹した剣術だ。

「愚おろかな。力はあれど技わざはない。何より、貴様には戦う意味がない！」

　重心を崩した敵に足あし払ばらいを仕し掛かけ、前のめりになったところへ下から切り上げる。

「ひっ！」

　咄とつ嗟さに顔を庇う。鉄製の籠こ手てがフィルゲンの剣を受け、甲かん高だかい音を奏かなでる。衝撃で、敵兵は握にぎっていた剣を取り落とす。

　その隙を、フィルゲンは見逃さない。

　仰のけ反ぞった敵兵の喉のど元もと目がけ、水平に構えた剣を一気に突き入れる。

「がっ！」

　剣は敵の首を貫通しない。皮ひ膚ふと脂あぶらに阻まれ、硬かたい骨で止まってしまう。ガルムガクス人の腕わん力りよくではそれを断ち切る事は敵かなわない。

　それでも、確実に絶息させる。

「皆よ、見たか！　我々でも勝てる！　ウーティシオ人の兵に勝てるのだ！」

　血に濡れた剣を高く振り上げ、フィルゲンが雄お叫たけびを上げる。ラウフラム兵の歓かん声せいがそれに応える。

　既すでに焼しよう夷い弾だんは使い果たしている。彼らの役目は敵兵の掃討と、距離を取りつつ射水に弾丸を消費させる囮となる事だ。ツングースカを包つつむ炎は弱まっている。同時に、車体の動きも鈍にぶっていると大駕は判断した。

　逃げ回まわるラウフラム兵へも大駕へも、砲ほう撃げきは散発的だ。

　征臣の推測通り、射水は弱っているのか。

　確証はない。疲れたように見せているのが欺ぎ瞞まんで、下手に接近すれば砲弾の嵐を浴びるかも知れない。確証など何もない。

　だが。だからこそ──。

「保証済みじゃなきゃ嫌だってのなら、最初から勝負なんかしねえっての！」

　この戦いだけではない。野球の試合だって同じだ。いつだって完全な確証などなかった。

　だからこそ、挑いどむ。

「うぉおおおおおっ！」

　敵の真上へ一気に接近し、天馬ペガサスと長ちよう剣けんを消す。まだ燃えている砲塔に大駕は飛び乗った。肉にく薄はくした敵を攻撃する手段を、ツングースカは持たない。灼しやく熱ねつを全身に感じながら予備の短たん剣けんを抜き、ひたすらに機関砲の砲身を、レーダーを、装甲そのものを殴なぐりつける。

　レーダーが折れる。砲身が曲がる。装甲が歪ゆがむ。

　確かに射水は弱っている。本来なら、装甲車両に剣の殴おう打だが通じるはずなどない。

　ツングースカは左右に激しく蛇だ行こうしながら加速する。

「くっ！」

　懸命に車体にしがみつきながら、左ひだり腕うで一本で攻撃を続ける。

　砲塔を旋せん回かいさせながら、急ブレーキを掛ける。

　反動で大駕が放り出される。

　しかし、即座に意識を集中して天馬ペガサスを顕現させる。大駕本人が地に激突するより早く、実体化した天馬ペガサスが翼を広げて減速し、四本の蹄ひづめで着地する。

　だが、完璧ではない。

　発現した時点で大駕と地面の距離が近すぎた。関節を駆使するだけの間合いが足りず、衝撃を殺しきれない。白い獣けものが跪ひざまずく。

　再発進したツングースカは既に砲が使えないのか、車体そのもので蹂躙すべく大駕へと向かってくる。

「だぁああああっ！」

　大駕の咆ほう哮こうに応え、天馬ペガサスが力強く羽ばたく。四脚と翼を駆使し、向かってくる装甲車両へと真っ直ぐ突とつ撃げきする。

　曲がっていない唯一の砲身から砲弾が放たれる。

　馬上で身体を振り、ぎりぎりの間合いで躱かわす。

　前進のベクトルをそのままエネルギーにして、砲塔正面にある円形のレーダーに剣を叩きこむ。脆もろくなった装甲を貫通し、剣が突き立つ。一瞬後に上昇し、激突を避けて車体の上を乗のり越こえる。

　大駕もこれが限界だった。

　飛とび越えた直後に天馬ペガサスは消失し、自らの身体で転がって受け身を取る。

　振り返かえると、ツングースカは完全に沈ちん黙もくしていた。壁かべに掛けたジグソーパズルが崩れ落ちるように、不規則な形に分解しながら崩ほう壊かいする。そのパーツも空気に溶とけて消え、後には射水だけが残っていた。

　口元から血の筋を流し、憎ぞう悪おに燃えた瞳で大駕を見み据すえている。

「てめえ……ガキが……よくも……っ！」

　戦場に転がる兵士の死し骸がいから剣を拾い上げ、一歩ずつ近づいてくる。

　大駕も同様に剣を拾って構える。

　激突し合う両軍の兵士が作り出した渦うずの中心、真空地帯でふたりの将が対たい峙じしていた。

「俺の国を……俺の軍を……よくも、よくも……」

「俺の国、なんだな。俺たち、じゃなくて」

　泥どろに汚よごれた顔で、大駕は必死に笑え顔がおを作る。孤こ独どくの暴君に気け圧おされないように。

　苦境の時こそ笑うのは、エースの使命だ。

「ガキが……てめえだけは……てめえだけは絶対に許さねえ！　ブチ殺す！」

　一気に間合いを詰めた射水が振り下ろした剣を、大駕が受け止める。

　衝撃が骨を震わせる。〈武具〉ではない剣は重く、握りしめているだけで疲れた筋肉に痺しびれが走る。

「うぉおあああっ！」

　哮たけり、斬撃を返す。射水は受けない。

　半歩後ずさって躱す。

　しまった──判断ミスを声には出せない。

　相手は格かく闘とう家かだ。同じスポーツマンでも、攻こう防ぼうの読み合いは大駕よりも慣れている。

　力任せの大振りで体勢が崩れた隙に、もう一度敵の剣が振り下ろされる。

　こちらも飛び退のこうとしたが、身体が追いつかない。脚が滑すべり、倒れる。前の戦いで負傷した太ふと股ももに剣が突き刺さる。

　灼熱の痛みが全身を駆け巡る。歯を食いしばって悲鳴を押しとどめる。手の剣を取り落とさないので精一杯だ。

「ガキがぁっ！」

　射水が剣を振り下ろす。

　地面の上を転がって避ける。立ち上がる余裕はない。ただ俯うつぶせにならないよう、懸命に転がり続ける。背中を見せて静止したら、そこで終わりだ。倒れても動き続ける事だけが、生への道だ。

　全身が泥と、血に塗れる。傷に痛みが響く。

「くっ！」

　激痛で動きが鈍った瞬間、更に転がろうとする大駕の脚を射水が踏んだ。

　そのまま膝を突く形で腿ももの上に跨またがり、剣を逆手に握りなおす。

「死ねやぁあああっ！」

　必殺の一撃を振り下ろすべく、全身を反そらせるように振りかぶる。

　腹が、曝さらされた。

　下から伸びた剣が、無防備な急所に突き刺さる。

　反射的な無意識の動きではない。頭が自覚するよりも早く、全身の細さい胞ぼうが判断して行動するのは試合で何度も経験している。

　だからこれは考えたのではないにせよ、紛まぎれもなく自ら決意し実行した事だ。

　柔やわらかな、手て応ごたえ。熱くべたつく血が、大駕の身体へと降り注ぎ赤く汚す。

「がはぁっ！」

「殴り合って、話し合って……あんたと理解し合えたらよかったのかも知れない。けど、そんな余裕なんてなかった。こんな世界だ。あんたを殺す事を後こう悔かいしない。謝あやまりもしない。ただ、あんたのようにはならない。その上で俺は戦い抜いて、ガルムガクス全土を統一する。戦いが起きないように！」

　射水が下手に剣に頼らず、格闘家としての能力をフルに使っていたら大駕に勝ち目はなかった。元の世界との断絶が、彼の致ち命めい的てきな弱点だった。

「うるせえ……。ガキが……」

　呪じゆ詛そを呟く射水の身体に手をかけ、倒れそうな彼の身体を支えながら立ち上がる。

　このまま下り坂を転げるままに死に至らせてはいけない。神かみ和わ住ずみ大たい駕がが自らの決意で殺したのだという、明確なけじめをつけなければならない。

　射水の腹から剣を抜く。栓せんとなっていた物を失っても、流血は変わらない。既に流れ尽つきようとしているのだ。
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「悪ぃな……！」

　血ち塗まみれの剣を一気に振り下ろす。

　射水の頭が、ごろりと地に落ちた。

「射水元保は討ち取った！」

　剣を掲げ、宣言する。

「まず負傷者の手当てと兵の再編だ。それから占せん領りようされていた土地に進出して状じよう況きようを把握、そして囚われていた人たちを解放する。ラウフラムの再建を、ガルムガクス統一の第一歩とするぞ！」

　まずフィルゲンが応じて叫び、続いて他の兵士たちからも歓声が上がる。

　生き残ったイミズ軍もばらばらになって逃げていく。元々数に差がある戦いだ。勝ったラウフラム軍も追つい撃げきするほどの余力はない。

「大駕君っ！」

　不意に名前を呼ばれ、顔を上げる。

　上空に飛竜ワイバーンの姿があった。背には征臣と真羽、そして爪にはもうひとりを掴つかんでいる。確か、流民のリーダーだった京という少女だ。

　飛竜ワイバーンが着地するよりも早く、尾の上を滑るように下りた真羽が、真っ直ぐに大駕に駆け寄より、胸に飛びこむ。

「大駕君、大駕君っ！」

「大丈夫だったか、真羽？」

「うん……」

　剣を杖つえ代わりに己おのれの身体を支え、真羽の肩かたを抱く。嬉し泣きの涙なみだの熱が、鎧や服を通して直接肌はだにまで伝わってくるような気がした。

「大駕君の方こそこんな怪け我がして……。痛かったでしょ？」

　真羽は涙目になりながら、大駕の脇わきに腕を回して身体を支える。

「よせよ。俺……その……汚れてるし……」

　自分や征臣は熟じゆく慮りよの末に決心した。この世界に関わり、その分の責任を取ると。

　ガルムガクスが戦乱の世である以上、人を殺す事と無む縁えんではいられない。けれど真羽は違う。彼かの女じよの望みはウーティシオに帰る事だ。

　真羽まで血に染まる必要はない。

「さっきの、聞いてた。大駕君が考えて決めたんなら、わたしも手伝う。剣を持って戦ったりは出来ないけど……」

「ああ……。真羽には苦労かけて、待たせる事になるけどな。俺と、征臣は絶対にやり遂とげてみせる」

　顔を上げて、征臣に目を向ける。

　この勝利に最も貢こう献けんしたのは彼だ。それにこれから国を経営していくとなると、単純に戦って強い自分より博識で広い視野を持つ征臣の力が必要になる。

　脚を負傷したから滑なめらかには歩けない。

　開いた右手を征臣に向けて差し伸べると、真羽も意図を察して肩を貸して歩き出す。

　だが──。

「来るな、大駕！」

　強い叫びに、ふたりの足が止まる。

　真羽が大駕に駆け寄ってから、征臣は一歩も動いていない。ただ月光のような眼まな差ざしでじっとふたりを見つめているだけだ。

「どうしたんだよ、征臣？」

「ここで……お別れだ」

　征臣の背後で、飛竜ワイバーンが翼を広げる。

「お別れって……何だよ、それ」

「僕は大駕と一緒にいられない。お前とは、違う道を進む」

　表情を押し殺ころし、征臣は真っ直ぐに大駕を──そして彼を支える真羽を見つめている。

「人を殺したり、射水に負けたりして、大駕が変わったなら、きっとまだ友達でいられたかも知れない。監かん獄ごく実験のようにこの世界に放りこまれた、同じように弱い人間として。二度目の戦い──最初に射水に会った時、僕はもう平気で殺せたんだ。そうするしかないから、より残ざん酷こくに殺し、見せつけた方が効果的だからという判断で。躊躇ためらわず他人の命を奪い、遺体を引き裂く事さえ出来た！　ひとり殺したんだから、後は何人でも同じ。ここはそういう世界だ。効率よく殺さなければ自分の命が危ない。そんな言い訳をして！」

「お、おい。待てよ。それを言うなら俺だって──」

　今この時、血に塗れているのは大駕の方だ。征臣ではない。

「あの作戦だって僕は本気だった！　真羽ちゃんを助けるためなら、他の人間なんていくら売うり渡わたしても構わないって、本当にそう思ったんだ！　それなのに大駕は……大駕はあんな風に答えた！　どうして大駕は変わらない？　こんな世界に来て、人を殺して、それでもどうして!?　最初にあの男を殺してしまった時から、ずっと！　それなのに大駕は僕を親友と呼んで信じる！」

　声は慟どう哭こくめいているが、表情は変わらない。

「それは……！」

　言葉が喉に詰まって出てこない。

　あれはお前を気き遣づかった言葉だ。俺だって辛つらかったが、お前を思いやって「今殺したのは仕方がない、気にするな」と言ったんだ──今、そんな事を口にして何の意味がある？　優やさしさで飾った傲ごう慢まんさは、征臣の真しん摯しな叫びを踏みにじるだけだ。

　征臣は、静かに手を上げて背後に燃えている街を指差す。

「僕は真羽ちゃんを救出して、効率よくイミズ軍を倒すためにあの街に火を着けた。まだ逃げ遅おくれている人たちがいるのはわかっていたのに」

「見殺しにしたのか？」

　責めるように訊たずねた直後に、大駕の胸を痛みが刺す。

　何の用意もせずに大火を起こせるはずがない。征臣は前もって準備をしていたはずだ。それを前もって話さなかったのは、責任をひとりで引き受けるために決まっている。

「わかるだろう？　僕は大駕とは違う。目的のため、大切な誰かのためならそうでない他人を簡単に犠牲に出来る人間なんだ。自らに勇者を命じるなんて出来ない」

「違う！　あれは征臣君じゃなくて！〈嵐〉っていう人が来て、それに京さんが──！」

　征臣自身に代わって弁明しようとした真羽の言葉が途と切ぎれる。

　京は飛竜ワイバーンを下りて以来、少し離れた場所でじっと成り行きを観察していた。

「真羽ちゃんがそう言ってくれるのは嬉しい。だけど〈嵐〉が来なくても、彼女がやらなくても僕は実行していた。先を越されたからって、僕が免めん罪ざいされるはずはないんだ」

「何でだよ！　どうしてそこまで責める？　少しくらい自分を甘やかしたっていいだろ！」

「わかってしまったんだよ。大駕と僕は、決定的に違う」

　寂さびしげな笑えみが浮かぶ。

「憎にくい奴やつが死ねばいい、酷ひどい目に遭あえばいいと思ってしまう。自分や大切な人のためならそうでない人間を陥おとしいれても構わないと考える。どんなに身勝手でも自分の気持ちが届かない事を不満に感じる。愛してる人のためって理由があればどんな事でもやってのける。敵だと思った相手には何をしても心が痛まない。監獄実験に放りこまれたら、躊躇わずに囚しゆう人じんを虐ぎやく待たいする側の人間だ」

「そんなの関係ねえだろ！　俺たちが生きてるのは実験のために作られた監獄じゃない！　そうだろ？」

「同じだ。僕らはもうスタンフォードの監獄の中で生きている。愛してるから自分の行動は許される。あるいはネットで相手の顔がわからない。誰かが先にあいつは悪人だ、うさん臭くさい奴だと認にん定ていする──その程度の『正当性』を与あたえられれば、誰もがたやすく残酷な看守になる」

　佳か織おりを殺したストーカーの少年のように。死んだ彼女を揶や揄ゆした「みんな」のように。

「大駕はいつも僕に言ってたよね。もうちょっと感情的になってもいい、自分の気持ちに従えって。その通りにしてみたら──こうなったんだよ。敵どころか、無関係な人を殺しても平気だったんだ」

「平気じゃねえだろ！」

　感情に身を任せてなどいない。征臣が己を責め、気持ちを押し殺し、胸の中で号ごう泣きゆうし、絶ぜつ叫きようしているのが大駕にははっきりわかる。

　外からは見えない陰かげの中には、熱い涙がある。

「もう決めたんだ。僕は、大駕の敵になる。僕として生きるために、君を否定する。僕なりのやり方で、大駕が掲げる理想にアンチテーゼを打ち立てる」

　その瞳には、もう嘆きも迷いもない。

　ただ、透明な意志だけがある。

「──わかった」

　数秒の沈黙の後、大駕は頷いた。

「お前がそこまで考えて決めたなら、もう違うとかやめろとか言わねえ。だから征臣、耳かっぽじって聞けよ。お前が敵になるなら、俺はお前以外の誰にも負けない！　堕おちず、腐くさらず、曲がらず、お前が受け入れられないって理想を、ぴかぴかに磨みがいて待っていてやるさ。お前が最強の敵として、もう一度俺おれの前に現れるまでな！　いや。お前がどこにいようと、目を覚ませってぶん殴りに行ってやる！」

「そうだ……。それでこそ、僕の知っている、変わらない大駕だ。真羽ちゃんを、守ってくれよ。お前は約束したんだからな」

　それは、大駕の約束だ。征臣の誓せい約やくでも、三人の誓ちかいでもない。

　征臣は飛竜ワイバーンに飛び乗った。巨きよ大だいな翼が大きくストロークし、風を巻き起こす。

　ふわりと浮き上がった飛竜ワイバーンが足を伸ばすと、駆け寄ってきた京がそれに掴まる。

「我が慢まんしちゃって。辛いわね」

　今までの冷れい徹てつな彼女とは違う。どこか子供っぽさを残した、悪戯いたずらな笑みを京は浮かべる。

「何の話だ？」

「あのふたり、鈍いから気づいていないわよ」

「……君に何がわかる……」

「まあ、どこまでもとぼけるつもりならそれでもいいけど」

「一緒に行くのは、君を信用したのでも縋すがるのでもない。大駕と戦う以上、僕にも足場が必要になる。とりあえずは君を──君の背後にある国を利用させてもらう。君にとっても悪い話じゃないはずだ」

「気に入ったわ、そういう態度。じゃ、メルクアルラムへ案内してあげる。遠いわよ？」

　メルクアルラム──〈統一者〉が降り立ち、かつて平和だったガルムガクスに於おいて諸国の要だった国。

「その方が……いい。この翼なら遠くへ──離れられる」

　言葉を交わし、しかし京は飛竜ワイバーンの背には上らない。あくまで脚に掴まったままだ。

　一気に急上昇し、飛竜ワイバーンの形はぼやけ、小さな点になって──やがて夜空に消える。

「覚えてるか。お前が言ったんだぜ」

　もう影かげの名残なごりさえない空を見上げながら大駕は呟く。

「敵と縁えんを切る方が難しいってな」




　常に勇者のみを運ぶ天てん馬まと、伝承を持たぬ悪意の飛ひ竜りゆう──ふたつの翼の物語は、こうして始まった。
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終章







　森の中の湖こ畔はん、金きん髪ぱつの少女が伏せていた青い目を開く。

　神しん託たくを告げるが如く、ゆっくりと天に視線を向け口くち唇びるを開く。

「イミズラムが落ちたわ」

　流りゆう暢ちようで自然な英語が紡つむがれる。

「あの辺りに、そんな強い国なんてあったっけ？　それとも、例の〈嵐テンペスト〉？」

　訊ねたのは、やはり自然に波打つ金髪を持つ長身の若者だ。

　人種が同じだけでなく、通った鼻筋に残る微かすかな雀斑そばかすや眉まゆの曲線など、顔立ちが似通っている。血けつ縁えんがある事はひと目でわかる。

　慣れた手つきで、野営していたテントを畳んでいる。

「いえ。北の方よ。ラウフラム軍が反はん抗こうに出たみたい。今までと戦法を変えたのかしら？　火の手が上がったりしてる」

　現地から遠く離れた森の中だ。

　イミズラムとラウフラムの戦いが目に見えるはずもない。それなのに少女は、正確に戦況を把握していた。

　ひゅう──男が口笛を吹ふいた。

「そいつは興味深いね。よっぽど強力なシャムリーでも湧わいて出たか？」

「そこまではわからないわ」

「さすがにナタリーでも限界があるか」

「これで大きく状況は動く。わたしたちの身の振り方かたも変わるかもね」

　木の枝を拾い、少女は地面に地図を描く。

　精密さに欠ける略図ではあるが、それはガルムガクスでは未いまだ使われていない正確な地形図だった。そこへ更に何本かの矢印を書き入れる。

「イミズラムが滅ほろんでも、ラウフラムにはその領土を管理するだけの国力はない。あの一帯は周辺勢力が流れこんで混乱するでしょうね。それが続けば、東の盟主国──メルクアルラムは内政を固める余裕が出てくるかも。お姫ひめ様さまがどこまでがんばれるかしら？」

「しっかし、わかんねえよなぁ」

　若者は、丸めたテントを袋ふくろに詰めこみながら首を傾かしげる。どこか戯ぎ画がじみた、大げさなボディランゲージだった。

「ウーティシオの人間みんなで手を組めばガルムガクスの連中を支配するのも簡単なのに、どうして戦争なんか続けるのかね？」

「民族の記き憶おくなのかも」

　少女は立ち上がり、足で地図を踏み消す。

「あたしたちがフロンティアって言葉にときめいちゃうみたいに、戦国時代センゴク・ピリオドを歴史として持つ日本人は、覇は業ぎようとか天下取りに欲情するのかもね」

「欲情ねぇ。ナタリーこそ、そういう言葉に興奮するんじゃないか？」

「そうね。もちろん、好きよ。だけど渦の中に飛びこんだら全体像を観察できないじゃない。外から見ている方が楽しいわ。ケヴィンは不満でしょうけど」

　少女──ナタリー・アーバネッドは少し考えこんでから答えた。

「俺も面倒は嫌きらいさ。姉きよう弟だい二人旅の方が気楽だね」

「まあ、断っても諦あきらめないで、三回くらい訪ねてきたら考えてあげてもいいかもね」

　ナタリーが答えたその時、茂しげみが鳴った。

　三人の男がふらつく足取りで現れたのだ。赤い鉄製の臑すね当ては着けているが、重い胸きよう甲こうや肩かた当あては捨てている。煤すすで汚れているだけで刀傷の類たぐいは負っていない。敗残兵だが戦場でラウフラム軍と戦った者ではなく、燃えた仮説本陣から逃げ延のびてきた者たちだ。

「何だ、こいつら？　ガルムガクスの人間じゃねえのか？」

「外国人？」

「やれやれ。別の世界でも日本語ばっかり使ってると、発想が貧しくなるのかね？」

　兵士たちの疑問に日本語で答え、ケヴィンは肩を竦める。

　伸ばした右手の中に光が走りグリップが、銃じゆう身しんが、トリガーガードが形成される。

　無む邪じや気きに微ほほ笑えむと、ケヴィンは現出したクラシカルなリボルバーの引き金を引いた。

　乾かわいた発射音がみっつ続き、弾だん痕こんから血を流して三人が倒たおれる。

「別に殺さなくてもよかったのに。多分、水を飲みたかっただけよ」

　ため息を零こぼすナタリーが浮かべているのは、あっさりした苦く笑しよう。

「生かしとく理由もないだろ？　俺はフロンティアって単語に欲情しちゃう質だからさ。自分や家族の命や財産はこいつで守るのさ。先手必勝、見敵必殺って奴？」

　硝しよう煙えんをたなびかせる銃口に、ケヴィンはそっと口づける。

「確かに。これから面おも白しろくなりそうなのに、死んだらつまらないもんね」

　荷物を背に歩き出すケヴィンの後を追いつつ、ナタリーは樹き々ぎの間から空を見上げる。

　肉眼では感知不能の高みから、地を睥へい睨げいする己の〈武具〉を確かめるかのように。








（終）









あとがき







　お久しぶり。あるいは、初めまして。

　結構長いことラノベを書き、いろんな路ろ線せんを手がけてきましたが、実は「強い男が、積せつ極きよく的てきに戦う話」というのは、ほとんど書いた事がありませんでした。だいたい普通の戦せん闘とう力に乏とぼしかったり、戦う事に否定的だったり、強くて能のう動どう的だと女の子だったり。

　今回は珍しく「男同士が互いの誇ほこりや尊そん厳げんを賭かけて戦う物語」にチャレンジしました。ついでに「現代日本の少年がファンタジー世界に飛ばされて剣を取って戦う話」というのも個人的には初めてなんですよねぇ。

　実は今回もうひとつ、私としてはあまり用いてこなかった方法論に挑いどんでいます。

　それは「行き先を決めていない」という事。

　前作『無む刃じんのイェーガー』三巻のあとがきでも触れましたが、従じゆう来らいはこれまでの作家としての経験を踏ふまえ「どんな形であれ一応の結末に着地させる事」、いわば宙ちゆうぶらりんで終わるという最悪を回かい避ひする事を重視していました。

　ですが、今回はタイトルにもあるとおり「俺＝大たい駕が」と「僕＝征まさ臣おみ」というふたりの主人公の相そう克こくと激げき突とつを描くという「軸じく」だけははっきりしていますけど、どういうプロセスをたどり、どのような決着をつけるのかという事に関しては完全ノープランです。

　いざという時に「小さく無ぶ難なんに畳たたむ」ための安全装置は組みこんでいません。

　はっきり言って無む謀ぼうです（笑）。

　ある意味原げん点てん回かい帰きというか、アマチュア時代の気持ちに立ち戻ってみた訳ですけれど、これが吉と出るか凶と出るかは、読者の皆様の反応次第。宜しくお願いします。

　また、こんな無茶な作品を出せたのは、及および腰になりがちの私を上手く焚たきつけてくれた担当のＮ女史、美び麗れいなイラストを描いてくださった黒くろ獅じ子しさんを初めとする多くの関係者のお陰です。この場を借りてお礼申し上げます。ありがとうございました。








二〇一一年七月　　　葛か西さい　伸しん哉や


















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




葛西伸哉先生／黒獅子先生
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